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1. 総論  

A) はじめに 

創 価 高等 学 校  校 長  木 下 清一  

 

本 校 は、1968 年 に「日 本 の未 来 を担 い、世 界 の文 化 に貢 献 する有 為 の人 材 を輩 出 すること」を

目 指 して中学 高 校の男子 校 として開 校 し、小中高 の一 貫教 育が整 った 1982 年より男 女共 学 となり、

現 在 に至 っています。これまで約 半 世紀 にわたって、日 本 はもとより世 界 で活 躍 する幾多 の人 材 を輩

出 してきました。 

そして 2014 年には創価学 園 創 立 50 周 年 の 2017 年 へ向 けて、新 たなる学 園のミッション・ビジョ

ンを策 定するとともに、それをもとに SGH への挑戦 を開 始 しました。翌 年 SGHA の認 定 を受 け、「Ｔ

ＡＩＷＡ力 」あるグローバルリーダーの育 成 のために、全 生 徒 のグローバルマインドの高 揚 をめざして、

『世 界 を知 る  私 を知 る ～世 界 の平 和 のために私 は何 ができるか～』との課 題 を設 定 し、全 校 生 徒

対 象のＧＣＰ（Global Citizenship Project）と「平 和 と人 権 」をテーマとして課 題 を設定 し希 望者の

中 から選 抜 された生徒 で研 究に取 り組むＧＬＰ（Global Leaders Program）を二 つの柱にした探究

型 学 習 に取 り組 み、広 島 県 や新 潟 県 をはじめ都 内 でのフィールドワークも実 施 しました。これらの取り

組 みとその成 果 をもとに 2016 年 度の構想 調書を作 成 ・提 出 し、昨年の 3 月 、ＳＧＨの認定 を勝ち取

ることができました。 

本 校 は、ＳＧＨの認 定 より本 校 の目 指 す「世 界 の平 和 と文 化 に貢 献 する、実 力 ある人 間 主 義 のリ

ーダーの育 成 」のために、創 価 高 校 におけるグローバル人 材 像 を「創 価 の精 神 の根 本 である『生 命

尊 厳 の思 想 』をもって、世 界 平 和 に貢 献 する『地 球 規 模 課 題 の解 決 』に寄 与 できる人 材 」と定 め 、そ

の資 質 を①文 化 的 ・社 会 的 な差 異 を認 めることのできる多 面 的 ・多 角 的 な視 点 と寛 容 の精 神  ②地

球 規 模 課 題 を身 近 な問 題 と捉 えるための幅 広 い教 養 と理 解 力  ③多 様 な意 見 に耳 を傾 け、協 働 し

て問 題 解 決 にあたろうとする行 動 力  ④論 理 的 思 考 力 とクリティカルシンキングに基 づく建 設 的 な対

話 力  としました。この４つの資質 ・能 力 を育成 するために、本 校の「言語技 術 を磨 き、地 球規 模課 題

解 決 に取 り組 む能 力 育成 プログラム」とのＳＧＨ研 究 開 発 構 想 のもと、①「コミュニケーション能 力を備

えた人 材 の育 成 」をはかる全 校 生 徒 を対 象 にした「言 語 技 術 」教 育  ②全 校 生 徒 を対 象 にした探 究

型 学 習 プログラム「ＧＣＰ」（Global Citizenship Project） ③希望 者の中 から選 抜 された生徒対 象

に行 い、全 校 の取 り組 みのパイロットケースとしている「ＧＬＰ」（Global Leaders Program）を３本 の

柱 として進めてまいりました。10 月 29 日 には、ＧＣＰの公 開授 業と活動 報告 を中 心とした「中 間報告

会 」を、２月 18 日には「言 語 技術 」の模擬 授 業と活 動 報告 を中心 とした「活 動 報告 会 」を実 施 しまし

た。本 報告 書 は、この 1 年 間の取 り組みをまとめたものであります。ご一 読頂 いた皆 様よりご指 導賜り

ますようよろしくお願 い申し上 げます。 

最 後 になりますが、ご指 導 いただいている運 営 指 導 委 員 の無 藤 隆 先 生 （白 梅 学 園 大 学 教 授 ・文

部 科 学 省 中 央 教 育 審 議 会 委 員  教 育 課 程 部 会 長 ）、遠 藤 誠 治 先 生 （成 蹊 大 学 教 授 ・日 本 国 際 政

治 学 会  評 議 員 ）、村 上 清 先 生 （岩 手 大 学 学 長 当 別 補 佐 ・陸 前 高 田 市 市 政 アドバイザー）をはじめ、

提 携 していただいている国 内 外 の大 学 、国 際 機 関 、研 究 機 関 や各 企 業 、さらに交 流 いただいている

SGH 校 や各学 校の皆様 に深 く感 謝 申 し上 げるとともに、引き続きのご指導 をよろしくお願いいたしま

す。 
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B) 調書と概念図 
 

平成２８年度スーパーグローバルハイスクール構想調書の概要  

指 定 期

間  
ふりがな そうかがくえん そうかこうとうがっこう 

②所 在

都 道 府 県  
東 京 都 

28～32 ①学 校 名  学 校 法人 創 価学 園  創価 高 等学 校 

③対 象

学 科 名 

④対 象とする生徒 数  ⑤学 校全 体の規模  

１年 ２年 ３年 ４年 計  普 通 科  生徒 数 1059

名  

同 キ ャ ン パ ス に 小 学

校 ・中 学校 を併設  

普 通 科 354 346 359  1059 

      

⑥研 究

開 発 構想

名  

言 語 技術 を磨き、地 球規 模 課題 解 決に取 り組む能 力育 成 プログラム 

⑦研 究

開 発の概

要  

①日 本語 と英 語 を往還させ、言 語技 術に裏打 ちされた論 理的 ・批判 的思考 力の育成  

②全 校生 徒 を対 象に、探 究 型学 習による地球規 模 課題の理 解力の育成  

③選 抜 生 徒 を対 象 に、英 語 を中 心 とした高 度 な批 判 的 思 考 力 、協 調 的 問 題 解 決 力 を有 し

たリーダーの育 成  

⑧
研
究
開
発
の
内
容
等 

⑧-

1
全
体 

(1) 目的・目標  

本 校 では、「生 命 尊 厳 の思 想 に基 づき、地 球 規 模 課 題 の解 決 に貢 献 する能 力 を備 えた人
材 」をグローバル人材 と規 定 した。本 構 想では、この人材 像 をもとに、 

①文 化的 ・社会 的 な差異 を認 めることのできる多 面 的 ・多 角的 な視 点と寛 容の精神  
②地 球規 模 課題 を身近な問 題 と捉 えるための幅広 い教養 と理 解 力  
③多 様 な意 見に耳 を傾け、協 働 して問 題解 決にあたろうとする行 動 力  
④論 理的 思 考力 と批 判的 思 考力に基 づく建設的 な対 話力  
の４つの資質 ・能力 を育成 することを目的 とした。 
この４つの資質 ・能力 育成 のため、 
・言 語 運用 能力の向 上とそれに裏打 ちされた英 語４技 能の習 得  
・探 究 型 学 習 やフィールドワーク(FW)を活 用 しての地 球 規 模 課 題 への深 い知 識 と理 解 力 の

向 上 を目標に掲 げた。 
(2) 現状の分析と研究開発の仮説  

校 内 調 査 によれば、本 校 生 徒 は英 語 をはじめとした外 国 語 への興 味 関 心 は非 常 に高 いが、
コミュニケーションに必 要 な母 語 (日 本 語 )による言 語 運 用 能 力 の向 上 が課 題 であることがわか
った。また SGH アソシエイトの活 動 を通 して、生徒 たちに地球 規模 課 題への強 い興 味 関 心 を持
たせることができたが、その理 解 が表 層 的 な知 識 に終 わってしまったことも課 題 としてあげられ
た。 

上 記 の課 題 を踏 まえ、グローバル人 材 として必 要 なマインドとスキルを育 成 するために、以 下
のような仮 説 を立 てた。 

仮 説 １) 言 語 技 術 、特 に「母 語 の強 化 」に焦 点を当 てることで論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 が育
ち、建 設 的 な対話 を実行 する力が醸成 される。 
仮 説 ２) 地 球 規 模 課 題 を協 働 的 に学 び、自 らの考 えを表 現 することで、幅 広 い教 養 と理
解 力が育成 され、課 題発 見 力 ・課 題認 知 力・課題 解 決力が身につく。 
仮 説 ３) 国 内・海 外の FW を通 して、文 化的 ・社会 的 な差異 を実感 し、多面 的 ・多角 的 な
視 点が育成 される。 

(3) 成果の普及  

中 間 報告 会 （11 月 ）と年 度 実践 研 究会 （２月 ）の開催  
研 究 成果 を編纂 し、冊子 にして希 望 者に配 布 （年 １回） 
英 字 新聞 プロジェクトの成 果 作品 を希望 者に配布 （年２回 ） 
GLP 映像 作品 を学校ホームページにて配 信  
取 り組 みの様 子 を学 校ホームページに特 設サイトを設 置 し随 時 発信  
GLP・GCP の取 り組 みを、ＳＮＳを活 用 して逐 次発 信  
SGH 事 業に取 り組 んでいる他 の高 校との情 報交 換 と協 同 研究 会の開催  
学 校 近隣の小学 校 ・中学 校 ・高校 ・大学 と連 携してのワークショップ開催（随 時 ） 
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⑧-
2

課
題
研
究 

(1) 課題 研究 内 容  (2) 実 施 方法 ・検証 評 価  
１ 「言 語 技 術 」教 育  【１・２年 生 対 象 ）】 
日 本 語 と英 語による言 語技 術 の往 還 トレーニングを通 じ、論 理 的 ・批 判的な思 考 力 ・分 析力

を育 てるカリキュラムを、国 語 科 と英 語 科 の協 働で開 発 する。１・２年 次 に年 間 １単 位 を「言 語 技
術 」の授 業 として実 施 する。はじめに日 本 語 のトレーニングを基 本 とし、平 易 な英 語 で同 じ領 域
の学 習 をしたあと、再 度 日 本 語 で行 う。２年 次 にはさらに高 度 な論 理 的 思 考 力 ・表 現 力 、批 判
的 思 考 といった能 力 をディベートなどの手 法 の学 習 を通 して育 成 する。生 徒 が自 己 評 価 したル
ーブリック、教 員 によるルーブリック、さらに提 出 課 題 の３項 目 をもとに評 価 する。また、論 理 性 と
批 判 的 思 考 力 の一 つの成 果 として、英 字 新 聞 作 成 プロジェクトを行 う。他 者 にインタビューをす
ることは言 語 技術の応用実 践 となる。 

２ 協 調 的 探 究 学 習 グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP） 【全 校 生 徒 対 象 】 
 国 連が提 示する地 球規 模 課題 (Global Challenges)を中 心にテーマを設 定 し、協 働的 な学

びの手 法 を取 り入 れることで、現 代 社 会 に対 する幅 広 い教 養 と協 調 的 問 題 解 決 力 の育 成 を目
指 す全校 対 象のプログラムを研 究開 発する。 

 １年 次 は環 境 ・貧 困 ・国 際 会 議 （模 擬 国 連 ）を、２年 次 は戦 争 ・冷 戦 後 の紛 争 ・人 権 をテー
マにする。３年次には、言 語 技術の集 大成 と GCP の総 括として、「ファイナル・プロジェクト」を実
施 し、全 員 が課 題 研 究 を行 う。研 究 成 果 は、英 語 と日 本 語 でプレゼンを行 い、これをルーブリッ
クに基 づいて評 価 する。また、「現 代 社 会 」と「コミュニケーション英 語 Ⅲ」の授 業 において、プレ
ゼンスキルや情 報 収 集 能 力 を習 得 するための教 科 横 断 的 プログラムも提 供 する。また、留 学 生
と地 球規 模 課題について協 働 でポスターセッションを行 うイングリッシュ・キャンプを実 施する。 

３ グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP） 【選 抜 生 徒 対 象 （２・３年生 の希 望 者 から）】 
選 抜 生 徒に対 して、国内 外のフィールドワークを通 して、より高 度 な論 理的 ・批 判的 思 考と協

調 的 問題 解 決力 を有 したリーダーを育 成するプログラムを研 究開 発する。 
2016 年 度 は「核 廃 絶 」「環 境 ・人 権 ①（マイノリティー）」「人 権 ②（国 際 人 権 問 題 ）」「持 続 可

能 な開 発 ・平 和 」の４つをテーマとし、より高 度 な問 題 解 決 能 力 を要求 する実 践 研 究 を、英 語 を
中 心に使用 して行 う。Skype を活 用 したオンライン英 会話 を実施 し、英 語のスピーキング力 を高
め、海 外 との意 見 交 換 、研 究 ・調 査 のためのインタビューやディスカッションを行 う。講 義 、文 献
調 査 、FW、インタビューなどを通 して学 び、課 題 解 決 の提 言 をまとめる。国 内 各 地 および海 外
にて FW を行 う。そのまとめを、英 語による映像 制作 およびプレゼンにより一 般 公開 する。アンケ
ートを実 施 し、生 徒 の変 容 をみることでプログラムの有 用 性 を評 価 する。ここで開 発 されたプログ
ラムの成 果 は、検 証 ・評 価 の上 、随 時 GCP をはじめ、学 校 全 体 の取 り組 みへと還 元 していく。
フィールドワークは以 下の通 りである。 

(3) 必要 となる教育 課 程の特例 等    １～３ 全て該 当 せず 

海
外 

アメリカ・モントレー 核 廃 絶問 題の日・露 ・米の高校 生による発表 会  ２名 

マレーシア 異 文 化共 存 理解のための大学 研修  １６名 

アメリカ・カリフォルニア 平 和 学 ・人 権問 題 講義と博 物館 研 修  １６名 

国
内 

沖 縄 ・北海 道 ・長 崎  各 テーマのインタビューと博 物 館での研修  ８名 

広 島 県広 島 市  被 爆 体験 インタビューと平 和 記念 館での研 修  １２名 

岩 手 県葛 巻 町  環 境 問題 対 策モデル自治 体の訪問 と研修  １２名 

首 都 圏 環 境 ・平和 ・人権に関する博 物 館 ・資料 館研 修  ７０名 

⑧-

3 上

記 以

外  

 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価  

1) インド・デリー、中国 ・上 海 をはじめとした、海外 高 校生 との平和 ・文化の意見 交換 会  
2）国 内の SGH 校 他 、同様 なテーマを研 究 している高 校との随時 交 流と定期 的 生徒 間 交流  
3) Skype を活 用 した外国 人 講師 とのオンライン英 会 話の活 用  
4) マレーシア公開 大学での語 学 ・異 文化 研修プログラム 
 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等  特になし 

 グローバル・リーダー育成に関する環境整備、教育課程課外の取組内容・実施方法  

1) 2019 年 度の「言 語 科」の設 置に向 けた、言語科 設 置検 討 委員 会の開設  
2) 言語 技 術の授 業 導入 に伴 う、クリティカル・ライティング・センターの拡充  
3) 探求 型 学習のためのルーブリック評価 基 準の開 発 とアクティブラーニング評価 法の改革  
4) 言語 技 術理 解 を深 めるための、全 教員 対象 の言 語 技術 研 修の実 施  
5) 全教 員 を対象 とした英 語 力向 上のための研修 他 、タイムマネジメント指 導 法開 発も行 う 

⑨その

他 ・特 記事

項  

提 携 大学の創 価大 学 はグローバル牽引 型 SGU であり、本校 と有 機的 な研 究 開発ができる。 
本 校 は、2015 年 度より SGH アソシエイト校の認定 を受 け研究 開発 を行っており、２月には年

間 報 告会 を実施 した。 
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C) 完了報告書 
 

 
 
 

文部科学省初等中等教育局長 殿 
 

 
住所    東京都小平市たかの台２番１号 
管理機関名  学校法人 創価学園 
代表者名   理事長  原田 光治  印 

 
 

平成２９年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により提出しま

す。 

 

記 

 

１ 事業の実施期間 

   平成２８年 ６月 １日（契約締結日）～平成２９年 ３月３１日 

 

２ 指定校名 

   学校名  創価高等学校 

   学校長名 木下 清一 

 

３ 研究開発名 

   言語技術を磨き、地球規模課題解決に取り組む能力育成プログラム  

 

４ 研究開発概要 

〇【言語技術】 

日本語と英語を往還させ、言語技術に裏打ちされた論理的・批判的思考力の育成  

〇【グローバル・リーダーズ・プロジェクト（GCP）】 

全校生徒を対象に、探究型学習による地球規模課題の理解力の育成  

〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

選抜生徒を対象に、英語を中心とした高度な批判的思考力、協調的問題解決力を有したリーダー

の育成 

 

５ 管理機関の取組・支援実績  

（１）実施日程 

 

業務項目 実施日程 

 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
 〇    〇    〇  

 



 

- 6 - 

 

（２）実績の説明 

〇運営指導委員会を３回開催した。第１回は６月１４日に無藤隆氏、村上清氏の出席の下、学園長、

校長他管理職と SGH 中心者による取組みの紹介と質疑応答、ご助言を戴いた。第２回は１０月

２９日の SGH 中間報告会の後、遠藤誠治氏よりご助言を戴いた。第３回は２月１８日の SGH 活

動報告会の後、無藤隆氏、村上清氏よりご助言を戴いた。  

〇運営指導委員会ならびに２回の研究発表会と学園祭でのポスターセッションに、管理機関の法人

本部より創価教育センター長、副センター長が参加し、研究開発の様子と進捗状況を確認し、意

見交換を行った。 

〇SGH に関わる費用について、管理機関より経費を計上し、特にフィールドワーク研究開発を支援

した。 

 

６ 研究開発の実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（２８年６月１日 ～２９年３月３１日） 

 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10 

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
           

言語技術 
 

         
 

 

ＧＣＰ 
 

         
 

 

ＧＬＰ 
 

         
 

 

フィールドワー

ク  
〇 〇  〇 〇      〇  

グローバルセミ

ナー 
〇 〇  〇    〇     

英字新聞作成 
 

     〇 〇 〇 〇 〇 〇 

イングリッシュ・キ

ャンプ  

 
      〇   

 
 

海外高校生との交

流 

 
         

 
 

国内高校との

交流 

 
         

 
 

オンライン英会

話 

 
         

 
 

タイムマネージメント指

導 

 
         

 
 

 

（２）実績の説明 

〇【言語技術】（全校生徒対象の教科横断型授業）本年は SGH１年目として、１年生全クラスで週

１時間実施。 

①日本語・英語による対話の技術のトレーニング【質問と応答の繰り返し・質問のブレイクダウ

ン・説得や交渉の仕方・友人や外国人にインタビュー等】  

②日本語・英語による作文の技術のトレーニング【パラグラフ形式で文章作成】  
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③日本語による説明の技術のトレーニング【ラベリング・空間配列・時間配列・概要から詳細の

説明へ等】 

※技術の習得状況を確認し、習得を促進するため、対話の技術に関しては生徒全員を対象に口頭

試験を実施した。また、作文の技術に関しては、１年間で１５本ほどの作文を生徒に書かせた。そ

れらの作文を、教員が一人ひとり添削・コメントし、フィードバックした。  

 

〇【グローバル・リーダーズ・プロジェクト（GCP）】（全校生徒対象の SGH プロジェクト） 

「世界を知る 私を知る 世界の平和のために私は何ができるか」をテーマに掲げた。 

①１年生は「環境、貧困、食糧問題」を、２年生は「戦争、冷戦後の紛争、人権」を、３年生は  

「環境、国際会議」等を探求テーマに設定し、地球規模課題に対する探求学習を進めた。  

②学期に２回（5 月、７月、１０月、１１月、１月、２月）、GCP の時間を設け、運営は、全校 

生徒からの希望者で構成された GCP リーダーズによって行われた。 

③３年生は、２年後に現一年生が行う予定である課題研究「ファイナルプロジェクト」の二言  

語（日本語・英語）でのポスターセッションを先行実施した。  

 

〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】（選抜生徒１６人対象の SGH プログラム） 

は、毎火金の１８時～１９時３０分に、地球規模課題に関する探究型学習を行った。 

①地球規模課題に関する議論と講義に加え、アクティブラーニングやプレゼンスキルを活用した

探究型学習を実施し、問題の理解と論理的な議論を展開した。 

②沖縄とカリフォルニアで実施されたフィールドワークでは事前に仮説を設定し、論証のために

必要なアンケート調査を実施し、論理的・分析的思考を高めた。 

③報告会は全て英語で実施し、Skype や Youtube などの SNS を利用して海外との交流や情報発信

を行った。 

 

〇【その他】 

①国内外フィールドワーク（全校生徒より希望者）：GCP、GLP で定めた各テーマに則り、カ 

リフォルニア、沖縄、広島、岩手、東京（国連大学、国立ハンセン病資料館、JICA 等）を行 

った。また、カリフォルニアで行われた CIF（Critical Issue Forum）に参加した。 

②グローバルセミナー（全校生徒対象のセミナー）：国内外から著名な識者を招聘し全校生徒 

を対象としたセミナーを開催した。４月１回、５月２回、７月１回、１１月２回と６回行っ 

た。 

③イングリッシュキャンプ（全校生徒より希望者）：創価大学にて１泊２日で実施した。 

④本年度の主な受賞は次の通り 

ジャパンタイムス主催の英字新聞コンテストで英字新聞賞（優勝）、NRI(野村総合研究所)学 

生小論文コンテストで優秀賞、手帳甲子園で優秀賞他各賞受賞、人間の安全保障学会ポスタ 

ーセッションで奨励賞 

 

７ 目標の進捗状況、成果、評価 

【言語技術】 

①年度末に１年生全員にアンケートをとり、対話・作文・説明の各技術の重要性・有効性を感じ  

たかという質問に対して、６０％前後の生徒が「大変そう思う」「かなりそう思う」と回答した。
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「まあまあそう思う」という回答まで含めると、全体の９５％を占めるに至った。また、同 

じアンケートにおいて、日本語と英語の構造における相違点や共通点を意識するようになったと

回答した生徒は７５％おり、日本語で学んだ言語技術を英語の授業で活用できたと回答した生徒は

７９％いた。 

②英検２級のライティングの CSE スコアでは、１年間言語技術を受講した１年生が未受講の２、 

３年生より高かった。 

③各教科の授業やクラスでの話し合いの場面では、生徒たちが結論・理由の順番で発言し、ナン  

バーリングを用いることにより、議論の進行がスムーズになり内容も濃いものになっている。  

④英会話の授業や英作文の課題において、発言する際や文章を書く際の「型」を学んだ結果、こ 

れまでの生徒たちに比べ、より積極的に話し書いている姿が見られる。 

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①SGH アソシエイトの昨年度に「国連 2030 アジェンダ」について、全校生徒へ導入的なレクチャ 

ーを行っており、それがベースともなって、１年目の取り組みはおおよそ順調に進んだ。特に、 

２年後の実施を目指す高校３年生の課題研究「ファイナルプロジェクト」の先行実施を行うこ 

とができたことは大きな成果となった。日本語でのレポート作成から始め、成果をポスターと 

してまとめ、最終的に、日本語・英語の二言語でのポスターセッションを実施した。１、２年 

生への公開も行い、１，２年生が来年度への意欲を高める機会ともなった。 

②２月に行ったアンケートでは、「地球的問題・課題（紛争・人権・環境・貧困等）についてのニ 

ュースに興味がありますか」との問いに、５月では「あてはまる」と答えた生徒が３２％だっ 

たのに対して、２月の結果では５５％と大きく上昇し、「どちらかといえばあてはまる」を含 

めると９０％となった。このように、地球規模課題に関する全校生徒の意識は大きく向上した。 

また、協調的な探求学習の手法を多数用いたが、その成果として、「さまざまなワーキングに 

おいて、友達と協働して話し合って回答を出すことができたか」との問いに対して、５月には、 

１８％が「あてはまる」と答えたのに対して、２月には実に４１％の生徒が「あてはまる」と 

回答し、「どちらかといえばあてはまる」を含めると８６％となった。生徒間で協働して答え  

を求めていく姿勢が身についてきていることを示している。  

③GCP の運営を担った GCP リーダー（生徒の希望者で構成）は半年交代制をとり、前期は１１２ 

名、後期は１２６名の生徒が集った。そのうち約７０％が前期からの継続を希望したメンバー 

であったことからも、生徒主体に運営を行う体制が成果をあげていることがわかる。 

 

【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①フィールドワークに向けて、仮説を立てて進めることで、論理的かつ分析的な探究型学習を実施

することができた。 

②オープンキャンパスや、学園祭などでポスターセッションを実施し、公開された空間でのポスタ

ーセッションの機会を多く持つことができた。また中間報告会および最終報告会において、英語

のプレゼンテーションを実施した。 

③フィールドワークまでの研究成果をまとめて作成した英字新聞は、ジャパンタイムズ主催の第１

回全国中学高校生英字新聞コンテストにおいて、大賞である「英字新聞大賞」を受賞した。 

④核問題について全員で取り組むことで、４月に実施される、カリフォルニア・ミドルベリー国際

問題研究所の主催する、核廃絶に関する高校生による国際会議、クリティカル・イシューズ・フ
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ォーラムの取り組みで、２年生が英語によるプレゼン作品を作り上げることができた。  

 

＜添付資料＞目標設定シート 

 

８ 次年度以降の課題及び改善点 

【言語技術】 

②年度末のアンケートでは、９５％の生徒が言語技術の重要性・有効性を実感しているものの、  

言語技術を他の場面で活用できるようになったかという質問に対して、「そう思う」と回答し  

た生徒が、対話の技術で７４％、作文の技術で８４％、説明の技術で７６％と、割合が少し下  

がっている。言語技術の授業内だけで活用できる力を向上させるには限界があるので、他の教  

科と連携し言語技術を活用する場面を増やしていく。そのため、全教員に対する言語技術の研 

修会等を実施する。 

③１年生約３５０人の生徒に書かせた作文の添削を、正教員１名と非常勤講師２名の体制で行っ  

た。来年度以降、人員の増強を図りきめ細やかな文章指導を行っていく。さらに、評価のため  

のルーブリックや、自己・相互による評価方法の改訂・開発も推進する。  

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①さらに多くの生徒が実感し、自らの進路選択に役立てていけるように内容を一層向上させていく

必要がある。例えば、国内外のフィールドワークの参加枠を拡大し、より多くの生徒が実感を持

った学びを進められるような機会が必要である。 

②３年生が実施したファイナルプロジェクトでは、テーマの設定やレポートの添削を、担当教員と

CWC の教員３名で行ったが、より細かな指導が行き届くために人員の増強を図りたい。また、

成果をまとめたポスターを校内発表から外部へ発信していけるような工夫を行いたい。 

 

【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①仮説に基づくフィールドワークは、探究型学習の取り組みとして大変に有意義なものとなった

が、訪問地をカリフォルニアと沖縄に絞ったことで、地球規模課題と関係したテーマの設定が難

しくなった。また SGH 採択１年目ということもあり、フィールドワークの実施までの日程が限ら

れてしまった。２０１７年度は早めに取り組むことができ、地球規模課題と関連した幅広いテー

マ設定ができるように取り組む。 

②評価方法として、プログラム終了後に、本校の考えるグローバル人材の資質・能力の個別能力の

成長を自己評価および他人に評価させた。ただ、この資質・能力の基準について、事前に提示して

おく必要性を感じた。２０１７年度はこの評価表をすでに提示しており、生徒たちに獲得する資

質・能力について意識させながらプログラムを進めていく。 

 
 
【担当者】 

担当課 経理募金課 ＴＥＬ 042-342-2611（代） 

氏 名 山下 英一 ＦＡＸ 042-342-2617 

職 名 副課長 e-mail yamashita@soka.ed.jp 
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2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP）  

A)  概要・年間スケジュール 

  概 要  

グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）は、国 連 が提 示 する地 球 規 模 課 題 を中 心

にテーマを設 定 し、協 働 的 な学 びの手 法 を取 り入 れることで、現 代 社 会 に対 する幅 広 い教 養

と協 調 的 問 題 解 決 能 力 の育 成 を目 指 す全 校 対 象 の企 画 です。  

企 画 は学 期 に２回 ずつ行 いました。１年 生 は「環 境 」をテーマに環 境 リンクマップの作 成 や、

「格 差 」をテーマに「貿 易 ゲーム」や「世 界 がもし 100 人 の村 だったら」のロールプレイなどを行

い、学 びを深 めてきました。２年 生 は、「戦 争 」や「紛 争 」をテーマに、日 米 両 国 の核 兵 器 をめ

ぐる考 え方 の比 較 や、ルワンダ内 戦 の歴 史 などについて学 びました。３年 生 は、「国 際 パートナ

ーシップ」をテーマとして、「 COP21 」を舞 台 に模 擬 国 連 を実 施 し、全 員 が一 国 の大 使 となっ

て 交 渉 を 重 ね 、 国 際 協 調 の 重 要 さ と 難 し さ を 学 び ま し た 。 そ し て 、 フ ァ イ ナ ル プ ロ ジ ェ ク ト

（Final  Pro ject ）として、各 自 がテーマを設 定 し、課 題 研 究 を行 い、その 成 果 をポスターセッ

ションの形 で日 本 語 ・英 語 の２言 語 で発 表 しました。また、Final  Pro ject の準 備 として、「現

代 社 会 」と 「コミュニケーション英 語 Ⅲ」の授 業 において、プレゼンスキルや情 報 収 集 能 力 を習

得 するための教 科 横 断 的 プログラムも提 供 しました。  

 

  年 間 スケジュール 
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B)  GCP リーダー 

本 校 では、GCP 企 画 の運 営 を教 員 ではなく希 望 生 徒 （GCP リーダー）が担 っています。本

年 度 は 4 月 （前 期 ）と 10 月 （後 期 ）に各 クラスの希 望 者 から選 出 します。GCP リーダーは前

期 で総 勢 112 人 、後 期 で 126 名 が集 いました。  

GCP リーダーは、企 画 本 番 前 に、GCP リーダー

ズミーティングを行 います。そこで、テーマについての

学 習 や当 日 の 企 画 のリハーサルをすることで、企 画

のテーマがクラスメートに分 かりやすく、かつ楽 しみな

がら伝 わるように工 夫 を重 ねてきました。  

 

  生徒感想  

「僕 は、半年間 GCP リーダーとして活動 し、リンクマップや貿易ゲームのように、自 ら手 を動かし、

答 えを探 っていくことで、地球規模課題に対する興味が沸 き、世界市民 として、今世界で起 きて

いる問題 を理解することができました。また、リーダーとなってクラスをまとめることは大変でしたが、やり

がいも沢山ありました。21 世紀のリーダーとして活躍できるように更に、学び、積極的に GCP の活

動に参加 していきたいと決意 しています。」  

 

「僕がここまでの GCP 企画を通 して学んだことは、平和 を築 く上で必要なことは”知 る”ことだとい

うことです。レイテ島 での決戦やルワンダ内戦のことなど、僕 は全然知 りませんでした。でもこうした悲

惨な歴史を知 らなければ、いくら平和について考 えても、平和 を築 くことはできません。GCP はアクテ

ィブラーニングをベースにし、友人 と一緒に課題 に取 り組みます。また、僕 たち生徒が進行 を行 うた

め、より深 く、主体的に学ぶことができます。これからも GCP リーダーとして一人一人の平和に対す

る意識 を向上できるように努めていきます。」  

 

 

「私が GCP リーダーとして得たことは、学びへの意欲 と感謝の気持ちです。GCP リーダーはその

授業の時間 を全 て担 うので、指示が上手にできなかったときなどは、普段の先生方の大変 さを実

感 し、感謝の思いを感 じます。そうした気持 ちが普段の授業へのモチベーションにも繋がっています。

自 ら積極的に企画に関わっていくことで、テーマに対 して自ずと興味 ・関心が沸 き、自分は今何 を

するべきかという一歩深い学びをすることができます。創価高校の創立者池田先生は、私 たち学

園生へのメッセージの中で、『感謝 とは人間性の真髄です。その心は『学 ぶ』という、同 じく人間性

の真髄 と一体 となって、人生 を限 りなく高 めてくれる二つの翼 であります』と言 われています。その翼

を鍛 え、自由自在に世界 を飛 び回 り、世界の平和のために貢献できる力 を身 につけられるのがこ
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の GCP であり、それを引 っ張 っていくのが GCP リーダーです。そのことを胸にこれからも活動に励ん

でいきます。」  

 

C)  貿易ゲーム（1 年生） 

  日 時  １０／２９（土 ）・合 計 90 分 （貿 易 ゲームに 50 分 、振 り返 りに 30 分 ） 

  参 加 者  高 校 1 年 生  

  目 的  

①「貿 易 」を中 心 とした世 界 経 済 の基 本 的 な仕 組 みを理 解 する  

②自 由 貿 易 や経 済 のグローバル化 が引 き起 こす諸 問 題 に気 づく  

③南 北 格 差 や 環 境 問 題 の解 決 に向 け て 、国 際 協 力 や 一 人 一 人 の 行 動 につ いて 考

える 

  事 前 準 備  

10/29 の企 画 実 施 へ、クラスを盛 り上 げていくため、10/13～10/19 の間 に、GCP リーダー

ズが帰 りの HR で、“What’s  go ing  on?”と題 して、新 聞 、ネットなどから「貿 易 」「自 由 貿 易 」

「経 済 のグローバル化 」などのキーワードに関 わるニュースを探 してきて紹 介 する。 

  当 日 の内 容  

前 半 、５～６人 の班 で、１つの国 になり、紙 やハサミ

などの与 えられた材 料 を用 いて、 力 を合 わせ て、 “マ

ーケット”で売 ることができる製 品 を作 り、できるだけた

くさんの「お金 を稼 ぐこと」を競 うゲームを行 いました。  

振 り返 りのポイントは以 下 のようにまとめられます。  

①各 国 ごとに与 えられる道 具 と材 料 には大 きな格

差 があり、それが 、先 進 工 業 国 ・開 発 途 上 国 ・後 開

発 /発 展 途 上 国 の格 差 を表 しているといえます  

②ゲームのルールはどのグループにも同 じであった

こ と は 「 自 由 貿 易 」 を 表 し て い る 。 自 由 に 製 品 を つ く

り 、 売 る こ と が で き る 自 由 貿 易 は 、 開 発 途 上 国 を 不

利 な立 場 に追 いやり、南 北 格 差 を 助 長 する構 造 的 問 題 があるのではないか。関 税 、輸 入 制

限 で国 内 を守 るべきではないか、などの課 題 を学 びました。  

③製 品 の値 段 が変 わるという「市 場 価 格 の変 化 」 への対 応 。途 上 国 の工 業 生 産 は、先 進

国 の新 製 品 によって経 済 発 展 がなかなかできません。先 進 国 は新 たな技 術 を特 許 などで守 り、

商 品 の価 値 を維 持 します。生 産 の偏 りは、市 場 の動 向 に対 応 できてないことを表 しているとも

いえます。  

④ほかのグループで作 業 した人 は「移 住 労 働 者 （外 国 人 労 働 者 ）」 であったと言 えます。現

実 では、現 地 人 の労 働 条 件 との違 いや、 生 活 習 慣 の違 いか らくるストレスな ど、 さまざまな問

題 を含 んでいます。  

⑤グループ間 で協 力 して製 品 を作 る「国 際 分 業 」が行 われたケースも。台 湾 、韓 国 、タイな

どの国 々から供 給 された部 品 を組 み合 わせてつくるパソコンなどはこれにあたります。  

⑥ほかの班 から助 けられたかどうか。「援 助 （国 際 協 力 ）」の有 無 。道 具 や紙 がなくて困 って

いるグループに無 償 で道 具 を貸 したり、資 金 を提 供 したりする「援 助 」のよりよいあり方 とはどの

ようなものか。もし行 われなかったとしたら、どうしてだ ったのか。  
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⑦紙 の切 れ端 はどう扱 ったかに「環 境 問 題 」への取 り組 みが現 れていると言 える。紙 の切 れ

端 が多 いグループはどこだったか。切 れ端 の多 さは、何 を意 味 している のか。過 剰 な生 産 と消

費 の繰 り返 しが、資 源 の無 駄 遣 いや環 境 破 壊 につながります。  

⑧製 品 の形 が決 められていることを 通 して「経 済 のグローバル化 」 を考 えることができる 。電

化 製 品 は規 格 を統 一 され、服 装 なども地 域 的 な特 色 はなくなってきています。グローバル化 が

もたらす恩 恵 と課 題 は何 なのか。  

 

  生徒感想  

「貿易ゲームでは時間制限がありましたが、現実ではエンドレスに続 くこのような経済の格差 を少

しずつでもいいから減 らしていきたい、そして、援助することは大切だと感 じた。僕 たちの国 は最初は３

番目に良いスタートだったのに、周 りとあまり交渉せずに時間が過 ぎてしまった。僕 たちよりスタートの

条件が悪い国は、同盟 を結 び、少ない資源で交渉 していて成果 を残 していた。それに比べて僕 た

ちの国は成果が出なかったのでとても悔 しかった。新 しい発見の多いゲームになりました。」  

 

「私 たちの国は“鉛筆 1 本 、紙 1 枚 、100 ドル”だけと言 うところから開始 しました。最初は商品

を作 り出 すためのハサミがなくとても戸 惑いましたが、同 じように困 っている国 と力 を合わせました。他

の国 と交渉 したり、国連から援助 を受けたりしながら、もともとの持 ち金から 72 倍 もの利益 を生み出

すことができました。みんなと協力する楽 しさを味わったのと同時に、世界には豊かな国々と、貧 しい

国々があるということを知 りました。今回のゲームを生かして世界の国々について考えていきます。」  

 

「運営 を担当する GCP リーダーズの皆で練習 した時 よりも、最貧国が活発に生産をし、資本 を

増やしていて驚 きました。私 はマーケット担当 でしたが、生産品の流れや途上国がいかに製品 を作

りにくいかがよくわかりました。道具の援助では“貸 して欲 しい”と言 ってきたグループは少なかったです。

こちらから均等に援助することができないことも体験 し、国際援助の難 しさを感 じました。」  
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D)  世界がもし 100 人の村だったら（1 年生） 

  日 時  １１／２６（土 ）・合 計  70 分  

  目 的  

①「世 界 がもし 100 人 の村 だったら」に描 かれた世 界 の現 実 を、シミュレーション（疑 似 体 験 ）

という参 加 型 の方 法 で体 験 する。  

②世 界 の現 状 を理 解 し、自 分 との関 係 に気 づく  

③問 題 の原 因 追 及 や解 決 は深 く掘 り下 げず、自 分 の興 味 ・関 心 を高 める  

  当 日 の内 容  

①役 割 カードを全 員 に配 布  

②以 下 のプログラムで進 行  

1 .  世 界 の人 口  

i .  世 界 の人 口 は何 人 か？といった簡 単 なクイズ  

i i .  人 口 増 加 についての現 状 を学 ぶ  

i i i .  人 口 増 加 の結 果 、何 が起 こるかを考 える  

2 .  女 性 と男 性 、どっちが多 い？  

i .  男 性 ・女 性 の人 口 に関 するクイズ  

i i .  男 性 役 ・女 性 役 に分 かれて座 る  

男 性 役 は廊 下 側 、女 性 役 は窓 側 に座 り、世 界 の男 女 比 が同 じであることを知 る  

i i i .  国 によっては男 性 が多 いが、これはなぜか？  

3 .  世 界 は今 、高 齢 化 ？若 年 化 ？  

i .  役 割 にしたがって、動 く  

大 人 ：しゃがむ  子 ども：立 つ  お年 寄 り：イスに座 る  

i i .  日 本 の高 齢 化 の現 状 、世 界 が高 齢 化 している現 状 を知 る  

i i i .  アフリカでは子 どもが多 く日 本 は高 齢 者 が多 いのはなぜか？  

4 .  大 陸 ごとに分 かれてみよう  

i .  人 口 に関 する簡 単 なクイズ  

i i .  大 陸 ごとに分 かれて座 る  

各 グループ、大 陸 の大 きさのひもに入 ってみる  

i i i .  人 口 密 度 が高 いことによる問 題 点 を考 える  

5 .  世 界 の言 葉 で「こんにちは」  

i .  世 界 で最 も多 く話 されている言 語 を知 るクイズ  

i i .  同 じあいさつの人 を探 そう  

同 じ挨 拶 の人 が見 つかったら 、後 方 に座 る。同 じ挨 拶 がいない少 数 言 語 の人 たちは前

方 に座 る。その後 、人 数 が最 も多 い言 語 から紹 介 し、少 数 言 語 も一 人 ずつ紹 介 してい

く。司 会 から、どこの国 の言 語 なのかを紹 介  

6 .  文 字 が読 めないということ  

i .  全 員 起 立 させ、キーワードを知 る人 だけが座 れる、という状 況 をつくる  

i i .  世 界 の識 字 率 を知 る  

i i i .  非 識 字 役 のメンバーに、簡 単 なロールプレイをしてもらう  

薬 局 で、３つのペットボトルの中 から「薬 」を選 ぶ。薬 のラベルの文 字 が読 めないとき、どう

やって選 ぶか？  
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i v.  文 字 が読 めないことの不 便 さを考 える  

7 .  所 得 が多 いのは誰 ？  

i .  役 割 カードの分 類 ごとに分 かれる。（人 数 は等 分 される）  

i i .  お金 （札 束 に見 立 てた紙 ）を、各 班 ごとに配 布 していく。このときの分 配 から、世 界 の

富 の不 平 等 さを知 る  

i i i .  世 界 の所 得 の不 公 平 さについて考 える。  

③振 り返 り  

◎「世 界 がもし 100 人 の村 だったら」を読 んでみよう  

◎今 回 行 ったシミュレーションの中 から、最 も印 象 に残 ったものは何 か、考 える  

 

  生徒感想  

「今回の GCP 企画を通 して、縮小化 された世界 を体験 しました。その中で、最 も感 じたことは、

世界は広 く、自分 と同 じような生活 をしている人 はほんの一握 りの数にしかすぎないということでした。

今 、生活 している状況が世界から見れば特殊で、同 じ言葉 を話す人 も世界のうち 0．数％でした。

世界がもし 100 人の村だったら、他人の文化や思想厳護をあるがままに理解 して、受け入れなけ

れば争いや対立が生 まれてしまうであろうと思 います。今 、世界 には多 くの格差があって、その差 を

埋めていくにはどうしていくべきなのか？ということを考 えるいいきっかけになりました。」  

 

「今回の GCP 企画を通 して、一部の幸せに多数の犠牲が伴っているんだなと思います。そして、

自分 たちが小数の幸せ側であるから、これらの犠牲は普通にしていたら気付かないんだろうと思 い

ます。だからこそ、自分 たちは小数の幸せ者であること、それよりもっと不幸な人がいて、自分たちは

あたりまえではないことを忘れないようにしていきたいです。」  

 

「印象 に残 っていることは、アジアの枠のスズランテープの中に入 ったらぱんぱんだったことです。で

も、意外 だと思 ったのはアフリカや北アメリカが人口が多いと思 っていたけど、以外 と少なくテープの

余裕がけっこうあったことです。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 17 - 

 

  パワーポイント（例 ）  

 

 

 

  使用したワークシート  
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E)  いのちの食べ方を問う（1 年生） 

  日 時  1/21（土 ）  90 分  

  目 的  

「いのちを食 べること」に関 わる課 題 を考 えるため、今 回 は牛 肉 をテーマにして学 んだ。食 肉

センターで働 く人 の人 権 の問 題 、肉 牛 の食 べる穀 物 が人 の食 料 何 人 分 にも なってしまうこと、

肉 牛 を運 搬 する時 に出 る二 酸 化 炭 素 や、飼 育 時 に発 生 する二 酸 化 炭 素 が環 境 問 題 につな

がることなど、私 たちが牛 肉 を食 べることで起 きる地 球 規 模 課 題 を学 ぶ。  

  事 前 準 備  

（必 要 であれば）グループメンバーを考 える  

パワーポイントの確 認  

牛 肉 パズルセットの作 成 （班 の分 、切 っておく）  

以 前 、牛 肉 を食 べることに関 わる課 題 について調 べておく  

  当 日 の流 れ 

１ .お肉 はどこからやってくる   （25 分 ）  

★好 きな牛 肉 料 理 をあげてみよう！      

★牛 肉 の生 産 過 程 を考 えよう。       

★650kg の牛 から、どれだけの精 肉 がとれるでしょう？    

★私 たちが食 べている、牛 肉 （精 肉 ）の部 位 を確 認 しよう！   

★精 肉 以 外 の部 分 はどう使 われる？      

２ .ここにも牛 がいる    （15 分 ）  

★次 のものに共 通 するものは何 だろう？      

★次 の絵 の中 で、牛 が使 われている製 品 はどれでしょう？    

★牛 を無 駄 にしない気 持 ちを知 ろう      

３ .食 肉 センターで働 くということ   （15 分 ）  

★次 のことをグループの人 と話 し合 おう。     

★実 際 に現 場 で働 く人 たちの思 いを知 ろう。     

（休 憩  10 分 ）  

４ .牛 肉 が地 球 を食 べる    （35 分 ）  

★牛 肉 クイズ         

★選 んだ牛 肉 料 理 と世 界 の繋 がりを考 えよう。     

★牛 肉 から見 える地 球 規 模 課 題 ＋まとめ      

 

  生徒感想  

「自分 たちが日々食べている牛肉 を通 して、それに関わる人々の声や世界規模の問題を知 り、

学ぶことができた。特 に印象に残 ったことは、食肉センターで働 く人 の話 だった。『牛 を簡単に殺す

なら人 も殺 しかねない』と周 りの人に言われたことがあると働 く人が言 っていて、世の中のために仕事

をしているためにも関 わらずそのように言 われるのはとても不 条 理 で悲 しいことだと思 った。今 回 の

GCP 企画を終えて、自分が今食べているもの、着 ているもの住んでいるところはみな陰で力 を尽 くし

てくれている人がいるということをしっかり自分の心に留めておこうと思 った。そして、これから『いただきま

す、ごちそうさま』を忘れずに言 っていきたい。」  
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「今回学習 した GCP 企画の内容は驚かされた内容がたくさんありました。前半では、牛のことに

ついて学びました。牛 を、どこまでも無駄にしないように使 う精神は何事にも通 じることがあると思いま

した。また、牛 の映像や決 して『殺 す』という言葉 を食肉業の人たちが使わないことを知 り、とても感

慨深いです。自分 も、誰 かが消費者のために働いてくれているからこそ食べ物 を食べて生活が出

来 るのだと感謝 していきたいと思いました。後半 の、実際に食べ物 を使 って、キーワードを出 していく

作業では牛の現状について知 ることが出来ました。値段によって、牛の育てられる環境やエサ等に

おいてほぼほぼ異なりました。印象に残 ったのは、安い牛肉が大量生産のために牧場の草が大量

に必要だったり、固形飼料 を与 えられたりしているということです。それらは、環境や人体などに悪影

響を与えていると思われます。今日 をきっかけに、世界の現状に興味を持てました。」  

 

「今回の GCP 企画では、私たちの生活に身近な『牛肉 』をテーマに世界 とのつながりを考 える

ことが出来 ました。まず私は、普段お肉がどのようにして店 まで来 るのかを考 える機会がほとんどなく、

食肉センターの存在 も知 りませんでした。しかし、今回の企画 を受けて、食 と命 について考 えたり新

しい事実 も知 ることができ、充 実 した時間 を過 ごすことができたと思 います。食べることは、その生 き

物 だけでなく世界の様々な問題 とも関わっていることがわかったので、これからも感謝の気持ちを忘

れずに食事 をしていきたいと思います。」  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

- 20 - 

 

  使用したパワーポイント（一部 ）  

 

 

 

  使用したワークシート  
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F)  模擬教育援助会議（1 年生） 

  日 時  ２／１８（土 ） 

  参 加 者  高 校 １年 生  

  目 的  

① 現 代 の 国 際 社 会 に お け る 教 育 機 会 の 格 差 、 理 想 的 な 教 育 援 助 の あ り 方 に つ

いて学ぶ  

② 援 助 国 と 被 援 助 国 感 で 話 し 合 わ れ る 援 助 内 容 と 、 援 助 さ れ る 側 の ニ ー ズ と の

違いやギャップに気 づく  

③来年度以降実施す る「 模擬国連」にむ けた練習の機会とす る  

  事 前 準 備  

当 日 の教 育 援 助 会 議 に出 席 する役 の生 徒 は、事 前 に配 られた役 割 カードをもとに 、担 当

国 の教 育 現 状 を把 握 しておく。C 国 市 民 役 の生 徒 は、事 前 に配 布 された C 国 市 民 全 員 の

意 見 が書 かれたプリントを参 考 に、C 国 市 民 としてのニーズはどこにあるのか を考 えて役 の練

習 をしてくる。 

  概 要  

今 回 行 った模 擬 教 育 援 助 会 議 は、①導 入 ②会 議 ③質 疑 応 答 ④被 援 助 国 の主 張 ⑤班 で

の振 り返 り⑥全 体 のまとめ 、以 上 の６段 階 で構 成 されています 。最 初 の 導 入 部 分 では、世 界

を取 り巻 く教 育 の現 状 について簡 単 なクイズ 形 式 で学 習 をし 、先 進 国 と発 展 途 上 国 には 圧

倒 的 な教 育 各 差 があることを生 徒 全 員 で確 認 しました。 

会 議 開 始 前 に進 行 役 のＧＣＰリーダーズの指 示 もと、事 前

に指 定 された、会 議 参 加 者 の役 (6 名 )、被 援 助 国 の市 民 役

(8 名 )、オブザーバー（そのほかの会 議 を見 守 る生 徒 ）にそれ

ぞれ 分 かれ て着 席 しました 。会 議 は教 育 援 助 をするＡ 国 ・Ｂ

国 の政 府 役 と市 民 役 、援 助 される側 のＣ国 政 府 役 とその小

学 校 長 役 、NGO 職 員 役 の計 6 名 で行 われます。事 前 に用

意 さ れ た 台 本 に 沿 っ て ロ ー ル プ レ イ 形 式 で 会 議 を 行 い 、 質

疑 応 答 を行 った後 、援 助 をするＡ国 ・Ｂ国 側 の「したい援 助 」

と 援 助 を さ れ る 側 Ｃ 国 の 「 し て ほ し い 援 助 」 は 必 ず し も 一 致 し

ていないことを全 員 で学 びました。 

次 に、被 援 助 国 であるＣ国 市 民 役 の 8 名 の生 徒 が、役 割

カ ー ド に 沿 っ て そ れ ぞ れ の 主 張 を 展 開 し 、 教 育 各 差 に 悩 む

声 を発 信 しました。生 徒 は、Ｃ国 の現 地 のニーズが援 助 会 議

に直 接 反 映 されることは難 しいことを学 びました。 

続 いて各 班 に 分 かれ、ワークシートに沿 って振 り返 りをおこ

ないました。なお、各 班 にＣ国 市 民 役 の生 徒 が一 人 ずつ入 る

ように班 を設 定 することで、援 助 を必 要 としている当 事 者 の 声 と客 観 的 に会 議 を見 ていたオブ

ザーバーの間 での幅 広 い意 見 交 換 が可 能 になりました。この後 、各 班 の振 り返 りをクラス全 体

で共 有 しました。最 後 にパワーポイントを使 用 して、まとめを行 いました。 

 

  生徒感想  

「少 しの援助で世界中の子どもたちが教育 を受けられる機会 は整 うことを知 りました。ただ、寄付
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したお金全 てが援助に使用 されるかが心配です。人間が引 き起 こした課題 は他にも多 くあります。

課題 に対 して嘆 いているだけではなにもかわらないと思 います。まずは自分から少 しずつ変わってい

き、その波動 を周囲に伝えていきたいと思いました。」  

 

「こんなにも支援する側 と支援 を受ける側のニーズがあっていないということに驚 きました。また、世

界の軍事費の３日分で、世界中の子どもが１年間学校に通えることを知 り、とても悲 しくなりました。

もっと必要なことにお金 を使 ってほしいです。」  

 

「私 は歩 くのが生まれつき苦手な８歳の男子の役で会議に参加 しました。その中の台詞で『僕は

頭がいいからクラスで１番になれる。でも、僕は学校に行 くことができないんだ』というものがありました。

学校に行けていない子 どもたちの中にもノーベル賞 を取 る人 や宇宙

飛行士になれる子などがたくさんいるのだと気づきました。」  

 

「『問 題 はなぜ起 こるのか』『その問題 に対 してどうしていけばいい

か』という深 い話 し合 いもできたので良 かったです。私 たちは日本 と

いう国 にいて、教育 を受 けることが当 たり前 になっているところがある

と思 います。しかし、世界の教育の現状 を学び、学校生活 を楽 しく

送れているということは、本当に幸せなことなのだと実感 しました。」  

 

  パワーポイント（例 ）  
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  ワークシート（例 ）  

 

 

G)  環境問題のつながりを知る（１・３年生 ） 

  実 施 対 象   高 校 1 年 (49 期 )  高 校 3 年 (47 期 全 員 ) 

  実 施 日   2016 年 5 月 7 日  (100 分 授 業 ) 前 半  

2016 年 6 月 22 日  (90 分授業 ） 後半  

  5 月 7 日  報 告  

「 環 境 問 題 」 を テ ー マ に 設 定 し 、 ア メ リ カ 、 中 国 、 ツ バ ル の 三 点

を、同 時 に捉 えた VTR を視 聴 。環 境 問 題 が複 雑 に関 係 し合 って

いることを学 びました。また、環 境 問 題 に関 する７枚 の写 真 を使 い、

ジグソー法 を用 いてエキスパート班 でのリサーチを進 めました。  

 

  生徒感想  

「発 展 のために環境 を顧 みない国 、深刻化 する環境問題 をビジネ

スのチャンスにする国 、そして、理 由 も分 からず住 む場 所 を奪 われる

人々、「地球は一つである」ということを強 く実感 しました。」  

 

「環境問題についての映像 を見 て、誰 も間違 ったことを言 っていない

し、間違 った行動 をしていないにも関 わらず、そこには明確 な不平等が

あるように感 じた。―  今回の GCP では、世界規模の問題に、自分が

どうやって関わっていけるのか考えるきっかけになった。」  

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10

GCP企画　記入用紙

テーマ名 地球温暖化

内容に関する説明メモ

キーワード

（例） 南極から溶け出した氷により漂流するペンギンの群れ
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  6 月 22 日  報 告  

引 き続 き「環 境 問 題 」をテーマに、リンクマップの作 成 に取 り組 みました。エキスパート班 での

リサーチの中 から、キーワードを 10 個 ずつ抽 出 した後 、種 類 の異 なる 7 枚 の写 真 をもつジグソ

ー班 に分 かれて、リンクマップを作 成 しました。リンクマップにはグループごとにタイトルを付 け ま

した。「産 業 革 命 がもたらしたもの」や「Cancer  o f  the  ear th （地 球 の癌 ）」など様 々なタイトル

でその本 質 に迫 ることができました。  

 

  生徒感想  

「関 係 が無いと思 っていた様々な環境問題が、思 っていたよりも密接 に繋がり合 っていることに

驚 きました。また、人類 の経済発展が原因 となり、多様 な環境問題になっていることを実感 しまし

た。」  

 

「環境問題 を考える中で、全 てが繋がっていることに気がつきました。1 つ 1 つが微妙に絡み合

っていて、私たちも一人一人から行動 をしていくことが大事だと思いました。」  
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  教員用指導案  

教　　　科 GCP 担当教員

2016年5月7日 (100分授業)

2016年6月22日 (90分授業）

単　元　名 環　　境 本時（５月7日）の目標

項　　　　目 項目 授業の進行内容（発問も） 時間（分） 留意点・準備・その他

導　　　　入 視聴する「煙と金と沈む島」の紹介 GCPの一年間の流れ・取り組みについて（放送） 5

各クラスのGCPリーダーが運営する 見るＤＶＤの簡単な内容を把握する

（事前に渡してある簡単な要約を読む）

話し合うグループ（３～４人　男女混合）を作る 内容を確認するための班を形成する ＶＴＲメモを各個人に配布

ＤＶＤがよく見られるように座席を調整する （ＧＣＰリーダース）

展　　　開 VTR「第一部」　約１４分を視聴させる 「世界は連鎖している」を実感する 14 VTRの第一部を見る

（VTRは、職員室から１・３学年に同時配信） 舞台　ツバル・重慶（中国）・ニューヨーク

（１限目） ９：００～９：１４ 人物　シンガノさん

　　　　周躍進さん

　　　　ジャック・コーゲン社長

原因・話題　　ツバル　日々の生活

　　　　　　　重慶　　石炭利用の現状

　　　　　　　ニューヨーク　排出権取引について

９：１４～９：２０ ＤＶＤ内容の確認 6
班の中で記入された内容を確
認し、内容を理解する

（GCPリーダーズが、どのように内容把握すれば良い
か解説する）

ラインマーカー等を用いて、特に印象深かった発言等
に線を引く

班の中で、ラインを引いた箇
所を比較させる。

VTR「第二部」　約20分を視聴させる 「世界は連鎖している」を実感する 20 VTRの第二部を見る

（VTRは、職員室から１・３学年に同時配信） 　ＩＣＰＰの報告

９：２０～９：４０ 2005年　地球温暖化防止国際会議

　ツバル　外相の発言

　アメリカ　担当官の発言

２月２３日の各地域の状況

２月２４日の各地域の状況

９：４０～９：４５ ＤＶＤ内容の確認 5
班の中で記入された内容を確
認し、内容を理解する

（GCPリーダーズが、どのように内容把握すれば良い
か解説する）

ラインマーカー等を用いて、特に印象深かった発言等
に線を引く

班の中で、ラインを引いた箇
所を比較させる。

VTR「第三部」　約１５分を視聴させる ２月２６日の各地域の状況 15 VTRの第三部を見る

（2限目） （VTRは、職員室から１・３学年に同時配信） ２月２７日の各地域の状況

９：５５～１０：１０ ２月２８日の各地域の状況

排出権で得た利益の使い道について

地球を包む大気　その大気を巡って

見えない利害が渦巻いている

１０：１０～１０：２５ ＤＶＤ内容の確認 5
班の中で記入された内容を確
認し、内容を理解する

（GCPリーダーズが、どのように内容把握すれば良い
か解説する）

ラインマーカー等を用いて、特に印象深かった発言等
に線を引く

班の中で、ラインを引いた箇
所を比較させる。

１０：２５～１０：３０（3分程度）

担任の意見発表

１０：３０～ ７枚のキーワードとなる写真を提示する 10

（ＧＣＰリーダーが班分けを指揮する） 7枚の写真に、６名または7名の担当者を決める

１０：３５～ 選んだ写真ごとに場所を決め、（７グループ）

（ＧＣＰリーダーが班分けを指揮する） 写真毎に集まる

ま　と　め まとめ・総括 次回までに、調べてくる用紙を配布する 5

（写真とタイトルが入れられたA4版の用紙）

（ＧＣＰリーダーが用紙の使い方を指揮する） 用紙の書き方について解説する

課　題

講　評

・GＣＰリーダーは説明会の時に先に第一回の内容を担任と共に事前に理解しておく。
・グループ分けは前日までに決めておければベストであるが、写真を見てから分かれても良い。
・運営は、ＧＣＰリーダーにまかせ、担任はGCPリーダーのサポートとDVDを見た後の感想を担当する。
・時間をしっかりと守る。ＤＶＤは、1年の教室と3年の教室に中央制御で配信する。
・実際の作業を伴ったメインは、6月22日のＬＨＲ～４：００に行うリンクマップ作成である。

９：００からDVD開始のた
め、素早く行う。

GCP企画（1，3年）
各担任

NHKSpecial　同時三点ドキュメント「煙と金と沈む
島を見て、「世界は連鎖している」を実感する。

実施年月日

ＫＪ法を利用して、環境問題に関するリン
クマップを作成し、いかに繋がっているか
を実感する

次時（6月22日)の目標

生徒在籍数 各クラス在籍数

環境問題の問題間のつながりについて本時の題目

「10年前の映像なのでそれぞれの場所が現在どのような状態になっているのか。」「SGI提
言等で、創立者はどのように環境問題に関して言及hしているか」等の内容を、先生方が独
自に映像を見ての感想を生徒に提供する。

９：４５～９：５５

環境問題の写真を中心とした
キーワード探求用紙を配布

トイレ休憩
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教　　　科 GCP 担当教員

実施年月日 2016年6月22日 (８０分授業) 生徒在籍数 各クラス在籍数

単　元　名 環　　境 本時（6月22日)の目標

項　　　　目 項目 授業の進行内容（発問も） 時間（分）留意点・準備・その他

導　　　　入 移動・準備（１４：４５～１４：５０）
席をくっつけたり、道具の準備をしっかりさせ
る。

5

班分けについて 調べた内容毎に７グループにする

展　　　開 事前学習内容の共有 グループ内で、与えられた写真を説明する際に 15

（１４：５０～１５：０５） 使用するキーワードを１０～１２相談の上選ぶ

話し合いの上、決定したキーワードを付箋に各自
が記入する。

机を移動して７グループ作る
７つのグループにそれぞれ別々の写真担当が入る
ようにする。

5

（１５：０５～１５：１０）

物品の配布はＧＣＰリーダーが行う 各自１０～12枚の付箋を持っているので

合計、１００枚前後キーワードを持つことになる

グループ内で、担当した写真のプレゼングループ内で担当した写真の解説を２分以内 20

（１５：１０～１５：３０）
で行い、７枚（６枚）の写真に関して内容を共有
する。

（２０分以内）

リンクマップ作成
７枚（６枚）の写真の位置を大まかにＡ２用紙上
に置く。

10

（１５：３０～１５：５５）

写真の周りに、記入したキーワードの付箋を貼る。

同じ言葉が出てきたら、重ねて一枚にする。

全体を見回してみて、繋がりが見えるように配置
を修正する。

各用語・写真間の関係を様々な矢印や囲い込み
する。

囲い込んだ理由を、見出しとして用紙内に記入
する。

ま　と　め まとめ・総括 5

（１５：５５～１６：００）

付箋へ感想記入 作成したマップを、ipadのカメラで撮影する。

課　題

講　評

NHKSpecial　同時三点ドキュメント
「煙と金と沈む島を見て、「世界は連鎖
している」を実感する。

ＫＪ法を利用して、環境問題に関するリンクマッ
プを作成し、いかに繋がっているかを実感する

２分ごとに「始めて下さい」と
「時間です」を担任がコールす
る。

担任は、リンクマップの作成状況
を、ipad等で撮影しながら、出来
具合を映しだし意識を高めさせ
る。

付箋に書かれた感想をいくつか、
書いた当人に読み上げさせる。

リンクマップを見ての感想を少し大きめの付箋に
記入し、リンクマップの周囲に貼る

・GCPリーダーは説明会の時に事前にリンクマップを作成を経験し、担任と共に理解しておく。
・机の配置等は、GCPリーダーを中心に前日までに決めておく。
・GCPリーダーは配布する写真・付箋・のり・A2用紙を前日までには確認し、当日は配布担当となる。
・担任は当日、ipadを持参し、カメラ機能を使って作成状況を進度をある程度統一するために、映し出す。
・各班の作品は、ipadで撮影し、良く出来た者は、掲示する。

グループで集まった各自が、それ
ぞれ同じ１０～１２枚のキーワー
ドを記入した付箋を持つことにな
る

各班に、切り分けた7枚の写真・
のり・Ａ２程度の用紙（台紙）・
感想用の少し大きめの付箋を配布

GCP企画（1，3年）
各担任

苑時（５月7日）の目標

本時の題目 環境問題の問題間のつながりについて



 

- 27 - 

 

H)  レイテ島決戦から戦争とは何かを知る（２年生） 

  概 要  

高 校 2 年 生 の 1 学 期 は、「戦 争 」をテーマとし、特 に第 二 次 世 界 大 戦 を中 心 にその実 像

を見 つめていきました。5 月 7 日 に行 われた第 1 回 目 は、フィリピン・レイテ島 の決 戦 の戦 争

証 言 の映 像 を通 して、 戦 争 とは何 かについて学 び合 いました。映 像 で は、レイテ島 決 戦 を 戦

った兵 士 のたちの証 言 映 像 を特 別 に編 集 し、その際 に、日 本 兵 、アメリカ兵 、そして、現 地 の

フィリピン人 など、戦 争 に関 与 した全 ての当 事 者 の証 言 を順 番 に視 聴 することで、偏 った見 方

をせず、戦 争 について客 観 的 に考 えることを目 的 としました。  

レ イ テ 島 は 第 二 次 世 界 大 戦 中 、 日 本 軍 とア メ リ カ 軍 が 最 も 激 し い地 上 戦 を 繰 り 広 げた 舞

台 の一 つです。その地 上 戦 の経 験 者 の証 言 は、授 業 で学 んだ机 上 のものとは異 なり、生 々し

いものでした。そして、戦 争 の勝 敗 に関 係 なく、戦 争 に関 わった全 ての 人 が悲 惨 な思 いをし、

深 く傷 ついていることを知 ることができました。  

最 後 に、映 像 を通 して学 び合 ったことを、 “戦 争 とは ”とのテーマでマインドマップを作 成 しま

した。「あなたが一 番 『かわいそうだ』『ひどい』と感 じたのはどの国 の人 か」との質 問 を投 げかけ

ることで、より深 く考 えることができたのではないかと思 います。  

 

  生徒感想  

「レイテ島 のことも知 らなかったし、戦争 というものに漠然 としたイメージしかなかったけど、ＶＴＲで実

際に体験 した人の話 を聞 くと改めて残酷なものだったんだと思いました。今 まで私は、日本は負けた

からアメリカの方がひどいと思 っていました。しかし、どの国の人 も一人ひとり辛 い思いがあって、同 じ

ような苦 しみを味わい、沢山の人が亡 くなったんだと知 りました。」  

 

「今 まで自分が感 じたことのないものを感 じた。表面 では見 えないものが見 えた。班 の中 で『なぜ

人 を殺 してはいけないのか』との問いが出たときに『人間の心 を失 ってしまうから』との回答 も出たが、

うまく答 えられなかった。」  

 

「優勢 であった国の人でさえも『良い思い出はない』と言 っていたことに驚 きました。本当に誰 も幸

せにならないのにどうしていまだ紛争や内戦がなくならないのか、どうすれば平和はつくれるのかを考

えていきたいと思いました。」  

 

「戦争の経緯 を歴史で学んで説明することができても実際の痛みを知 らなかったら何 も知 らない

のと同 じだと痛感 しました。今 まで概念 として捉 えていた『戦争 』を他 の国の視点で見 られたことで、

自分の考えが深められたと思います。」  
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  ワークシート (例 )  
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I )  核兵器廃絶に向けて（２年生） 

  概 要  

6 月 22 日 に行 われた第 2 回 目 は、「核 兵 器 」をテーマに行 いました。折 しも、前 月 の 5 月

27 日 には、オバマ大 統 領 が広 島 を訪 問 し、日 本 にとっても世 界 にとっても歴 史 的 な日 となり

ました。広 島 訪 問 が新 聞 やテレビでも大 きく報 道 され、生 徒 にとっても核 兵 器 への関 心 が高 ま

っており、この 話 題 を軸 に、ジグソー法 を用 い、日 本 とアメリカそれぞれの視 点 を示 すＡ～ Ｄの

カードを分 析 しながら、核 兵 器 に対 する両 国 の意 見 や立 場 を、総 合 的 に整 理 し ました。  

カードは、 日 本 とア メリ カの両 者 の立 場 が対 比 できるように 構 成 し、 例 えば、オバマ大 統 領

の広 島 演 説 に対 して安 倍 総 理 の演 説 や、原 爆 投 下 を指 示 したトルーマン大 統 領 の孫 のイン

タビューに対 して、広 島 で長 らくボランティアガイドをしている人 のインタビュー、あるいは、 日 米

それぞれの核 兵 器 に対 するアンケート結 果 などを用 意 し、 今 までは日 本 人 からの 視 点 で捉 え

てきた核 兵 器 に対 して、敢 えて両 国 の立 場 に分 かれて考 えることで、偏 ることなく 客 観 的 に考

えられる ように しました 。 日 本 とアメリカの 核 兵 器 へのスタンスを 、付 箋 を使 って 整 理 し なが ら、

共 通 点 と相 違 点 を導 き出 し、核 兵 器 廃 絶 への可 能 性 を探 りました。  

 

  生徒感想  

「核兵器 をなくすのは難 しいが、それをなくす努力 を全人類がしなければならないと改めて感 じた。

日本の若者が核兵器 の存在 を認 めている人 が多いのに対 して、アメリカの若者 は存在 を悪 いと

感 じている人が多 くなってきているという事実があることにはすごく驚いた。」  

 

「アメリカ側の主張は、核の保有は仕方がないというものだと思 っていたので、各想像 と少 し違 っ

ていて勉強になった。日本は被爆国であるが、日本が他国に対 して行 った悲惨なこともあり、日本

のしたことや日本についてもっと知 ること、学 ぶことが必要だと感 じた。」  

 

「戦争が残 した爪痕は決 して消すことができない。でも戦後 ７１年が経過 した今 、両国の距離は

縮 まってきているのかなと思います。今回皆で核兵器について考 えられたことはすごく良 い時間にな

りました。オバマ大統領が広島 を訪問 してくれたことは自分 としてとても嬉 しかったし、少 しずつでも進

歩 しているんだなと思いました。本当にこれからは、アメリカと日本 という、核 を落 とした国 ・落 とされた

国が力 を合わせていかなければならないと思います。」  
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  ワークシート (例 )  
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J)  ルワンダ内戦から現代紛争を考える（２年生） 

  概 要  

10 月 29 日 に行 われた第 3 回 目 は「現 代 の紛 争 」がテーマでした。  

1994 年 にアフリカのルワンダで起 きたジェノサイド―大 量 虐 殺 について学 びました。  

事 前 学 習 では、NHK 海 外 ドキュメント『ルワンダ（１）』を視 聴 しました。さらに、ルワンダ内 戦

と大 量 虐 殺 を 深 く 学 ぶ ために 、 増 田 弘 著 の 『 なぜ 世 界 で 紛 争 が無 く な らないの か』 、 虐 殺 被

害 者 と加 害 者 の証 言 を、ジャン・ハッツフェルド著 の『隣 人 が殺 人 者 に変 わる時  ルワンダ・ジ

ェノサイド生 存 者 たちの証 言 』『隣 人 が殺 人 者 に変 わる時  加 害 者 編  ルワンダ・ジェノサイド

生 存 者 たちの証 言 』、国 際 社 会 の対 応 では、伊 勢 﨑賢 治 著 の『NHK 未 来 への提 言  ロメオ・

ダレール  戦 禍 なき時 代 を築 く』から抜 粋 したものを学 習 冊 子 として用 意 し事 前 配 布 。当 日 ま

でに読 了 してくることを課 題 にしました。  

当 日 は、映 像 「 NHK 海 外 ドキュメント『ルワンダ（ 2）』」を視 聴 し、ルワンダ内 戦 がおきた原

因 について、学 習 資 料 をもとに「フィッシュボーン」と呼 ばれる チャートにまとめていきました。そ

して、原 因 を整 理 しながら、「二 度 とジェノサイドを起 こさないために、必 要 なことは何 か」を考 え

ました。  

 

  生徒感想  

「何 十万 、何百万人 という単位 で人が殺 されているということを聞 くと、自分からは遠い世界 の

話であるように思 ってしまうけれど、その背景や理由 を学んでみるとそんなことはなくて、いつでもどこで

も起 こり得 ることなのだ、自分にそれがふりかかってきてもおかしくないのだ、と思いました。国際社会に

救いを求めている国家や、国際社会の援助が必要な国家は必ずあると思 うので、『自分の利益

にならないから』などという理由で目 をそらすのではいけないなと思いました。」  

 

「おそらくこのような機会がなければルワンダについて何の知識 もないまま社会 に出 ることになってい

て、世界平和についても深 く考 えられない人間 になると思 う。みんなが学び、どうすれば解決できる

のかを自分 なりにまとめることで少 しずつ平和に近づくのではないか。僕 も僕 なりに結論 を出 した。こ

れを忘れず、平和への歩みを止めないで進んでいきたい。」  

 

「ジェノサイドは本当に恐 ろしいことだな、と純粋に思いました。ですが、それ以上に恐 ろしいのは、

それを引 き起 こしてしまった人間の心なんだということを知 りました。『人間 というものは一瞬にして言い

尽 くせないほど残忍になり得 る動物 』とはジャネッテさん（生存者 ）の言葉 ですが、僕がもしフツ族 と

して生 まれて、彼 らと同 じ立場だったとしたら自分 はどうしていただろうか、人 を殺 していたのだろうか。

考 えただけでゾッとします。僕のような平和な国に生まれた人間には彼 らの気持ちはわかりません。で

すが、それを知 ろうとすること、また理解 しようとすることが大事なのだと思います。」  
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  ワークシート (例 )  
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K)  異文化理解（２年生） 

  概 要  

11 月 26 日 に行 われた第 4 回 目 は、「国 際 理 解 ～世 界 の中 の自 分 ～」をテーマに、外 国

の文 化 や考 え方 を知 り、日 本 とは違 う文 化 を受 け入 れ、共 生 していくための方 途 を学 ぶ ことを

目 標 に行 いました。  

1 限 目 は、フランス、ドイツ、韓 国 、ロシア、マレーシアの 5 カ国 の外 国 語 講 師 から、 (1 )出 身

国 の紹 介 と、日 本 との「文 化 」や「考 え方 」の違 いについて、 (2 )出 身 国 では、どのような「歴 史 」

の授 業 を受 けていたか、 (3 )出 身 国 では、どのように「隣 の国 の人 」と交 流 していたの 3 点 を講

義 していただきました。  

2 限 目 は、「ドルジュバードプロジェクト」を行 いました。これは、ドルジュバード王 国 という仮 想

の国 と日 本 人 がテレビ取 材 のための交 渉 を行 うというロールプレイングゲームです。各 グループ

で日 本 人  2  名 、 ドル ジュバード 王 国 住 人  2  名 にわかれ 、それぞれ が自 国 のルールに 従 っ

て交 渉 を行 います。例 えば、ドルジュバード王 国 の住 人 は、「Yes」の意 思 表 示 を「大 地 が笑 う

でしょう」という言 葉 で表 現 します。生 徒 は、お互 いの国 のルールを知 らない状 態 で交 渉 を行 う

ことで、実 際 に、言 葉 遣 い・宗 教 ・生 活 文 化 の全 く違 う人 同 士 が交 渉 を進 める上 で、乗 り越 え

なければいけない異 文 化 の壁 を体 験 することができました。その中 で、いかに違 う文 化 を理 解

して受 け入 れ、共 生 していくことが難 しいことかを感 じることができました。  

 

  生徒感想  

「自分 たちと違 う文化の人たちと理解 し合 うということはとても難 しいことだと改 めて感 じました。異

文化の人 たちと理解 し合 うためには相手の話 をしっかり聞 くことが大切 だと思 います。今後 、異文

化の人 たちと出会 うことは増 えると思 うので、日々の生活で相手のことを理解 しようとする気持 ちを

心がけていきたいです。」  

 

「外 国語講師の先生 の話が新鮮でおもしろかった。日本の文化 を知 らないと、他国 との親睦

は深 められないと感 じた。特 に韓国 の大学受験 に向 けた意識 が日本 と全然 違 って印象 的 だっ

た。」  

 

「外 国語講師の方々のお話 を聞 いて、外国のことをたくさん知 れたし、色々な国に行 ってみたい

と思 いました。日本 と外国 では全然文化が違 うこともよくわかり、日本 では当 たり前 のことも世界 で

は違 うことがあるということをしっかりと頭に入れ、理解 した上で外国の方 と接 しなければいけないと思

いました。また、交渉ゲームをやってみて、 “当たり前 ”の違いや言葉 、宗教観 、価値観の違いを強

く感 じ、楽 しみながらも異文化の理解の大切 さがよくわかりました。様々な設定で交渉を行 うのが楽

しかったです。またやりたいと思いました。」  
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  ワークシート (例 )  
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L)  人権すごろく（２年生） 

  概 要  

1 月 21 日 に行 われた第 5 回 目 は、「人 権 」をテーマに、人 権 というものが、人 類 の長 い歴

史 の中 で民 衆 が勝 ち 取 ってきたものであるこ とを理 解 する と 共 に 、 身 近 な 生 活 の中 か ら 人 権

尊 重 の必 要 性 、重 要 性 を感 じることを目 標 として行 いました。  

導 入 と して 、 オリ ジナル教 材 である “人 権 スゴロ ク” を 使 っ て 、 楽 しみな が ら身 近 な自 由 が 、

「人 権 」として保 障 されているものであることを知 りました。最 初 に、自 身 の出 身 国 や性 別 といっ

た人 物 像 が設 定 され、設 定 によって異 なる結 果 がでるようにし、理 不 尽 な人 権 侵 害 を体 感 で

きるようにしました。各 マスには、「突 然 逮 捕 される。2 マス戻 る」や「 テロ首 謀 の容 疑 で拷 問 を

受 ける。1 回 休 み」など、人 権 に関 わる内 容 が書 いてあり、それを読 み上 げながら進 めることで、

理 解 を深 めていけるようにしました。  

続 いて、人 権 団 体 ：ユース・フォー・ヒューマンライツが 作 成 した 映 像 『人 権 の歴 史 』を視 聴

しました。短 時 間 で分 かりやすく人 権 の歴 史 がまとめてあり、生 徒 の理 解 が進 みました 。次 にグ

ループごとに 、世 界 で実 際 に起 きている人 権 問 題 に関 するニュースを 配 布 し、それが世 界 人

権 宣 言 のどの項 目 に 抵 触 するかを検 討 しながら学 びを深 めました。各 グループには全 て異 な

るニュースが配 られ、最 後 に自 分 たちが担 当 したニュースの簡 単 な発 表 を行 い、他 グループの

学 習 成 果 についても共 有 できるようにしました。  

この企 画 を通 し て、平 和 な日 常 で暮 らしてい ると意 識 できていなか った「人 権 」というものを

少 し身 近 に感 じることができました。  

 

  生徒感想  

「様々な企画 を通 して、世界人権宣言が発表 されても未 だ拷問や人権侵害などの行為が世

界のいたるところに存在 し続 けているのだと知 った。形 として声明が出 されてはいるが、それを実行で

きるのは法 でも策 でもなくて、民衆の行動 だと思 った。又 、長 い歴史 を経 て今の世界人権宣言が

あることを知 った。人類が今まで格闘 して出 した答 えが今の世界を作 っているんだと気づいた。」  

 

「今 の日本 では考 えられないことが世界のどこかでは起 こっていると考 えると、なぜそうなってしまう

のか、なぜ人にそんなことができるのか、僕には到底わかりませんでした。でも、全 ての人が持つ人権

を守 っていく義務が、全 ての人にあるのだと思います。」  

 

「人権 についてボンヤリとしか知 らなかったが、文章で設けられていることを知 り、読 んでみて納得

した。中には同 じようなことが書かれているものもあったが、人権 を守 るためには内容が重なってもいい

から隙があってはいけないのだと思 った。世界中で人権宣言にサインしているにもかかわらず、未 だ

にそれが守 られていない地域があることに驚 き、残念だった。」  
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  ワークシート (例 )  

 

 

資料 ：アムネスティーニュースレターより 
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M)  ディベート（２年生 ） 

  概 要  

2 月 15 日 ・18 日 に行 われた第 6 回 目 は、再 び「人 権 」をテーマに行 いました。ディベート

を通 して身 近 な人 権 について考 える と共 に、映 像 を通 して、創 立 者 池 田 大 作 先 生 の人 権 闘

争 を学 ぶ中 で、自 身 の生 活 の中 で他 者 の人 権 を尊 重 するための方 途 を探 ることを 目 標 としま

した。  

ディベートは 4 人 1 グループを作 り、肯 定 と否 定 側 に 2 人 ずつ分 かれて全 員 で行 いました。

論 題 は、「メディアは、積 極 的 に少 年 犯 罪 の加 害 者 の実 名 報 道 をすべきである。是 か非 か」で

す。15 日 には担 当 教 員 よりディベートのレクチャーを受 け、その後 、 ブレーンストーミングを行

い、論 題 導 入 によるメリットとデメリットを考 え、グループごとに肯 定 側 ・否 定 側 に分 かれ立 論 ・

反 駁 作 成 を行 いました。生 徒 にとって 、ディベートは難 しい手 法 ではありましたが、丁 寧 にマニ

ュアルを作 成 し、抵 抗 感 なく行 えるように配 慮 しました。さらに、今 回 の  GCP 企 画 におけるデ

ィベートのルールを決 め、判 定 は出 さないものとしました。 その結 果 、生 徒 は、論 題 のメリットや

デメリットを考 えることに集 中 でき、人 権 に関 わる問 題 の難 しさを感 じることができました。  

試 合 後 に、創 立 者 の人 権 闘 争 をまとめた映 像 を視 聴 しました。これは、モンゴメリー・バス・

ボイコット事 件 で有 名 な、アメリカ合 衆 国 の公 民 権 運 動 活 動 家 であるローザ・パークスさんが、

創 価 大 学 の学 生 の姿 を通 して創 立 者 を知 り、対 談 を望 み、実 際 に出 会 いを重 ねた歴 史 が記

されたものです。また、2 人 が同 じ人 権 の闘 士 として即 座 に共 鳴 し合 い、 ローザ・パークスさん

にとって創 立 者 が人 生 に大 きな影 響 を与 えた一 人 として 、『 ta lk ing  p i c ture ( 邦 題 ：写 真 は

語 る )』の中 に 2 人 の写 真 を掲 載 したことなどが紹 介 されています。生 徒 は、この映 像 を通 し、

大 きな社 会 変 革 も「一 人 」の勇 気 ある行 動 から始 まるということを知 ることができました。  

 

  生徒感想  

「プライバシーや知 る権利など、とても難 しかった。ディベートは自分の意見 と逆の立場のことも考

えなければならず、きつかった。被害者は殺 され未来 を失 ったのに、なぜ加害者の未来は保障 され

るのか。被害者がかわいそうだと思 った。」  

 

「質 疑応答では、自分の経験や実例などを述べるとさらに面白いなと思 いました。こんなに熱 く

面白 くなれるとは思 ってもいなかったので驚 きです。自分は肯定側でしたが、否定側の意見 も本当

に納得 というか、そうか！と思 うところがあり、少年犯罪自体について考えを深められた気がします。」  

 

「ディベートを通 して、一 つの物事 を議論するだけでも様々な視点があるのだということに気づかさ

れました。とてもいい経験 をすることができました。機会があったら本物のディベートを観 てみたいです。」  
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  ワークシート (例 )  
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N)  模擬国連（３年生） 

  概  要  

模 擬 国 連 とは、実 際 に国 連 で行 われている国 際 会 議 をモデルにして、一 人 一 人 が世 界 各

国 の大 使 となって会 議 ・交 渉 を行 うものです。今 回 は 、気 候 変 動 枠 組 み条 約 の締 約 国 会 議

「COP21」をテーマに、各 クラスを 15 の国 に分 け模 擬 国 連 を実 施 しました。  

2020 年 以 降 の新 たな枠 組 みの創 設 を目 指 し、論 点 ①「2020 年 以 降 の温 室 効 果 ガスの

新 しい削 減 目 標 」、論 点 ②「先 進 国 と途 上 国 の扱 いをどのように区 別 するのか 」という二 つの

論 点 に沿 って、それぞれの国 の立 場 で交 渉 をし、会 議 の最 後 には、決 議 案 を全 会 一 致 で採

択 することを目 指 しました。  

各 クラスの GCP リーダーが、会 議 の議 事 進 行 、交 渉 の調 整 、決 議 案 の採 択 等 を行 う、議

長 (Chairman) 、秘 書 官 (Secretary )を務 めました 。その他 の生 徒 は参 加 国 (15 カ国 )の 大

使 として、国 ごとに独 自 に用 意 した決 議 案 に基 づき、他 国 との交 渉 を重 ねました。  

大 使 それぞれの １分 間 スピーチの 後 、事 前 に立 案 しておいた自 国 の政 策 をもとに、他 国 と

の 自 由 交 渉 （ ア ン モ デ ） を 繰 り 返 し 、 会 議 の 意 思 決 定 の 下 地 と な る 決 議 案 （ Draft  

Reso lut ion ）を作 成 していきます。 自 国 の国 益 を追 求 しつつも、国 際 社 会 にとっても有 益 か

つ問 題 解 決 に実 効 的 な解 決 策 ・対 策 を盛 り込 んだ決 議 案 を採 択 することができるか、活 発 な

交 渉 が展 開 されます。投 票 はコンセンサス採 択 （全 会 一 致 ）を採 用 し、投 票 の段 階 で 1 カ国

でも 反 対 する 国 があれば 否 決 と な ります 。 否 決 する 国 が で ない よ う 、署 名 を し ない 反 対 国 とも

交 渉 を進 めて、決 議 案 の採 択 を目 指 しました。  

 

  生徒感想  

「ニュースでしか知 らなかった国連 を実際に模擬 としてすることができ、とても面白かったです。また

自分の国の主張や他の国の意見を考慮 して自分の国 との妥協点を見つけていくことの難 しさを知

ることができ、地球環境問題 を取 り巻 く国際社会の複雑 さや利害関係 を、身 をもって学 びました。」  

 

「どうすれば納得 してもらえるか考 えながら交渉するのはとても新鮮で、想像 していたよりも難 しかっ

たです。色んな国の主張を受け入れながらも、自国の主張を貫 き通すことの大変 さや、全 ての国に

メリットがあるような決議案 を出すことの大変 さがよく分かりました。」  

 

「自分の国の要求のトップとボトムを決めて臨んだつもりだったが、それが他国のボトムと大 きく違 い、

驚 くとともに、各国の要求をまとめるのが非常に難 しいと実感 しました。」  
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O)  ファイナルプロジェクト（３年生） 

GCP 企 画 の総 括 として、高 校 3 年 生 が課 題 研 究 「Final  Pro jec t」を実 施 しました。2015

年 に国 連 が採 択 した「持 続 可 能 な開 発 のための 2030 アジェンダ」の中 で示 された 17 のゴー

ル SDGｓから、高 校 ３年 生 全 員 が一 人 一 つのテーマを設 定 し課 題 研 究 を行 いました。研 究 の

成 果 は、最 終 的 にはレポートとしてまとめます。その過 程 で、日 本 語 と英 語 のポスターにまとめ、

二 言 語 でのポスターセッションを行 いました。  

 

企 画 の流 れ  

7 月  「持 続 可 能 な開 発 のための 2030 アジェンダ」の SDGｓから設 定 された大 テーマを提

示 ・選 択  

   ※大 テーマは、現 代 社 会 の教 科 書 とリンクし、設 定 されている。以 下 が大 テーマ一 覧 。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月   大 テーマに関 して探 求 を進 め、レポートを作 成  

9 月   大 テーマから、一 人 が一 つの小 テーマを設 定  

課 題 探 求 を進 める上 で必 要 な二 つの視 点 も設 定  

10 月  小 テーマレポート・アウトラインの作 成  

11 月  小 テーマレポートを作 成  

12 月  小 テーマレポートをもとに、関 係 図 を作 成  

     関 係 図 をもとにポスターを作 成  

1 月   クラス内 ポスターセッションを行 い、内 容 をブラッシュアップ  

2 月   学 年 ポスターセッション「Final  Pro ject  ポスターセッション」を実 施 （体 育 館 ）  

     英 語 でのポスターセッションを作 成  

     英 語 でのポスターセッションを実 施 （２クラス合 同 ）  

     1，2 年 生 に向 けたポスターセッションを二 言 語 で実 施 （体 育 館 ）  

最 終 レポート（2,000 字 以 上 ）を作 成  

 

生 徒 が設 定 した小 テーマの例  

「ニュージーランドの非 核 政 策 に学 ぶ非 核 への歩 み」  

「近 代 オリンピックから見 る黒 人 差 別 」  
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「女 性 国 会 議 員 の割 合 が世 界 一 高 いルワンダの試 みと日 本 の道 」  

「世 界 一 焼 却 炉 が多 い日 本 は世 界 一 ごみを出 す国 なのか」  

「ワークシェアリングがもたらす雇 用 創 出 と課 題 」  

 

  生徒の感想  

「どれだけ深 く入 り込めるか、学べるかは、初めの小テーマ決めや視点 をしっかりと決めることで差

が出 ると感 じた。小 テーマが具体的なものは、発表でも何 を結局学んだのか、伝 えたいのかがわか

ります。また、視点 の違いがすごく面白かった。自分 と同 じ大 テーマの人の発表 を聞いたときにそこ

に Po i n t をあてたのか！と自分の気づかなかった面 をしれて大いに学べました。」  
 

「時間 をかけた分 、自分が決めたテーマに対する考 えがしっかりと深 まり、より興味 ・関心が大 きく

なりました。また、他の人のポスターセッションを聞いて、世界の問題を身近に感 じられるようになりまし

た。ポスターやレポートを作成するスキルがあがった。特 にデータの信憑性 を見極めることの大切 さを

知 ったので、メディアに振 り回 されない姿勢が身につきました。沢山の時間をかけ、大変でしたが、そ

の分 、沢山のことを学べました！」 
 

「最 初は嫌でしょうがなかったが、準備 を重ねる中で、だんだんと自分が決めたテーマに対する考

えが深 まり、関心が大 きくなりました。ポスターセッションの前日 も当日 もワクワクしていて、最初の自

分 とは 180 度変わりました。英語 も含めて、あきらめずに全力で挑戦できたことが嬉 しく、成長できま

した！もう一度 、違 うテーマでやりたいくらいです。SGH1 期生でよかった！伝統を築けてよかった！」 
 

「お互 いの発表 を聞いて、世界 には課題が山積 していること、そしてそのどれもが複雑 に絡み合

い、一つだけでは解決できないことを改めて実感 しました。だからこそ、この SGH1 期 の仲間たちと一

緒に、2030 年 を目指 し世界の諸問題の解決に取 り組んでいきたいです！」  
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3.  グローバル・リーダース・プログラム（GLP）  

A)  概要・年間スケジュール 

  概 要  

グローバル・リーダース・プログラム（GLP）はその成 果 を、GCP はじめ全 校 のＳＧＨの取 り組

みに還 元 していく事 が最 大 の使 命 であります。昨 年 度 の SGHA の時 点 で先 行 的 に開 始 した

このプログラムは、これまでに本 年 度 の SGH 本 採 用 にもつながる実 績 を残 しております。先 程

プレゼンテーションを行 いました GCP 広 島 フィールドワークは、昨 年 度 の GLP フィールドワー

クがベースとなっております。またフィリピン講 師 とのスカイプ英 会 話 は、現 在 全 校 生 徒 が取 り

組 んでおり、英 語 の４技 能 の中 でも課 題 となっているリスニング•スピーキング力 の向 上 に貢 献

しています。言 語 技 術 授 業 の英 語 と日 本 語 往 還 の実 験 も、 GLP で行 われました。  

本 年 度 の取 り組 みは１６名 で行 っています。毎 週 火 曜 日 ・金 曜 日 のクラブ終 了 後 １８時 から  

１９時 ３０分 過 ぎまで図 書 館 にあるグループ学 習 室 で行 います。また必 要 に応 じて合 宿 などの

集 中 プログラムを実 施 します。  

  プログラム内 容  

玉 川 学 園 の「学 びの 技 」を教 科 書 とし て 、 論 理 的 ・ 批 判 的 思 考 や情 報 収 集 ・分 析 力 など

探 究 型 学 習 の基 礎 を育 てます。さらに、フィリピン人 講 師 によるオンライン英 会 話 ではインタビ

ュースキルなどの英 語 力 を磨 きます。また地 球 規 模 課 題 への理 解 と知 識 を深 めるために、国

連 大 学 訪 問 や、平 和 学 者 、外 交 官 、国 際 機 関 職 員 による懇 談 会 を行 なっていただいていま

す。また創 価 大 学 ・法 学 部 の飯 田 教 授 より国 際 人 権 法 の連 続 講 義 を受 けて、夏 のフィールド

ワークに向 けての準 備 を行 いました。  

  年 間 のプログラムの流 れ 

まずは地 球 規 模 課 題 の学 習 と仮 説 を設 定 し、それを踏 まえてフィールドワークを実 施 しまし

た。さらに内 容 と仮 説 を吟 味 して、学 園 祭 でポスターセッションを行 いました。そのあとすぐに、

それまでの取 り組 みの内 容 を、 ジャパンタ イム ズ監 修 の英 字 新 聞 作 成 を実 施 。その 後 は、 主

張 を ま と め て プ ロ の 動 画 編 集 者 の 指 導 の も と 、 動 画 を 制 作 し ま し た 。 作 成 し た 動 画 を

Youtube などにアップロードし、Skype を通 じて、フィリピン・インドの２カ国 の、海 外 の人 々に

動 画 に対 してのインタビューを行 いました。英 語 のプレゼンテーションスキルを身 につけ た上 で、

３年 生 がこの活 動 をとりまとめ、 最 終 報 告 会 を英 語 で行 いました。また２年 生 は４月 に長 崎 で

開 催 されるクリティカルイシューズフォーラム（ＣＩＦ）に向 けて、核 不 拡 散 についての研 究 をとり

まとめたミニプロジェクトを作 成 しました。  
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  年 間 スケジュール 

日程  プログラム内容  
探 究 ・発表等

の手法など 

春 期休業  集 中 講 義 ：昨 年 度 の内 容 の共 有 、年 間 計 画 の確 認  
Ch romeboo k 配

布 （貸 与 ）  

4 月  

アメリカ・ミドルベリー国 際 大 学 院 モントレー校 派 遣  

Cr i t i c a l  i s su e s  f o rum (C IF ) 参 加 (4/12～18、代 表 2 名 )  

海 外 ：米 ・カリフ

ォルニア 

講 演 「平 和 とは何 か」  

講 師 ：ニュージーランド国 立 平 和 紛 争 研 究 所 所 長  

    ケビン・クレメンツ博 士  

  

5 月  

授 業 「国 家 の安 全 保 障 ・人 間 の安 全 保 障 とは」  グループワーク  

国 連 大 学 研 修  

講 演 「2030 アジェンダについて」  

講 師 ：国 連 大 学 サステイナビリティ高 等 研 究 所  

    プログラムアソシエイト 今 井 夏 子 氏  

講 演 「国 連 開 発 計 画 とは」  

講 師 ：国 連 開 発 計 画 駐 日 代 表  近 藤 哲 生 氏  

国 連 大 学  

講 演 「人 権 とは」  

講 師 ：創 価 大 学  飯 田 順 三 教 授  
  

講 演 「自 身 の学 生 生 活 を振 り返 って」  

講 師 ：東 ティモール大 使 館 特 命 全 権 大 使  

山 本 栄 二 氏  

  

言 語 技 術 「認 知 の技 術 」   

6 月  

授 業 ：「戦 争 と平 和 」「人 権 」のグループごとにテーマについて情 報 収 集  ディスカッション  

言 語 技 術 「絵 のクリティカルリーディング」    

ディスカッション「探 究 学 習 のテーマについて」  KJ 法  

講 演 「国 際 法 とは」  

講 師 ：創 価 大 学  飯 田 順 三 教 授  
  

7 月  

講 義 「アジア開 発 銀 行 とは」  

講 師 ：アジア開 発 銀 行  帯 刀 良 信 氏  
  

ディスカッション「探 究 学 習 のテーマについて」  ディスカッション  

講 演 「国 際 人 権 法 とは」  

講 師 ：創 価 大 学  飯 田 順 三 教 授  
ディスカッション  

夏季休業  

校 内 合 宿  

①フィールドワークでの情 報 収 集 のポイントを学 ぶ  

②各 フィールドワーク先 での探 究 学 習 テーマを設 定 ・プレゼン  

③英 字 新 聞 編 集 会 議  

グループワーク  

ディスカッション  

プレゼンテーシ

ョン 

フィールドワーク  

戦 争 と平 和 ：沖 縄 (8/10 ～12 )  

人 権 ：アメリカ(8/20～27 )  

アメリカでのフィー

ルドワークは GCP

と共 に実 施  

9 月  授 業 「ポスターの作 り方 」     
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日程  プログラム内 容  探 究 ・発 表 等 の手 法 など  

10 月  

ポスター発 表 「フィールドワーク報 告 」（一 般 公 開 ） ポスターセッション  

授 業 「英 字 新 聞 原 稿 作 成 」    

中 間 報 告 会 「フィールドワーク報 告 (英 語 )」 (一 般 公 開 ) パワーポイント  

11 月  

講 演 「グローバルな人 ってどんな人 ？」  

講 師 ：北 海 道 大 学 大 学 院  山 田 智 久 准 教 授  
  

言 語 技 術 「絵 の分 析 」  ディスカッション  

講 義  「映 像 のクリティカルリーディング」  

講 師 ：映 像 制 作 会 社 Gigav i s i o n  津 田 盛 治 氏  他  
ディスカッション  

第 一 回 全 国 中 学 校 ・高 等 学 校 英 字 新 聞 コンテスト出 場    

12 月  
集 中 講 義 ：一 年 間 で学 んだことを伝 える映 像 制 作  グループワーク、映 像 制 作  

交 流 会 ：  沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 校  プレゼンテーション  

冬季休業  映 像 制 作 作 業   

1 月  

授 業 「英 語 でのプレゼンテーションスキル」   ペアワーク 

インド高 校 生 インタビュー  

「映 像 を視 聴 して感 じたこと」   
appea r . i n の活 用  

2 月  

2017 年 度 CIF 準 備    

GLP 最 終 発 表 会  
プレゼンテーション、要 旨 作

成  

3 月  活 動 の振 り返 り・評 価  自 己 評 価 ・相 互 評 価  

 

 

B)  クリティカル・イシューズ・フォーラム（ＣＩＦ） 

  実 施  ４月 １３日 から１７日  

  参 加 者  代 表 生 徒 ２名 （３年 生 男 女 １名 ずつ） 

  場 所  アメリカ・カリフォルニア州 、モントレー 

ミドルベリー国 際 問 題 研 究 所 ジェームズ・マーティン不 拡 散 研 究 センター  

  内 容  

Cri t i ca l  I ssues  Forum  （CIF）という会 議 に参 加 してきました。この会 議 には、ロシアの

高 校 から３校 、アメリカからハワイも含 め 7 校 、日 本 から 6 校 の代 表 生 徒 約 ２名 ずつが参 加 し、

核 兵 器 の不 拡 散 をテーマにプレゼンテーションやディスカッションを通 して意 見 を交 換 する。２

０１６年 の Student  Conference のテーマは「核 の脆 弱 性 ：さらなる平 和 で安 全 な世 界 への

教 訓 」  

 

  行 程  

  13 日  

サンフランシスコ空 港 に到 着 し、そこからバスで 2 時 間 ほどかけて美 しい港 町 のモントレー市

内 を散 策 したあと、現 地 のホストファミリーと合 流 し 1 日 目 を終 えました。  

  14 日  

朝 から男 女 別 に地 元 の高 校 の校 内 見 学 をしました。その後 、ジェームズ・マーティン不 拡 散
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研 究 センターにてロシアの代 表 生 徒 と合 流 しオリエンテーションを終 えた後 、サンタカタリーナ

高 校 でプレゼンテーションのリハーサルを行 いました。最 後 に合 流 したアメリカの代 表 生 徒 とも

交 流 する機 会 がありました。  
  15 日  

発 表 会 がスタートし、創 価 高 校 も 5 番 目 にプレゼンテーションを行 いました。世 界 における

核 兵 器 に対 しての認 識 が、「必 要 悪 」から「絶 対 悪 」へと転 換 する時 期 にきていることを、様 々

な角 度 から訴 えました。そして、映 像 の配 信 などを通 じて、世 界 中 の私 たちの世 代 からその波

を 起 こ し て い こ う と 訴 え ま し た 。 プ レ ゼ ン ト 後 の 質 疑 応 答 で は 、 プ レ ゼ ン 中 で 使 用 し た 去 年 の

GLP メンバーが作 ったビデオについて「自 分 たちの身 近 にいる同 じ高 校 生 などに核 廃 絶 への

自 覚 をもってもらうためにビデオを作 ることはとても効 果 的 であるし、内 容 も良 かった」などとコメ

ントをいただくことができました。  
  16 日  

5 校 がプレゼンテーションし、アメリカの元 国 防 長 官 の、ウィリアム・ペリーさんが核 廃 絶 に向

けての教 育 の重 要 性 について、ご自 身 が戦 時 中 に日 本 へ派 遣 された経 験 などを通 して語 っ

て下 さいました。その後 の質 疑 応 答 では、私 たちも核 廃 絶 と教 育 の役 割 などについて質 問 を

させていただきました。  

 

  生徒感想  

「僕 がこの五日間で、良い経験だと思 ったことは、アメリカ、ロシア、そして日本の最優秀の生徒

と交流することができた事です。彼 らからは学ぶところがたくさんあり、よいライバルをたくさんつくることが

できました。また同 じ若い世代 として、次代の世界 を担 うのは今の若い世代であり、核廃絶 をしてい

く主 役 は紛れもなく私 たちであることを実感 しました。彼 らと交流する中で、自分の中に培われた哲

学 は、世界 を舞台に活動する上 で、本当に強い武器であることに気 づきました。海外に行 った時 、

ぶれない自分をつくってくれている事 を強 く実感 し、後一年 、さらに深い哲学を自身の中に確立 して

いこうと決意 しました。」  

 

 「フォーラムに参加 させていただいて、改 めて今世界が直面 している、核兵器の問題の重要

性 、重大性を改めて認識 しました。核廃絶の第一線で活動 されている参加者の方々が私たち高

校生におっしゃっていたことは、他 言語 を学ぶこと、新 聞やウェブサイトなどで世界の情勢について

知 ること、クリティカルシンキングを身 につけることでした。今回の会議だけで終わらせることなく、私 は

この 3 つのことに挑戦 したいと思います。今 こうして聞いている皆 さんの中には、日々の人間関係や、

勉強部活のこと、進路 のことの方が自分にとっては重要だから、核兵器の問題は難 しいし、自分

はあまり関係ないと考 えている人 もいるかもしれません。しかし、たった一発の核兵器によって、それら

のことは一瞬 で消 し去 られてしまうのです。想像 しづらい話 かもしれませんが、この世界に核兵器が

存在する限 り、その可能性は無 くなりません。今回の学びを通 じて私はそのことをしっかりと学べました。

そして今後はぜひ皆 さんにも核兵器の問題 をもっと身近な問題 として自分なりに理解 を深めていっ

てほしいと感 じました。」  
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The  Cr i t i ca l  I ssues  Forum の２０１６年 生 徒 発 表 の様 子 参 考 サイト  

 

h t tp : / / s i tes .mi is .ed u /cr i t i ca l i ssues forum/2016 /04 /28 /2016 -s tudent -spr ing-

conference /  

 

C)  ゲスト講義  

  講義  ニュージーランド国立平和紛争研究所所長  ケビン・クレメンツ博士     

（2016 年 4 月 19 日 ）  

  概 要  

「 な ぜ 今 、 global issues に 『 慈 悲 の 精 神 』 に よ る エ ン パ ワ ー メ ン ト が 必 要 な の

か ？ 」 を テ ー マ に 、 最 新 の 平 和 学 の 知 見 に つ い て 、 全 て 英 語 で 講 義 し て い た だ き ま

し た 。  

 

  生徒感想  

「アリとキリギリスに寓話について、平和学者のクレメンツ博士に質問できたのは貴重な機会でし

た。彼の回答の中に、「自分が利他主義 をとることによって、今度は相手が自分に利他主義 をと

ってくれる」という考 え方があったのがとても啓発的でした。この返答は非常に分かりやすく、また受 け

入れやすい考え方でした。また、CIF の話になると、とても嬉 しそうに話 を聞いて下 さって、高校生 を

とても大切に思 ってくれていることが伝わってきました。」  

 

 

http://sites.miis.edu/criticalissuesforum/2016/04/28/2016-student-spring-conference/
http://sites.miis.edu/criticalissuesforum/2016/04/28/2016-student-spring-conference/
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  連続講義 1  創 価大学法学部  飯田順三教授 （2016 年 5 月 13 日 ）  

  概 要  

人 権 と は ど う い う も の か 、 2 人 、 4 人 の グ ル ー プ に

分 か れ 、 ま と め て い き ま し た 2 人 の と き に 出 た の は

「 人 間 で あ れ ば 誰 も が 持 っ て い る も の 。 差 別 さ れ な

い 」 な ど と い う こ と 、 4 人 の と き に は 、 「 す べ て の 人

が 生 ま れ な が ら に 持 つ 個 人 の 生 命 を 尊 重 さ れ る 権 利 」

な ど 、 ま と ま っ た 定 義 が 出 ま し た 。 最 後 は 、 映 像 「 人

権 の た め の 連 合 」 し 、 ど の よ う な 人 権 が あ る の か 学 び

ま し た 。  

 

  生徒感想  

「私自身 、人権の定義 というのは、現代社会の教科書などで短 くまとまっていたことしか思い浮

かびませんでしたが、「人権のための連合 」のサイトには、30 個の項目があることを知 りました。また、

人権の考え方が生まれた背景 として、高 2 の世界史で習 った出来事がたくさん出 てきました。この

ことから、日頃の授業で習 った内容 を忘れずに、自分のものとしていくことが大切だと感 じました。」  

 

  連続講義 2  創 価大学法学部  飯田順三教授 （2016 年 6 月 21 日 ）  

  概 要  

飯 田 先 生 は 7 つ の 項 目 (国 際 社 会 、 国 際 連 合 、 国 際 法 、 条 約 、 世 界 人 権 宣 言 、 権

利 、 人 権 )を 、 具 体 例 を 交 え な が ら 分 か り や す く 教 え て く だ さ い ま し た 。 ま た 、 動 画

「 The 30 Articles of Human Rights 」 を 英 語 で 見 な が ら 、 国 際 人 権 法 全 30 条 を 英

語 と 和 訳 さ れ た も の と を 照 ら し 合 わ せ 、 確 認 し ま し た 。  

 

  生徒感想  

「以前 は、人権は生 きるために必要な権利であると考 えていましたが、飯田先生の講義で人権

とは、人間 として生 まれただけで他人に出張できる権利 であることを知 り、人権 に対する認識が一

変 しました。」  

 

  連続講義 3  創 価大学法学部  飯田順三教授 （2016 年 7 月 19 日 ）  

  概 要  

飯 田 順 三 著 書 『 国 際 法 へ の 誘 い 』 の 第 18・ 19 話 を 「 United Nations Human 

Rights office of the high commissioner」 の サ イ ト の 内 容 と 照 ら し 合 わ せ な が

ら 、 解 説 し て い た だ き ま し た 。 第 18 話 は 現 在 の 国 際 人 権 法 が 成 立 す る ま で の 流 れ と

制 度 の 内 容 に つ い て の 説 明 で 、 ポ イ ン ト と な る 条 約 や 議 定 書 な ど の 英 訳 を 確 認 し な

が ら 、 国 際 人 権 法 の 全 体 像 を 学 び ま し た 。 第 19 話 は 国 際 人 権 法 の 展 開 と い う こ と で

条 約 以 外 の 国 連 に よ っ て 築 か れ た 人 権 保 障 制 度 に つ い て の 説 明 で 、 人 々 の 人 権 を 更

に 強 固 に 守 る た め の 運 動 を 学 び ま し た 。  

 

  生徒感想  

「私 は今回の GLP を受けて、実際 、自分自身 もこのようにして人権が守られていることを知 り、

新鮮な感動 を抱 きました。また、飯田先生の話の中で「アジアにはまだ人権 を守 る決定的条約が
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ない」ということを知 り、大 きな問題 であるがゆえに拘束力の強い条約 を迅速に作 らなければならな

いと思いました。」  

 

  フィールドワーク 国連大学訪問 （2016 年 5 月 26 日 ）  

  概 要  

国 連 大 学 サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 高 等 研 究 所 （ UNU-

IAS） プ ロ グ ラ ム ア ソ シ エ イ ト の 今 井 夏 子 さ ん と 、

国 連 開 発 計 画 (UNDP)所 長 の 近 藤 哲 生 さ ん の 講 義 を

受 講 し ま し た 。  

今 井 さ ん の 講 義 で は 国 連 大 学 の 概 要 を お 話 い た

だ き ま し た 。 人 間 の 安 全 保 障 と は 国 を 守 る 以 上 に

人 間 一 人 一 人 を 守 る も の で あ り 、 国 連 が 中 心 と な

っ て 地 域 に 働 き か け る 「 ト ッ プ ダ ウ ン ア プ ロ ー

チ  」 と 、 国 連 が NGO や 市 民 社 会 と 力 を 合 わ せ て 草

の 根 レ ベ ル の 人 か ら 社 会 に お け る 脅 威 を 取 り 除 い て い く 「 ボ ト ム ア ッ プ ア プ ロ ー

チ 」 が あ る 事 を 学 び ま し た 。  

ま た 、 近 藤 さ ん の 講 義 で は UNDP の 活 動 内 容 に つ い て 、 具 体 的 に は チ ャ ド の 妊 産 婦

死 亡 率 の 低 下 や 、 女 性 の 早 期 結 婚 を や め さ せ る な ど の 取 り 組 み を ご 紹 介 い た だ き ま

し た 。  

そ の 後 、 1945 年 か ら 国 際 連 合 の オ リ ジ ナ ル の 文 書 が 保 存 さ れ て い る 国 連 大 学 内 の

図 書 館 と 、 安 倍 首 相 や ア ン ジ ェ リ ー ナ ・ ジ ョ リ ー が 訪 問 し た ウ ・ タ ン ト 会 議 場 を 見

学 し ま し た 。  

 

  生徒感想  

「私 は２つの講義 を聞いて人間の安全保障の大切 さや SDGs の目標について詳 しく知れたこと

を、自 分 の身の回 りにいる友人や家族に伝 えてシェアしていき、移 り変 わる時 の中 で今の自分や

他人の行動がいつか世界 を持続可能なものに変革するという「トランジショナル・チェンジ」を起 こし

ていきたいと思いました。」  

 

  講義  アジア開発銀行  帯刀良信氏 （2016 年 7 月 8 日 ）  

  概 要  

ア ジ ア 開 発 銀 行 の 役 割 や 取 り 組 み に つ い て 紹 介 し て い た だ き ま し た 。 ま た 、 自 身

の 生 徒 時 代 の 体 験 を 、 懇 談 的 に お 話 い た だ き ま し た 。  

 

  生徒感想  

「帯刀 さんの体験から、経営は法律的な観点だけでなく、現地の人に寄 り添 って行 うべきだと学

びました。  また、帯刀 さんが本校卒業生 ということもあり、学園時代は、多様性を尊ぶ力 、同苦で

きる心 、負 けじ魂 など世界で働 く上 で必要になってくる勉学以外の様々な力 もつけるべきだというこ

とを教 えていただきました。」  

 

 

 



 

- 58 - 

 

  講義  北海道大学  山田智久准教授 （2016 年 11 月 8 日 ）  

  概 要  

質 問 会 形 式 の 懇 談 会 を 行 い ま し た 。 生 徒 か ら は

グ ロ ー バ ル 人 材 に な る た め の 語 学 へ の 取 り 組 み 方

や 、 人 を 惹 き つ け る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の ス キ ル

な ど に つ い て 多 く の 質 問 が 寄 せ ら れ ま し た 。 山 田

准 教 授 は 語 学 の 学 習 に は 自 分 に あ っ た 適 切 な 目 的

と 目 標 の 設 定 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で は ス ト ー リ

ー 性 の あ る 内 容 を 、 情 熱 を 持 っ て 話 す こ と が 大 切

で あ る と 答 え て 下 さ い ま し た 。  

 

  生徒感想  

「私 は今 まで多 くの懇談会やセミナーに参加 してきましたが、山田先生の明快なご意見や具体

的に大学で日本人教員が英語での授業 を試みたために内容のレベルが落 ちて留学生から抗議

の声が起 こった、などという教育現場での実際のエピソードを交 えながらのお話は英語での授業が

増えている現在の大学が直面 している課題であると分かりました。「  

 

D)  プレゼンスキル（学園祭ポスターセッション・英語プレゼン） 

学 園 祭 ポスターセッション  

  概 要  

学 園 祭 において、夏 にカリフォルニアと沖 縄 で実 施 したフィールドワークの研 究 内 容 を、ポス

ターセッション形 式 で発 表 しま した。１日 目 は学 園 生 を対 象 に 、２日 目 は一 般 の来 場 者 に 発

表 を行 いました。それぞれのグループが 事 前 に立 てた論 題 が どのように展 開 したのかをポスタ

ーにまとめ、 声 の大 き さ や速 さな どの話 し方 、 身 振 り 、目 線 などの 発 表 態 度 を 意 識 し ながら 、

学 園 生 だけでなく一 般 の方 々に向 けてポスターセッションをすることができました。  

 

 

 

  



 

- 59 - 

 

 



 

- 60 - 
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プレゼンスキル（英 語 プレゼン）  

  概 要  

12 月 3 日 、１４９校 の大 学 や専 門 学 校 が参 加 して「第 ５回 全 国 学 生 英 語 プレゼンテーショ

ン コン テ スト 」（ 神 田 外 語 グル ープ ・ 読 売 新 聞 社 主 催 ）が開 催 されまし た 。 このコ ンテ スト 史 上

初 めて行 われたゲスト高 校 生 によるプレゼンテーションに本 校 GLP メンバー４名 が選 ばれ、

「日 本 の防 災 ・減 災 ノウハウを世 界 にアピール」をテーマに英 語 でプレゼンテーションを行 いま

した。   

これに 先 立 ち、メンバ ーは事 前 に ネイティブスピーカーの プレゼンテーションスキルについて

のレクチャーを受 けました。その中 で、ペアになって L と R の発 音 練 習 や、ジェスチャー、言 葉

の強 調 などの練 習 をしました。  

当 日 のプレゼンテーションでは、法 隆 寺 五 重 塔 を例 に、その特 徴 的 な屋 根 ・塔 身 ・心 柱 に

よる免 震 ・対 震 構 造 について訴 え、会 場 の参 加 者 から大 きな拍 手 が送 らました。  

 

  生徒感想  

「率 直 に、とても楽 しかったです。場 の雰 囲気 は

緊張感 たっぷりで、背 筋 が伸 びるような感 じもしまし

たが、広 いステージにたった一人 で立 って、観客 の

人 も含 めたその場全体 の注意 を自分のほうに向 け

ることができるという体 験 が非常 に楽 しいと感 じまし

た。高 校 生 までの生活 であのような改 まった大 きな

場 でプレゼンテーションを披露するような体験 はなか

なかできないことですが、それを体験することがこれか

ら増 えていくかもしれないので、早 いうちから身 をもっ

て経 験 したということはとても心 強 いことだと思 いま

す。」  
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E)  英字新聞の取り組み 

  概 要  

昨 年 度 は 学 校 全 体 で 英 字 新 聞 作 成 に取 り 組 みま したが、 今 年 度 はそれに加 え て、 Ｇ ＬＰ

独 自 の英 字 新 聞 作 成 にも取 り組 みました。フィールドワークの成 果 や日 頃 の活 動 について、

情 報 を整 理 し、的 確 に発 信 することを目 指 して作 成 しました。  

この英 字 新 聞 作 成 を通 して、ＧＬＰメンバーは、新 聞 を作 成 するときの英 語 の表 現 法 や、情

報 を取 捨 選 択 する大 切 さなどを学 ぶことができました。 

ま た 、 ジ ャ パ ン タ イ ム ズ と 一 般 社 団 法 人 グ ロ ー バ ル

教 育 情 報 セ ン タ ー が 主 催 す る 第 １ 回 「 全 国 中 学 校 ・

高 等 学 校 英 字 新 聞 コンテスト」（英 字 新 聞 甲 子 園 ）で

は、第 1 位 に相 当 する「英 字 新 聞 賞 」を受 賞 しました

（2016 年 11 月 27 日 実 施 ）。「地 球 規 模 課 題 （グロー

バルイシュー）に対 する高 校 生 の視 点 は新 鮮 でした。

なによりも、自 分 たちの意 見 を伝 えたいという熱 意 を感

じ ま し た 」 「 内 容 も 英 語 力 も 一 つ 抜 き ん 出 て い ま し た 」

「彼 らがグローバル・リーダーになり、皆 を牽 引 してもら

いたい」等 の講 評 をいただきました。 

 

  主 なスケジュール 

①2016 年 9 月 27 日 (火 )  

新 聞 の構 成 が書 かれたダミーシートを配 布 し、担 当 する記 事 ごとに集 まり、記 事 の内 容 やこ

れからの制 作 の見 通 しを確 認 しました。例 えば、言 語 技 術 についてのコラムを担 当 するグルー

プは、今 までに学 んだ言 語 技 術 を振 り返 りつつ、コラムの構 成 案 を考 えていました。  

 

②2016 年 10 月 4 日 (火 ) 

教 員 がプレゼンテーションを行 い、英 字 新 聞 作 成 上 の注 意 事 項 や、新 聞 記 事 ならではの

客 観 性 をもった文 章 の書 き方 について説 明 しました。 

次 にフィー ルドワークの グループ ごとに分 かれ て英 字 新 聞 の編 集 作 業 を 行 いました 。生 徒

自 らがフィールドワークや自 分 たちの研 究 の内 容 を英 文 にまとめました。  

 

③2016 年 10 月 9 日 (金 ) 

英 字 新 聞 の見 出 しの決 め方 について、教 員 が説 明 を行 いました。見 出 しを決 めるときは、

過 去 の 事 柄 も 現 在 形 で書 く など 幾 つ かの規 則 があるこ とや 、内 容 を読 んで重 要 な語 句 を見

つけることが大 切 であることを伝 えました。その後 はグループごとにわかれて英 字 新 聞 の制 作 を

進 めました。 

フ ィー ル ドワー クの紀 行 文 を 担 当 する 生 徒 は 、 主 語 をど う する か 、ど の情 報 が 優 先 順 位 が

高 いのか、どこを一 番 強 調 したいのかなどに気 を付 け、一 文 を短 く簡 潔 に、要 点 を明 確 にしよ

うと していま した 。主 観 的 にな らない よう 事 実 のみ書 くこと を心 が け 、 読 者 に伝 わ りやすい 文 を

書 くようにしていました。 

 

 



 

- 63 - 

 

④2016 年 10 月 11 日 (火 )  

グループごとに、日 本 語 で作 成 した記 事 の推 敲 や、それらを英 文 に翻 訳 する作 業 などを進

めました。目 標 は、10 月 14 日 までに英 字 新 聞 の記 事 を、英 文 、入 れる写 真 、キャプション (写

真 の説 明 )も含 めて完 成 させることです。 

今 回 はそれぞれのグループによって行 ったことが違 います。担 当 する記 事 として は「GLP とは

何 か」、「沖 縄 ・カリフォルニア FW 紀 行 文 」、コラム「言 語 技 術 」などがあります。 

「What  I s  In te rna t iona l  Human  R igh t s  Law? ( 国 際 人 権 法 とは何 か)」という解 説 記 事 を担

当 する生 徒 は、英 文 への翻 訳 に苦 労 していました。英 文 を翻 訳 するためには、日 本 語 で作 っ

た 内 容 を英 語 に 直 訳 す るだ けで なく 、 出 来 る限 り 平 易 な 英 語 にす るこ とが 求 め られ 、自 分 の

言 葉 に直 して指 定 された語 数 内 で書 く必 要 があります。主 語 と目 的 語 の関 係 に気 を付 けるこ

と、なぜその情 報 を入 れるのか等 を考 え、作 成 に取 り組 ませました。 

 

⑤2016 年 11 月 4 日 (金 ) 

Japan  t imes  の方 に指 摘 していただいた箇 所 を中 心 に、記 事 の最 終 確 認 を行 いました。  

また、写 真 の角 度 、写 真 の生 徒 の目 線 などを考 慮 しつつ、 GLP メンバー全 員 の意 見 を基

にして、一 面 に載 せる写 真 を決 定 し、一 面 の見 出 しについても決 定 しました。  

 

⑥2017 年 1 月 20 日 (金 )  

最 終 稿 の英 字 新 聞 についてチェックを行 いました。 

ドラフト版 と最 終 稿 を見 比 べて、内 容 が本 当 に自 分 たちが言 いたいものになっているか、丁

寧 に確 認 しました。その結 果 、自 分 たちの言 いたいこと違 っている 箇 所 が二 箇 所 ほど見 つかり、

訂 正 を依 頼 しました。 

 

  完成した英字新聞は、関係資料 （Ｐ .１３２）参照  

 

  生徒感想  

「この英字新聞は、本当にたくさんの方に支えられながら作成 したものであり、賞 を頂 くこともできて、

感謝の思いでいっぱいです。実際に自分が得 たこと、衝撃 を受 けたことを読者に分かりやすく伝 え

るために大変苦労 しました。また、英語で表現することに挑戦する中で、心身共に本当に鍛 えられ

ました。でも、自分の夢である報道アナウンサーの仕事に近い体験 をすることができて、とても楽 しか

ったです。自分の夢に対する情熱 もさらに増 しました。これから、自分の体験 を学校全体に今 まで

以上に還元 していきたいと思います。」  

 

 

F)  映像制作の取り組み 

  目 的  

GLP の研 究 成 果 物 として、これまでに GLP で学 習 した内 容 を表 現 する映 像 を制 作 しまし

た。１グループ４人 の４つのグループで、９０秒 程 度 の作 品 の後 、最 後 の場 面 で英 語 でメッセー

ジを提 示 することが条 件 「今 年 度 の活 動 を通 して学 んだこと」とというテーマで映 像 制 作 をしま

した。  
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  日 程  

①11 月 15 日 （火 ） 映 像 制 作 のためのイントロダクション 「絵 の分 析 」  

絵 に登 場 する人 物 が抱 いている感 情 や、絵 の中 の季 節 や場 所 、時 間 帯 などの設 定 を、絵

の 細 部 か ら 分 析 す る技 術 を 学 び 、 そ う し て 絵 か ら 読 み 取 っ た 情 報 を 日 本 語 また は 英 語 で説

明 する練 習 をしました。絵 の説 明 の際 には、大 きな情 報 から小 さな情 報 という順 番 で、一 方 向

に説 明 しなければならないことがわかりました。  

 

②11 月 22 日 （火 ）  GIGAVISION による講 義  ２本 の映 像 の分 析  

映 像 を 感 覚 で 捉 えるのではなく細 部 を 観 察 し 論 理 的 に考 える力 をつ けること を目 指 し て、

映 像 鑑 賞 を行 いました。２つの映 像 を鑑 賞 し、皆 でその映 像 のテーマを推 測 し、考 えたテーマ

を共 有 し合 いました。その後 、テーマの答 え合 わせをしました。  

 まず、「映 像① ：少 女 が横 断 歩 道 で踊 っている映 像 」では、被 写 体 などパッと見 て分 かるもの

から、音 楽 やカメラのアングルなど細 部 まで考 慮 しました。  

次 に、「映 像② ：ある男 が皆 を笑 顔 にしていく CM 映 像 」では、① と同 様 に細 部 まで観 察 し

テーマを推 測 しました。  

最 後 に、私 達 が今 後 GLP の企 画 として作 成 するビデオの作 り方 として、①テーマを決 める、

②映 像 でそれをどう表 現 するか具 体 的 に案 を出 していく、③音 楽 や背 景 などの細 かい部 分 を

どうしていくか沢 山 アイデアを出 すといった順 序 で作 ると良 いということを教 わりまし た。  

 

③12 月 17・18 日  映 像 制 作 のための集 中 講 義  

ストーリーボードを作 成 し、 GIGAVISION さんからアドバイスをもらい、１３日 の映 像 完 成

までの撮 影 の手 順 を確 認 した。  

 

④1 月 10 日 （火 ） グループ内 最 終 打 ち合 わせ  

 

⑤1 月 13 日 （金 ）  各 グループで撮 影 した映 像 の素 材 をギガビジョンに提 出  

 

⑥1 月 24 日 （火 ） GLP 内 映 像 制 作 発 表 会  

GLP で学 んだことをテーマに制 作 した４つグループの作 品 を順 番 に見 ていき、それぞれが

最 も伝 えたいメッセージが何 なのかを話 し合 いました。各 チーム、メッセージを伝 えるための

表 現 方 法 に様 々な工 夫 がこらされており、様 々な意 見 が飛 び交 いました。  

 

⑦1 月 27 日 （金 ） インドの Mahindra  World  High  School の高 校 生 と、Skype にて映

像 に対 して意 見 交 換  

 

  生徒感想  

「私 は今 まで、映像 を感覚 で捉 えていたので、今回の授業は映像 を論理的に映像 を見 るため

にとても参考になりました。たとえば、１つの短い CM をとっても、感覚的に見た時の映像だけでなく、

音楽 、起用する人物 、背景など沢山の部分が工夫 されていることがわかり、見 る側 もそれを意識 し

ながら作 った側 の意図 を汲み取れるようになれたら、アピールされている商品の特長が、何 も意 識

せずに CM を見 ているときよりわかるので良いなと感 じました。私達 GLP メンバーはこれから映像制

作に入 っていくのですが、その際 、今回教わった映像の作 り方や、映像 を通 して私達が伝 えたいこ
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とを映像に込める方法 を十分に活かしていけたら良いと思います。」  

 

「私 は、各 グループの制作 した映像 を見て、世界の核問題の状況を自分たちの生活に身近な

状況に置 き換えて、伝 えやすくするなど、それぞれが全 く違 った方法で GLP で学んだことを表現 して

いたので、多 くの視点や考 えがあるということに改めて気づくことができました。そして私 はできるだけ多

くの視点から物事 を考 えたり判断する力 をつけたいと思いました。そのためには、常 に、自分のことだ

けでを考 えるのではなく、周 りの人の気持ちなども考慮 していかなければならないと思 うので、それを可

能にする想像力を鍛えていきたいと思います。」  

 

  完成した４つの作品は本校ホームページ・ＳＧＨ特設サイトに、Youtube へのリンクが
掲載されています。  

http ://www.tokyo .soka .ed . jp/sen ior/sgh2016/ index .h tml  

 

G)  評価と分析  

Ｇ Ｌ Ｐ の 活 動 の 評 価 方 法 と し て 、 プ ロ グ ラ ム 終 了 後 に 、 本 校 の 考 え る グ ロ ー バ ル 人 材 の 資

質 ・能 力 の個 別 能 力 の成 長 を自 己 評 価 および他 人 に評 価 させた。 本 校 のＳＧＨ構 想 調 書 に

おいて定 義 された「グローバル人 材 」の要 件 をもとに、以 下 のような資 質 と能 力 を具 体 的 に取

り 上 げ 、 こ れ を Ｇ Ｌ Ｐの生 徒 に 自 己 評 価 さ せた 。 こ の自 己 評 価 表 につ い て は 、 以 下 の 手 順 で

進 められた。  

１、自 分 がこの１年 間 で向 上 したと考 えられる能 力 に◎ を、まあまあ伸 びた物 に〇を、あまり

伸 びなかったものに△ をつけること。どちらでもないものはそのまま無 記 入 とすること。  

２、但 し、記 入 した場 合 は、その根 拠 となる具 体 的 な例 を記 入 すること（ＧＬＰの活 動 に関 わ

らなくてもよい）。  

３、終 了 後 に映 像 制 作 を行 ったグループに分 かれて、他 のメンバーが見 た評 価 を別 の色 の

ペンで記 入 すること  

 
 

項 目  分 野   項 目  分 野  

世

界

市

民

の
能

力 

問 題 解 決 能 力  

ロジカルフレームワーク  

世

界

市

民

の
資

質 

多 面 的 ・多 角 的 な 

視 点 と寛 容 の精 神  

多 様 性 の理 解  

分 析 力  異 文 化 共 生  

論 理 的 思 考 力  フィールドワーク  

協 働 的 能 力  

プロジェクトマネジメント  新 たな視 座  

ファシリテーション  

教 養 と理 解  

遂 行 力  

フォロワーシップ  専 門 性  

現 場 力  マインドマップ・設 計 のプロセス 

対 話 力 ・コミュ

ニケーション能

力  

英 語 運 用 能 力  創 造 的 課 題 解 決 策 の考 察 と実 践  

プレゼンテーション能 力     

質 問 力  獲 得 さ せ た い グ ロ ー バ ル 人 材 の 資 質 ・ 能 力 一 覧  
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この評 価 の分 析 により、ＧＬＰ生 徒 たちが「分 析 力 」と「論 理 的 思 考 」に対 して向 上 したと考

えている事 がわかった。また、資 質 においては「多 様 性 の理 解 」につながったことは、フィールド

ワークの実 施 や映 像 制 作 による視 点 の変 化 などによるものが 大 きいことが、感 想 からも見 て取

ることができた。英 語 運 用 能 力 が向 上 したと実 感 したことや、リサーチスキルの中 心 となったマ

インドマップに向 上 が多 く見 られたことは成 果

として大 きい。  

 一 方 で 、 質 問 力 や 異 文 化 理 解 で △ が

多 い こ と は 、 積 極 性 に 欠 け て い る 本 校 生 徒

の 性 質 を 表 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 同 時

に 外 国 人 と 英 語 で 質 疑 応 答 す る 場 面 が 多

か っ た こ と も 、 コ メ ン ト か ら 見 て 取 る こ と が で き

た。  

 さらに、「新 たな視 座 」や「創 造 的 課 題 解

決 力 」といった、発 展 的 な力 に対 して無 印 が

多 か っ た こ と は 、 生 徒 に そ の よ う な 資 質 を 問

われる場 面 の 設 定 が 少 な かった こと を 示 し て

い る と 考 え ら れ る 。 同 じ く 「 遂 行 力 」 と 「 現 場

力 」 に 無 印 が 多 か っ た 事 は 、 自 分 た ち で 自

由 に決 められる場 面 が少 なかったことの表 れ

で あ る と 推 察 す る 。 今 後 の プ ロ グ ラ ム の 開 発

に活 かしていく点 である。  
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論理的思考力

プロジェクト…
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現場力

英語運用能力

プレゼンテーション能力

質問力

多様性の理解

異文化共生

フィールドワーク

新たな視座

遂行力

専門性
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創造的課題解決策の…

◎

○

△

無

分 析 結 果 （◎、〇 、△、 無 の個 数 ）  
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4.  言語技術  

A)  概要と目的  

「言 語 技 術 」とは、言 葉 を有 効 に使 いこなすための技 術 のことです 。言 い換 えれば、「話 す･

聞 く･書 く･読 む･思 考 する」活 動 を有 効 に行 うための技 術 とも言 えます。世 界 の多 くの国 々で

は、国 語 教 育 （母 語 教 育 ）として「言 語 技 術 」が教 えられており 、分 かりやすく自 分 の考 えを他

者 へ伝 える方 法 、論 理 的 に物 事 を思 考 する方 法 を、具 体 的 なスキルとしてトレーニング してい

ます。つまり、世 界 には発 想 ・表 現 方 法 に共 通 的 基 盤 があり、議 論 や交 渉 などは、それらに基

づいて行 われています。「言 語 技 術 」における具 体 的 な技 術 の例 は以 下 のようなものです。 

 

・質 問 する     ・意 見 を言 う   ・議 論 をする   ・交 渉 する   ・記 録 する 

・意 見 文 を書 く   ・論 文 を書 く   ・要 約 する    ・説 明 する  ・物 語 る 

・報 告 する     ・分 析 する   ・アピールする  ・論 理 的 に思 考 する 

・多 面 的 に思 考 する  ・批 判 的 に思 考 する 

 

本 校 ではグローバル人 材 像 の資 質 を、「地 球 規 模 課 題 （Globa l  Cha l l enges ）の解 決 に貢

献 する能 力 」 と規 定 しています。「言 語 技 術 」を磨 くことで、この能 力 の基 盤 となるコミュニケー

ション能 力 や論 理 的 ・批 判 的 思 考 力 を鍛 えて いきます。また、母 国 語 による思 考 力 の向 上 が、

生 徒 一 人 ひとりの学 習 理 解 を促 進 し、実 社 会 ・実 生 活 の営 みも、より充 実 したものにしてくれ

るはずです。さらに、各 言 語 に共 通 するものとしての「言 語 技 術 」の獲 得 は、外 国 語 習 得 の効

率 化 、及 びその運 用 能 力 の向 上 をもたらします。 

海 外 へ行 かずに日 本 にいようとも、グローバル化 の波 は押 し寄 せてきています。多 様 性 を尊

重 し、他 者 と協 働 しながら、問 題 を解 決 に導 いていく過 程 において、言 語 の力 はいやまして重

要 です。「言 語 技 術 」の授 業 を通 し、グローバル人 材 となりゆくための 資 質 ・能 力 の 育 成 を目

指 していきます。 

 

B)  学習・トレーニング内容  

本 年 度 は１年 生 のみの実 施 でした。大 きく３つの領 域 を学 習 ・トレーニングしました。 

教 材 は、つくば言 語 技 術 教 育 研 究 所 発 行 の「言 語 技 術 のレッスン」を使 用 しました。 

 

①対 話 の技 術 のトレーニング 

（１）「問 答 ゲーム」 

「問 答 ゲーム」は対 話 の技 術 のトレーニングの最 も基 本 となるものです。 ２人 １組 となり、簡 単

な質 問 と応 答 をゲーム形 式 で繰 り返 します。「好 きか嫌 いか」という簡 単 な質 問 から始 まり、最

後 は「賛 成 か反 対 か」といった高 度 な質 問 まで行 います。日 本 語 で「 問 答 ゲーム」を行 ったら、

中 学 導 入 レベルの簡 単 な英 語 による「問 答 ゲーム」を 行 います。１回 の授 業 の中 で何 度 か相

手 を変 えて行 います。また、「好 き」「賛 成 」などあらかじめ立 場 を限 定 して答 えさせることも行 い、

自 分 とは逆 の立 場 に立 って考 えさせることも行 います。 
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●発 言 の際 は、以 下 のルールを必 ず守 って行 います。 

・結 論 をまず先 に述 べ、その後 に必 ず根 拠 を言 う。  

・発 言 の最 後 に結 論 を繰 り返 す。 

・主 語 ･目 的 語 を省 略 しないで話 す。 

・質 問 に対 して直 接 的 ･具 体 的 に答 える。 

・ナンバーリングを用 い、内 容 を整 理 して話 す。 
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（２）説 得 や交 渉  

自 分 が欲 しい理 由 や必 要 な理 由 をはっきりさせ、さらに、相 手 から返 ってくるであろう反 論 を

予 想 し、説 得 ・交 渉 を試 みます。 

 

（３）「事 実 」と「意 見 」の区 別  

話 したり聞 いたりするとき、「事 実 」と「意 見 」を区 別 することができれば、中 身 に振 り回 される

ことなく 情 報 を得 ることができ、正 確 な情 報 を発 信 できるようになります。 ま ず、短 文 で「事 実 」

か「意 見 」 か区 別 する ト レーニング を行 いま した 。その 後 、 「事 実 」 と「 意 見 」が混 ざった 長 め の

文 を区 別 するトレーニングを行 いました。 

 

  

 

（４）５Ｗ１Ｈを用 いて応 答 の曖 昧 な部 分 を掘 り下 げる質 問 のブレイクダウン 

内 容 の濃 い対 話 のために、相 手 に情 報 を伝 える時 は５Ｗ１Ｈをもとに、落 ちている情 報 がない

かどうか常 に意 識 して話 を組 み立 てます。また、相 手 の話 を理 解 するために５Ｗ1Ｈを軸 に、不

足 している情 報 がないかどうか常 に意 識 して聴 き、質 問 を分 解 （ブレイク・ダウン）して聞 き返 し

ます。 

 

（５）友 人 や外 国 人 へのインタビュー 

対 話 の技 術 のまとめとして、明 確 な目 的 のもと、具 体 的 な質 問 を重 ねながら相 手 の中 身 を

掘 り下 げていきます。かみ合 ったやり取 りをするコミュニケーション・スキルも鍛 えます。 まず、隣

の席 に座 るクラスメートにインタビューを行 いました。次 に、インターネットを通 じて外 国 人 にイン

タビューを行 いました。 
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②作 文 の技 術 のトレーニング 

（１）パラグラフという概 念 を知 る 

パラグラフと、日 本 でいうところの「段 落 」との違 いに着 目 させ、パラグラフの構 成 要 素 を学 び

ます。社 会 に出 て求 められる意 見 文 や報 告 文 の文 章 は、パラグラフ形 式 で書 かれた文 章 であ

ることを教 えます。また、英 語 をはじめ欧 米 の言 語 は、基 本 的 に文 章 をパラグラフで書 くことが

決 まっており、外 国 語 の文 章 を読 み書 きする時 にとても重 要 になることを伝 えます。  

●パラグラフの構 成 要 素 と作 り方  

・トピック・センテンス（ＴＳ）  

→主 張 ･話 題 を述 べます。基 本 的 に第 １文 目 に置 かれます。 

・サポーティング・センテンス（ＳＳ） 

→ＴＳに対 し根 拠 ･例 示 などを付 け加 える複 数 の文 です 。 
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・コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）  

→再 主 張 して締 めくくる文 です。基 本 はＴＳを繰 り返 します。 

・ＴＳ、ＳＳ、ＣＳを改 行 せずにひとつなぎで書 く（＝パラグラフ） 

→対 話 の技 術 のルールに従 った応 答 を、ひとつなぎで書 けばパラグラフになります。 

 

（２）トピック・センテンスの構 成 要 素 とその作 り方 を学 ぶ 

トピック・センテンスの２つの構 成 要 素 を知 り 、 より良 いトピック・センテ ンスを作 る練 習 を しま

す。トピック・センテンスを読 んだときに、読 み手 が、その続 きのサポーティング・センテンスに興

味 を持 ち、「おおよそこんな内 容 なのだろうか？」「この トピック・センテンスを支 えるのはどのよう

な内 容 なのだろうか？」 「この続 きを読 みたい！ 」と考 えるよう な文 を作 ります。逆 に、 単 なる事

実 を示 す文 や、具 体 的 に詳 細 を語 りすぎる文 は良 いトピック・センテンスとは言 えません。  

 

●トピック・センテンスの構 成 要 素  

・トピック（話 題 ） 

・コントローリング・アイデア（話 題 を制 御 し、パラグラフの方 向 を決 定 する内 容 ）  

→トピック・センテンスの有 効 性 は、コントローリング・アイデアの良 し悪 しに左 右 される。  

 

（３）サポーティング・センテンスの作 り方 を学 ぶ 

トピック・センテンスの内 容 が説 得 力 を持 つよう、定 義 ・説 明 ・事 例 ・根 拠 などを記 述 してトピ

ック・センテンスを支 えます。トピック・センテンスの内 容 から絶 対 に逸 脱 しないように しなければ

なりません。 

 

（４）コンクルーディング・センテンスの作 り方 を学 ぶ 

トピック ・セン テン スの 内 容 を再 確 認 さ せるた め、まとめ ・ 警 告 ・予 言 ・話 題 に対 す る意 見 を

記 述 して再 主 張 します。基 本 的 には、トピック・センテンスの文 言 の繰 り返 しです。 

 

（５）実 際 にパラグラフ形 式 で文 章 を作 成 する 

上 記 の（１）～（４）をしっかり意 識 し、守 りながら、文 章 を書 きます。授 業 で行 った作 文 の課

題 テーマは以 下 の通 りです。 

 

・旅 行 に行 くとしたら海 と山 とどちらを選 ぶか  

・学 校 で毎 日 朝 読 書 をすることに賛 成 か反 対 か 

・自 分 が通 っていた中 学 校 の特 色 を紹 介 する（例 を３つ挙 げて） 

・１学 期 にトレーニングした言 語 技 術 の内 容 を紹 介 する 

・「隣 の人 の意 外 な一 面 」というインタビュー記 事 を作 成 する 
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③情 報 伝 達 の技 術 のトレーニング 

（１）情 報 を共 通 項 でくくり、ラベル（見 出 し）を貼 る 

同 じ内 容 を持 つ情 報 は共 通 項 でくくり 、整 理 分 類 をして提 示 するように します。（＝ラベリン

グ）そうすると説 明 は格 段 に分 かりやすくなります。また 、共 通 項 でくくった情 報 にラベル(見 出
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し)を貼 って 先 に示 します 。｢この部 分 は何 についての情 報 なのか」を先 に明 らかにしてか ら説

明 すると、聞 き手 はより理 解 しやすくなります。 

「キャンプに持 って行 く持 ち物 を分 かりやすく説 明 する」という例 題 を取 り上 げます。キャンプ

に持 って行 く持 ち物 を、ただ羅 列 して挙 げるだけでは、聞 き手 は理 解 するのに手 こずります。そ

こで、共 通 の性 質 を持 つもの同 士 でカテゴリー化 し、そのカテゴリーに見 出 しを付 けます。今 回

の例 題 では、以 下 に示 すように、「衣 服 」と「洗 面 道 具 」というカテゴリーに分 けられます。 

 

 

 

 

（２）空 間 的 配 列 の秩 序 を守 る 

空 間 的 配 列 の秩 序 とは、簡 単 に言 うと一 方 向 で説 明 をするということです。例 えば、「上 か

ら下 、あるいは下 から上 」「右 から左 、あるいは左 から右 」「手 前 から奥 、あるいは奥 から手 前 」

「外 から内 、あるいは内 から外 」というように説 明 するということです。聞 き手 （読 み手 ）の視 点 が

行 ったり来 たりしないようにします。一 方 向 の方 が、覚 えやすく理 解 しやすいのです。 

先 ほどの「キャンプに持 って行 く持 ち物 を分 かりやすく説 明 する」の例 題 においては、ラベリ

ングをした後 、各 持 ち物 を挙 げる順 番 をよく考 えます。そうすると、衣 服 に関 しては、上 半 身 の

服 、下 半 身 の服 、足 に履 く物 の順 番 に挙 げて、上 から下 へ１方 向 で説 明 するのが適 切 です。

また、同 じ枚 数 どうしの物 でまとめると、説 明 はより分 かりやすくなります。 
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（３）時 間 的 配 列 の秩 序 を守 る 

時 間 的 配 列 の秩 序 とは、時 間 の経 過 に従 い、時 間 の早 いことから順 を追 って説 明 していく

ことです。物 の作 り方 や実 験 の手 順 などを説 明 ・ 報 告 する時 には、時 間 が逆 行 しないように、

こ の 時 間 的 配 列 の秩 序 を 守 りま す 。 ま た 、 聞 き 手 （読 み 手 ）が 分 か りや すい よ うに 、順 序 を 表

現 する副 詞 （まず、最 初 に、はじめに、次 に、 それから、その後 、最 後 に、終 わりに等 ）を 有 効

に使 うようにします。 

例 えば、「ピザトーストの作 り方 を説 明 する」という課 題 では、作 業 過 程 が止 まったり、時 間 が

逆 行 したりしないように、使 用 する道 具 や食 材 を先 に言 います。それから、下 ごしらえをする必

要 のあるものがあれば、それも先 に説 明 しておき、その後 に実 際 の調 理 過 程 を説 明 していきま

す。 
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（４）概 要 の説 明 から詳 細 の説 明 へ 

相 手 に情 報 の全 体 像 （見 通 し）を与 えてから、部 分 の詳 しい説 明 をします 。道 案 内 をすると

きや、探 している物 の 外 観 を相 手 に 伝 える時 など、最 初 に 概 要 を 伝 えてから、 詳 細 な部 分 を

伝 え ま す 。 最 初 に 全 体 像 や 見 通 し が 与 え ら れ る と 、 情 報 の 受 け 手 は 情 報 の 内 容 を イ メ ー ジ

（理 解 ）しやすくなります。 
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C)  評価  

①対 話 の技 術 の評 価  

 生 徒 を２人 １組 にし、口 頭 試 験 を全 員 に実 施 しました。 

所 要 時 間 ：７分 以 内 （オーバーしたら減 点 ） 

 課 題 ：１人 が質 問 して、もう１人 が応 答 する「問 答 ゲーム」を交 互 に１回 ずつ 

１人 が 質 問 し て、も う１ 人 が 応 答 し 、その 応 答 の内 容 に関 して 、も う１ 度 質 問 をし

て応 答 する「問 答 ゲーム」を交 互 に１回 ずつ 

 質 問 文 ：当 日 、カードの中 から引 く 

 カードを見 てからのシンキングタイム：１５秒  

 

基 準 は以 下 に示 す「技 術 点 」と「構 成 点 」に分 け、４段 階 で評 価 しました。先 に示 した発 言

のルールの うち、 「①主 語 ･目 的 語 を入 れて文 で話 す②結 論 を 先 に言 う③理 由 を必 ずつ け る

④結 論 を最 後 に繰 り返 して言 う」を「対 話 の技 術 の４項 目 」として重 点 化 しました。 

 

基 準 を事 前 に生 徒 に示 し、その基 準 に従 って、教 員 が評 価 をしました。 

 

 

 

②作 文 の技 術 の評 価  

作 文 の技 術 においては、先 に示 したとおり、 

・「旅 行 に行 くとしたら海 と山 とどちらを選 ぶか」 

・「学 校 で毎 日 朝 読 書 をすることに賛 成 か反 対 か」 

・「自 分 が通 っていた中 学 校 の特 色 」を紹 介 する（例 を３つ挙 げて） 



 

- 79 - 

 

・「１学 期 にトレーニングした言 語 技 術 の内 容 」を紹 介 する 

・「『隣 の人 の意 外 な一 面 』というインタビュー記 事 」を作 成 する 

とのテーマで生 徒 に作 文 を書 かせました。それらの作 文 は、教 員 が 一 人 ひとり添 削 ・コメント

をし、フィードバックしました。以 下 に各 作 文 の評 価 基 準 を示 します。 

 

 

③説 明 の技 術 の評 価  

 説 明 の技 術 においては、 

・「キャンプの持 ち物 」を分 かりやすい説 明 に書 き換 える。（空 間 的 配 列 ） 

・イラストを見 て２泊 ３日 の旅 行 の持 ち物 を説 明 する。（空 間 的 配 列 ） 

・ピザトーストの作 り方 を説 明 する。（時 間 的 配 列 ） 

・糸 電 話 の作 り方 を説 明 する。（時 間 的 配 列 ） 

・駅 から目 的 地 までの道 案 内 をする。（概 要 から詳 細 ） 

・新 しく変 えた教 室 の机 の配 置 を説 明 する。（概 要 から詳 細 ） 
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を課 題 としてトレーニングしました。どのような説 明 が分 かりやすいか、 教 わった説 明 の技 術

をもとに、ペアもしくはグループで話 し合 います。そこで確 認 ・決 定 したことを各 個 人 で文 章 にま

とめさせました。 

 

「糸 電 話 の作 り方 を説 明 する」の授 業 の流 れを以 下 に示 します。 

１                           ２  

 

３                           ４  

 
５  
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話 し合 い中 は、それぞれの発 言 を所 定 のプリントにどんどんメモをさせます。説 明 しなければ

ならない情 報 は何 か、どのような表 現 をしたらより分 かりやすいか、どの順 番 で説 明 するのがよ

いか等 を複 数 の人 数 で考 えさせます。そのプリントは、主 体 的 に話 し合 いに参 加 しようとしてい

るか、説 明 の技 術 を活 かそうとしているか等 を評 価 する材 料 にしました。 

書 かせた作 文 は 、作 文 の技 術 における 評 価 と同 じように、 教 員 で一 人 ひとり添 削 ・コメント

をし、フィードバックしました。以 下 に生 徒 の作 文 例 と評 価 基 準 を示 します。 
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D)  １年 間 の総 括 、及 びその成 果 と今 後 の課 題  

  総 括  

最 初 に、「言 語 技 術 」の授 業 を１年 間 行 ってきての総 括 を述 べさせていただきます。 

１つめは、資 質 ・能 力 、特 に「何 ができるか」という点 を高 めるためには、基 本 の徹 底 した反

復 練 習 が重 要 であるということです。「言 語 技 術 」はスキルですので、運 動 と同 じで何 度 も繰 り

返 し練 習 をすればするほど向 上 します。生 徒 たちのスキルが日 を追 って伸 びてくるの を実 感 し

ました。これは他 の教 科 においても 言 えることだと思 います 。高 校 においては学 習 すべき内 容

が多 い分 、学 習 の進 行 も速 く、次 々と新 しい内 容 に移 っていきます。ゆえに、身 につけるべきこ

と・能 力 を定 着 させるための反 復 トレーニングはなかなか実 施 できていないケースが 多 いのでは

ないかと思 います。 

２つめは、言 語 能 力 の育 成 には、ストラクチャー（型 ・構 造 ）をまず教 えることが効 果 的 である

ということです。ストラクチャーを理 解 し、身 につけた生 徒 たちは、抵 抗 なく話 すようになりました

し、文 章 も勢 いよく書 きます。思 考 や表 現 においては、基 本 となる型 を身 につけた後 に、創 造

性 や独 創 性 も生 まれるように思 います。 

３つめは、対 話 の技 術 をトレーニングしてから、書 く技 術 の トレーニングに移 る方 が効 果 的 で

あるということです。いきなり書 くという作 業 になると、手 が止 まり固 まってしまう生 徒 も多 くいます。

相 手 がいる即 時 的 な対 話 の中 で、結 論 ―理 由 という論 理 的 思 考 のトレーニングを繰 り返 して

いった方 が、書 くトレーニングの時 よりも思 考 の整 理 の仕 方 が早 く身 につきます。また、対 話 の

中 で 相 手 に うまく 伝 わら な い場 面 に な った時 、 不 足 の 情 報 を 自 ら補 う よ うに な ります 。 こ うした

他 者 の存 在 が、言 語 能 力 の獲 得 に寄 与 しているということを強 く実 感 しています。 

 

  成 果  

学 年 末 の２月 に、１年 生 全 員 を対 象 に、「言 語 技 術 」に関 するアンケートをとりました。 以 下

がその結 果 をまとめたものです。 
（1年生限定）言語技術の授業に関するアンケート

問1.話をする際に、結論を先に言うこと・主語を明らかにすること・

ﾅﾝﾊﾞｰﾘﾝｸﾞなどの大切さを理解した
 問2.話をする際は聞く際に、5W1Hの重要性を理解した。

問3.対話の技術を、言語研究技術の授業以外の場面でも

意識して活用できるようになった 問4.文章を書く際に、ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌの校正が理解できた
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①たいへんにそう思う

②かなりそう思う

③まあまあそう思う
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⑤全くない

無回答
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④あまりそうではない

⑤全くない
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対 話 ・作 文 ・ 説 明 の各 技 術 の重 要 性 ・有 効 性 を 感 じた かとい う質 問 に対 して 、６０％ 前 後

の生 徒 が「大 変 そう思 う」「かなりそう思 う」と回 答 しています。「まあまあそう思 う」という回 答 まで

含 めると、全 体 の９５％を占 めるほどでした。多 くの生 徒 が、「言 語 技 術 」の重 要 性 ・有 効 性 を

実 感 したようです。 

また、同 じアンケートにおいて、日 本 語 と英 語 の構 造 における相 違 点 や共 通 点 を意 識 する

ようになったと回 答 した生 徒 は７５％おり、日 本 語 で学 んだ「言 語 技 術 」を英 語 の授 業 で活 用

できたと回 答 した生 徒 は７９％いました。英 語 の学 習 ・習 得 にも 「言 語 技 術 」の授 業 が寄 与 し

ていることが分 かります。 

２０ １６ 年 度 か ら 算 出 される よ うに なっ た 英 検 の ＣＳＥ スコ アに おい て 、 第 １ 回 か ら 第 ３ 回 ま で

通 し て の Wri t ing の ス コ ア を 見 て み る と 、 ２ 級 で は １ 年 生 506.80 、 ２ 年 生 500.02 、 ３ 年 生

問5.作文の技術を、言語技術の授業以外の場面でも 問6.説明をする際、ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞや時間的・空間的配列などを用いて、

活用できるようになった 相手に伝わりやすくする説明のことの大切さが理解できた

問7.説明の技術を、言語技術の授業以外の場面でも活 問8.英語で書いたり話したりする際に、言語技術で学んだ

用できるようになった 言語の構造を意識するようになった

問9.英語の日本語の構造の相違点や共通点を意識するようになった 問10.言語技術で学んだことを、英語の授業で活用することができた
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499 .86、準 １級 では１年 生 562.31、２年 生 548.35、３年 生 549.32 と、どちらも１年 生 が高 い

結 果 となりました。パラグラフ・ライティングの学 習 は、本 校 のカリキュラムでは本 来 、２年 生 の英

語 で行 っていますが、「言 語 技 術 」の授 業 で 、日 本 語 →英 語 の順 でパラグラフ・ライティング を

学 んだ１年 生 の方 のスコアが高 いことから、「言 語 技 術 」教 育 の１つの成 果 と考 えられます。 

各 教 科 の授 業 やクラスでの話 し合 いの場 面 では、生 徒 たちが結 論 ・理 由 の順 番 で発 言 し、

ナンバーリングを用 いる ようにな りました 。その 結 果 、 議 論 の進 行 がスムーズにな り 、議 論 の 中

身 も今 までより濃 いものになっていると、１学 年 担 当 の教 員 全 員 が感 想 を 寄 せてくれています。 

英 会 話 の授 業 や英 作 文 の課 題 において、これまでの生 徒 たちに比 べ、とても積 極 的 に話

し、書 いていると外 国 人 講 師 が語 っていました。これは、発 言 する際 や文 章 を書 く際 の「型 」を

学 んだ結 果 であると考 えられます。 

 

  今 後 の課 題 および改 善 点  

今 年 度 はゼロからのカリキュラム作 成 で、試 行 錯 誤 をしながらの実 施 でした。特 に 、英 語 に

よる「言 語 技 術 」のトレーニングをどのように織 り交 ぜていくかに苦 心 しました。今 年 度 の反 省 を

もとに、よりよいカリキュラム作 りをしてまいります。また、次 年 度 は取 り扱 う内 容 を精 選 し、授 業

を進 める速 さも少 し上 げるようにしようと 思 います。そして、生 徒 たちが１年 間 通 して飽 きないよ

うに、授 業 内 課 題 の難 易 度 を少 し難 しめに設 定 しようと思 います。 

２月 のアンケートでは、９５％の生 徒 が「言 語 技 術 」の重 要 性 ・有 効 性 を実 感 しているものの、

「言 語 技 術 」を他 の場 面 で活 用 できるようになったかという質 問 に対 して、「そう思 う」と回 答 し

た生 徒 が、対 話 の技 術 で７４％、作 文 の技 術 で８４％、説 明 の技 術 で７６％と、割 合 が少 し下

がっています。「言 語 技 術 」の授 業 内 だけで活 用 できる力 を向 上 させるには限 界 があるので、

他 の教 科 と連 携 し、学 校 全 体 としても、「言 語 技 術 」を活 用 する場 面 を増 やしていく努 力 が必

要 だと感 じています。そのためにも、全 教 員 に対 する「言 語 技 術 」の研 修 会 の実 施 を 計 画 して

いきたいと考 えています。 

１年 生 約 ３５０人 の生 徒 に書 かせた 作 文 の 添 削 を、 正 教 員 １名 と 非 常 勤 講 師 ２名 の体 制

で行 ったが、かなりの負 担 でした。大 学 院 生 、もしくは学 部 生 のＴＡを配 置 し、さらにきめ細 や

かな文 章 指 導 を行 っていけるような体 制 を整 えていきたいと思 います。合 わせて、今 年 度 作 成

した評 価 のためのルーブリックや、自 己 ・相 互 による評 価 方 法 の改 訂 ・開 発 もさらに推 進 して

まいります。 
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5.  フィールドワーク  

A)  1 年間で行ってきたところ 

                                                                          

  

B)カリフォルニア 

C)岩手  

D)広島  

F)J ICA（市 ヶ谷 ） 

G)ハンセン病資料

館 （東村山 ） 

E)沖縄  
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B)  カリフォルニア  

  期 間 ：８月 20 日 （土 ）～８月 27 日  

  場 所 ：アメリカ・カリフォルニア州  

  主 な訪 問 地 ：カリフォルニア大 学 アーバイン校 、アメリカ創 価 大 学 、サイモン・ヴィーゼン

タール寛 容 博 物 館 、全 米 日 系 人 博 物 館  

  目 的  

国 際 人 権 法 の 観 点 から 核 問 題 に つい ての 、ア メ リ カ 人 の 高 校 生 ・大 学 生 ・ 一 流 識 者 との

意 見 交 換 を行 う。 

  事 前 学 習  

創 価 大 学 飯 田 順 三 法 学 部 教 授 をお招 きし、国 際 人 権 法 の基 礎 について学 ぶ連 続 講 座

を実 施 。 

   2016.5 .13     ①「人 権 とはどういうものか」の意 見 定 義 作 り  

②映 像 「人 権 のための連 合 」の視 聴  

2016.  6 .21  7 つの項 目 (国 際 社 会 、国 際 連 合 、国 際 法 、条 約 、世 界 人 権 宣

言 、権 利 、人 権 )の講 義 。動 画 「 The 30  Ar t ic les  o f  Human  R ights  

（英 語 ）」を使 用 しての、国 際 人 権 法 全 30 条 を英 語 と和 訳 の照 合 。 

2017.7 .12  飯 田 教 授 著 『 国 際 法 へ の 誘 い 』 の 第 18 ・ 19 話 を 「 Uni ted  

Nat ions  Human R ight s  o f f i c e  o f  the  h igh  commiss ioner 」を学 習 。 

 

  １日目  

雨 および混 雑 のため、離 陸 が３０分 遅 れた JL62 便 は、天 候 の不 順 もあり、予 定 時 刻 より４０

分 程 度 遅 れて到 着 。さらに入 国 審 査 に時 間 がかかりましたが、全 員 が無 事 入 国 しました。 

 

  ２日目  

２日 目 は、朝 からサイモン・ヴィーゼンタール寛 容 博 物 館 を見 学 。ボランティアのスティーブさ

んの案 内 で、ホロコーストがいかにして「普 通 の人 」の心 で生 まれ、殺 し、殺 されるよう になって

しまうのかを学 びました。また、同 時 に「普 通 の人 」がナチズムの狂 気 の中 で犠 牲 を払 って人 を

救 おうとしたことも学 びました。そしてそのいずれにもなりうる可 能 性 が私 達 の心 にあることを教

訓 としました。 

昼 食 の後 、ガイドのトム中 込 さんが車 で UCLA キャンパス内 をガイドして下 さいました。街 自

体 が大 学 という光 景 に圧 倒 されました。世 界 の一 流 の知 性 が交 流 する空 気 を感 じることが出

来 ました。 

午 後 は全 米 日 系 人 博 物 館 を訪 問 。日 系 人 がアメリカ社 会 においてどのように、人 種 差 別

の対 象 となったのかをしっかりと学 ぶことが出 来 ました。ここ でも自 分 たちの心 にある「偏 見 」に

気 づくことの大 切 さをガイドさんに語 っていただきました。 

夕 方 にカリフォルニア大 学 アーバイン校 に到 着 しました。 
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  ３日目  

午 前 中 は カ リ フ ォ ルニア 大 学 ア ー バ イ ン 校 につ い て オリエ ン テ ー ション を 受 け た 後 、 早 速 ２

人 のゲストスピーカーによるレクチャーがありました。 

文 化 人 類 学 部 の博 士 課 程 研 究 生 のミンディ・タウベルグさんより、アメリカにおけるユダヤ人

とムスリムの問 題 についての講 義 がありました。非 常 に高 度 で難 解 な 内 容 の社 会 問 題 でし た

が、生 徒 の理 解 と反 応 に合 わせて、単 語 レベルまで丁 寧 に解 説 をしてくれました。よく理 解 で

きた 生 徒 は自 信 をも ち、 あま り 理 解 でき なか った 生 徒 も 、タ ウ ベル グさん の情 熱 を感 じ て 、 よ り

深 く勉 強 しようという決 意 をしました。また私 自 身 、教 育 者 としても大 変 に勉 強 になりました。  

 続 けてオレンジ・カウンティのグループ間 問 題 交 渉 のための NPO である、OC ヒューマン・リ

レーションズの紛 争 仲 介 人 ペコ・ゴミス氏 が、オレンジ・カウンティ内 におけるグループ間 や個 人

間 における紛 争 解 決 の際 について講 義 がありました。紛 争 解 決 人 には忍 耐 強 く聞 く姿 勢 をも

つことと、高 いコミュニケーション能 力 が必 要 であると のお話 を頂 きました。またアフリカ出 身 の

ゴミス氏 は９カ国 語 を操 ることができ、語 学 ができることで交 渉 の際 により良 い人 間 関 係 が作 る

利 点 にも繋 がるというお話 でした。 

 午 後 は 、 ４ 日 間 お 世 話 に な る コ ン バ セ ー シ ョ ン ・ パ ー ト ナ ー と ４ つ の グ ル ー プ に 分 か れ て

UCI の巨 大 なキャンパスを散 策 しました。ゲームなどを通 じ、会 話 をする中 で、終 了 する頃 には

自 信 を持 って英 語 を使 用 する姿 に、感 心 しました。 

 夕 方 には図 書 館 や自 習 室 など大 学 の施 設 を利 用 しながら、明 後 日 のプレゼンテーション

の準 備 を進 めていました。一 流 大 学 の図 書 館 と自 習 室 の雰 囲 気 に圧 倒 され、本 物 の学 びの

雰 囲 気 を感 じることが出 来 ました。 

 

  ３ 日目  生徒感想  

「はじめのオリエンテーション、またユダヤ人のムスリムの話についてのレクチャーは、きちんと聞 き取

って理解することもできましたし、質問 もできました。英語力 という点 でまず安心できるやりとりができて

よかったです。ユダヤ人 とムスリムに関 して、そんなにもアメリカでヘイトがあったのだということを知 らなく

て、とにかく驚 きましたし、残念 でした。質問でも言 ったように、怖 いことを考 えるような人 はごく一部 な

のに、偏見は恐ろしいなと思います。その後のレクチャーは、突然の話題の始 まりや英語の訛 りなど

があって、正直半分 くらいしか聞 き取れませんでした。話 す人によってまだまだこのようなことがある状
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況なので、もっと勉強 しなければならないなと改めて感 じました。その後のパートナーとの学内散策で

は、スムーズに話 すこともできましたし、大学の様々なところを回 り、写真 も撮 り、お土産 も買 えて、す

ごく充実 した散策 となりました。」  

 

  ４日目  

本 日 の午 前 中 は UCI エクステンションセンターのジェフ・デービス氏 より、「アメリカの大 学 進

学 のために」という内 容 で、UCI エクステンションセンターがどのようなプログラムを用 意 している

のかの説 明 を受 けました。日 本 とアメリカの大 学 とのシステムとしての違 いを丁 寧 に説 明 してく

ださり、留 学 を考 えている生 徒 のみならず、高 等 教 育 で学 ぶためのビジョンをより具 体 的 にす

るための大 切 な機 会 となりました。 

午 後 は、著 名 な国 際 人 権 法 の研 究 者 であられる、デビッド・ケイ教 授 による特 別 講 義 があり

ました。授 業 と会 議 のお忙 しい合 間 をぬって、学 園 生 のために１時 間 を割 いてくださいました。

生 徒 たちはこの日 まで、創 価 大 学 飯 田 教 授 の講 義 を受 けるなど、国 際 人 権 法 について基 本

的 な学 習 を行 ってきました。それに加 え、ケイ教 授 のわかりやすく、親 しみやすい講 義 に引 きこ

まれ、生 徒 たちは大 変 に満 足 して、楽 しく授 業 をうけることが出 来 ました。質 疑 応 答 の時 間 に

も誠 実 に応 えてくれる姿 は大 変 に感 動 しました。 

コンバセーション・パートナーとの交 流 も深 まり、日 を追 うごとに自 信 を持 って英 語 を使 うよう

になってきました。その成 果 は、リサーチのためキャンパス内 でアンケートを取 る姿 にも現 れてい

ます。 

 

  4 日目  生徒感想  

 「最初のプレゼンでは自分の知 らない事が色々知れて物の見方が広がったような気がします。

また 87 も UCI には学部があると知 っていろんな事が学べる、自分の将来を選択するチャンスが増

えるんじゃないかとすごく魅力的に感 じました。」  

 

 「国際法の話は自分が将来のために理解 しておくべき事が詳 しく学べて本当に良かったです。

質問への回答 も的確 で自分がぼんやりとしか理解 していなっかたことを明確に答 えてくださっていた

ので新たな発見が沢山あり、とても面白かったです。分からなかったところも後 で、みんなで情報 をシ

ェアして理解できました。それでも聞 き取れなかったりしたのは悔 しく、英語 を勉強する際のモチベーシ

ョンにつなげていきます。とても貴重な機会になりました。」  

 

 「今 日 のプレゼンテーションはどちらも、内容 、お話 （冗談 なども）ともに理解 でき、今回の研修

の中で最 も有意義な時間を過 ごせたのではないかと思います。1 つ目のジェフさんのプレゼンでは、

UCI だけでなく、僕が進 もうと思 っているアメリカ創価大学 （リベラルアーツカレッジ）についてもさらな

る情報が得られ、自分の進路についての考えがさらに深 まりました。UCI についての情報の中で驚

いたことは、聞いたことのない学部があったことです。2 つめのケイ教授のプレゼンでは、前から準備 し

ていたこともあり、教授のバックグラウンドについてのお話 も含めて理解できました。質問 もすることがで

き、聞 く側の態度 もこれまででもっともよくできたと思います。」  

 

  ５日目  

５日 目 は、この日 まで準 備 を重 ねてきた研 究 内 容 を、地 元 のタスティン高 校 の模 擬 国 連 部

の３名 のメンバーと UCI 生 スタッフの前 で、プレゼンテーションを行 いました。それぞれのテーマ
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は、1、全 米 日 系 人 博 物 館 報 告  ２、サイモン・ヴィーゼンタール寛 容 博 物 館 報 告  ３、「人 間

の安 全 保 障 」概 念 に おける核 兵 器 に関 する 一 考 察  ４ ，「 核 兵 器 の存 在 は 国 際 法 に 反 して

いるか」 となりました。４人 ずつ４つのグル ープに別 れて発 表 するごとに、現 地 の高 校 生 からの

質 問 と意 見 が飛 び込 んできます。日 本 語 でもなかなか行 わない、白 熱 した授 業 となりましたの

で、当 然 思 うよ うに表 現 できず、悔 しい思 い をする事 もありましたが、それでも必 死 になって伝

える姿 は大 変 に立 派 でした。現 地 高 校 生 と一 緒 になって発 表 をしてくれたカールさんも、 UCI

に語 学 研 修 に来 る日 本 の大 学 生 よりもレベルが高 く、立 派 な発 表 だと感 心 していました。  

 ２時 間 に及 ぶ発 表 と討 議 の後 は、高 校 生 ・ UCI 学 生 スタッフとともに昼 食 。同 じ高 校 生 と

しての生 活 の違 いなどをじっくりと歓 談 していました。 

 午 後 にはコンバセーション・パートナーとともに、 GLP で使 用 する、沖 縄 ・東 京 ・カリフォル

ニアの同 世 代 の意 識 調 査 のためのアンケート調 査 をキャンパスおよび近 隣 施 設 で実 施 。すべ

て英 語 での声 掛 けにもかかわらず、１日 で１００人 から回 答 をもらっていました。 

 

  5 日目  生徒感想  

「今日は午前にプレゼンがあり、とても緊張 しました。ですが、ディスカッションや質疑応答は、予想

に反 して楽 しかったです。4 グループすべてのプレゼンが、確実に最初 よりも良 くなったと感 じました。タ

スティン高校 の生徒 さんの会話のスピードは速 く、質 問 の内容のレベルが高いと思 いました。また、

アメリカの高校生は、今日来てくださったタスティン高校の生徒 さんのように、核兵器に対 してしっかり

と自分の意見 を持 っているのかを知 りたくなりました。日本の高校生は核兵器についてどのような意

見 を持 っているのか、英字新聞で行 うサンプリングが楽 しみです。私は核廃絶に向けて、平和の創

造に向けて何ができるか、プレゼンを聞 く中 で改めて考 えていました。ただ論理的に自分たちの立 て

た仮説 を証明するだけでなく、核廃絶に対 してできることを提案 して行動 していくことが重要だと思い

ました。核兵器の問題は地球に住む人間すべてにとっての問題なので、人類が共通 して持 ってい

るものや当 てはまるもので核廃絶 を行 っていきたいと思いました。また、核 を生み出 したのも人間であ

り平和 を創 っていくのも人間 なので、私 は大学 で人間について学 びます。その人間の人格 を育 む

教育についてももっと学 んでいきます。」  

 

「私 の班はサイモン・ヴィーゼンタール寛容博物館 についてだったこともあり、ホロコーストの話が多

く、たくさん質問 ももらいました。しかし、発表の際 には他の人が全部答えてくれて自分だけ発言する

ことがなくそれがとても悔 しかったです。その後のディスカッションではちゃんと話ができたので良かったで
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す。私 が話 をしたアメリカの高校生はみんな私 より年下 でしたが、自分の考 えというものをしっかり持

っていて本当にたくさんのことを学 んでいるんだなと衝撃 を受 けました。それに対 して日本はホロコース

トの話など教科書でもたったの数行程度 しか載 っていなく、自然 とそういうことを学ぶ機会は少なくな

っていると思います。そういった負の歴史 をしっかり学 んで同 じ過 ちを繰 り返 さないための教育 を日本

はもっと展開 して行 くべきではないか、そう思いました。同 じ年代のしかも国が違 う人たちとこう言 ったと

ても濃い話ができてとても刺激 を受けましたし、もっとたくさん自分は学ばなければならないと感 じました。

また、日 本 に帰 ってこの話 を周 りの友達 にも伝 え同 じように自分 たちの学 びの必要性 を共 に再認

識 していきたい、そしてその役割 をしっかり果 たさなければならないと強 く思 いました。」  

 

  最終日  

早 朝 に UCI を出 発 し、JAL61 便 に搭 乗 し、日 付 変 更 線 を越 えて、翌 朝 帰 国 しました。 

 

C)  岩手  

  期  間  ７月 ２５日 ～２７日 の３日 間  

  参 加 者  高 校 1 年 生 ３名  高 校 ２年 生 ３名  高 校 ３年 生 ６名  計 12 名  

  目  的  

私 たちは「環 境 」をテーマに岩 手 県 で大 きく二 つの行 程 を行 いました。一 つは、エネルギー

自 給 率 160％とも言 われる町 、くずまき町 を訪 れ、体 験 的 に環 境 への取 り組 みについて学 ぶ

こと、そしてもう一 つは、3.11 の東 日 本 大 震 災 の津 波 で甚 大 な被 害 を受 けた町 、陸 前 高 田

市 を訪 れ復 興 の様 子 を学 ぶことです。出 発 前 には、創 立 者 が｢新 ・人 間 革 命 ｣清 新 の章 で、

東 日 本 大 震 災 について書 き綴 ってくださり、その中 で FW 先 となる陸 前 高 田 についても触 れ

てくださりＦＷに大 きな意 味 を感 じての出 発 となりました。  

  事 前 学 習 ・準 備  

  ジグソー法を用いた環境問題に関する基礎学習  

  現地での Interview のための Quest ion  Sheet の作成  

  行 程  

  １日目  

一 日 目 、クリーンエネルギーの町 、「葛 巻 町 」を訪 れました。私 たちは、目 の前 に広 がる草 原

や山 々に、大 自 然 の力 を全 身 で感 じました。くずまき高 原 牧 場 では、乳 牛 への餌 やり 体 験 も

行 い、ここで私 たちは「命 」の尊 さに直 面 することになりました。牛 の寿 命 は通 常 13 年 と言 わ

れます。でも私 たちが柔 らかくて美 味 しいお肉 を食 べるために、この牛 たちは産 まれて 2 年 で
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その命 を奪 われます。夜 ご飯 には牧 場 で育 った牛 の焼 肉 をいただき、私 たちは生 きるために、

経 済 動 物 の「命 」をいただいているのだということを強 く突 きつけられました。そして、酪 農 家 さ

んたちは、毎 日 、“命 ”と接 し、その“命 ”を受 けて生 きている消 費 者 の“命 ”を預 かり、生 半 可

ではない覚 悟 をもって仕 事 をされていることを、直 接 、学 びました。また、牧 場 内 で出 た牛 の糞

や生 ごみなど本 来 廃 棄 するものを使 った“バイオガス発

電 施 設 ”や、町 で最 大 の風 力 発 電 所 を見 学 しました。こ

うした施 設 は町 の産 業 とも密 接 に関 わっていて、地 球 環

境 問 題 に取 り組 みながら、地 域 も活 性 化 せていくための

工 夫 がたくさんありました。そしてまた、葛 巻 町 の皆 さん

は、この小 さな町 で、真 剣 に地 球 のことを考 え、また地 域

のために行 動 される情 熱 にあふれて、とても感 動 しまし

た。 

 

  生徒感想  

「今 日 を目指 して皆 で事前学習 を重ねてきましたが、

実 際 に訪 れてみて、得 るものが本 当 に沢 山 ありました。

他の酪農家なら捨 ててしまう家畜の糞尿や林業の中で

出 た木 屑 などの産 業 廃 棄 物 を最 大 限 に利 用 するな

ど、30 年 、100 年先 を見据 え、環境問題のために行

動 されていることに感動 しました。」  

 

「晴天の中 、畜産体験や原木シイタケの収穫など貴

重な経験 をすることができました。循環型農業では、地球環境のために徹 底的に無駄 をなくそうと

される執念に感動 しました。そして何 より、自分 たちの利益だけでなく地球環境のためにという、携わ

る人たちの情熱が葛巻町を発展 させているのだと感 じました。」  

 

  ２日目  

二 日 目 午 後 からは、陸 前 高 田 市 に向 かいました。まず私 た

ちは、追 悼 施 設 に向 かいました。そして私 たちは、当 時 の津

波 による被 害 の様 子 がそのまま残 されている道 の駅 、

「TAPIC45」を特 別 に見 学 させていただきました。本 来 なら海

にあるはずの養 殖 用 の網 やホタテの貝 殻 が、高 さ１５メートルも

の階 段 に打 ち上 げられていました。グニャグニャに曲 がって垂

れ下 がっている鉄 筋 や、打 ち砕 かれたコンクリートの壁 など、

被 害 の大 きさは私 たちの想 像 をはるかに超 えていました。これは、津 波 が 15.1 メートルの高 さ

まで到 達 したことを表 す看 板 です。津 波 が来 て、引 いていくまでのたった８分 間 で何 もかもが

無 くなってしまった町 を見 下 ろし、ショックで、誰 も言 葉 を発 することができま せんでした。自 然

の恐 ろしさと、それに一 瞬 で呑 み込 まれてしまったたくさんの人 々の尊 い命 を想 い、一 人 ひとり
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がその現 実 をどう受 け止 めればいいか、どう言 葉 に表 せばいいかわからなかったのです。 しかし

その夜 の、陸 前 高 田 の同 志 の皆 様 との懇 談 では、「亡 くなった人 の分 まで、生 かされた私 たち

は人 生 をかけていくのです。」「大 悪 起 これば大 善 きたる。こんな大 悪

が、と思 っていたけれど、池 田 先 生 との原 点 をつくらせていただき、大

善 でした。」と皆 さん、笑 顔 で被 災 体 験 を語 って下 さいました。その強

さに、その明 るさに、逆 に私 たちの方 が励 まされ、言 葉 に尽 くせぬ涙

であふれました。 

 

  生徒感想  

「午 前 は葛巻町 で風 力発電 について学 びました。間 近 で見 た風力

発電 施設 は想 像 より遙 かに大 きく圧 倒 されました。どこまでも根 底 には

「環境のため」との思いがあり、一つ一つの工夫にとても感動 しました。」  

 

「陸前高田市の被災者の皆 さんとの懇談会では、3・11 当時の詳 しいお話や苦労 を伺 うこと

ができました。誰 もが、大切な知 り合いを亡 くされていて、ご自身が生 き残 った事の意味を考 え、また

支 えてくれた人々への感謝の気持ちを持 って、今 を生 きていました。僕 たちに今できることは “忘れな

いこと ”そして “伝えること ”です。しっかりと心に刻み、周囲に語 り、進んでいきます。」  

 

  ３日目  

最 終 日 には、プレハブのままの陸 前 高 田 市 役 所 で復 興 局 の局 長 や、教 育 長 との懇 談 をし

ていただきました。皆 さん、口 々に「津 波 で全 てを流 されたが、新 しい街 をつくるチャンスだと感

じている。」と語 られていました。教 育 長 もまた、お母 さまを津 波 で亡 くされていました。陸 前 高

田 市 の皆 さんは誰 もが大 切 な人 を亡 くされ、大 きな悲 しみを抱 えながらも、町 のため、亡 くなっ

た大 切 な人 の分 まで、自 らの人 生 と向 き合 い、行 動 されていました。私 たちはこの岩 手 FW で

くずまき町 と陸 前 高 田 市 を訪 れ、それぞれ違 う角 度 での、「自 然 の力 」と、「命 の尊 さ」を学 ぶこ

とができました。そこで学 び得 た財 産 を胸 に、また新 たな気 持 ちで学 び抜 いていきます 。 

 

  生徒感想  

「復興の槌音が響 く陸前高田の町 を視察 し、かさ上 げ現場や災害公営住宅など、一歩ずつ

着実に復興が進んでいる様子に感動 しました。また同時に、教育長や復興局長のお話 で、まだ

まだ課題があることも学 び、その難 しさを痛感 しました。次の時代 を担 う私 たちが学 び力 をつけること

が復興のためにできることなのだと感 じました。」  

 

「被 災 された方が、皆 さん「津波 てんでんこ」の話 しをされました。まず自分 で自分の命 を守 る事

がどれだけ大切か、実際に経験 された方々の言葉には重みがありました。震災から五年 。一年 ま

た一年 と変化する町の写真 を見 て、復興へ進む陸前高田の皆 さんに負けないように、自分 ももっ

と前進 していこうと決意 しました。」  
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D)  広島  

  期 間  ７／２１（木 ）～２３（土 ）の３日 間  

  参 加 者  １２名 （1 年 生 5 名   2 年 生 4 名    3 年 生 3 名 ）（希 望 者 抽 選 ） 

  目 的  

地 球 規 模 課 題 の一 つである「核 兵 器 」をテーマに、原 爆 投 下 より 71 年 を迎 える広 島 県 広

島 市 を訪 れ、広 島 平 和 記 念 資 料 館 (原 爆 資 料 館 )・平 和 記 念 公 園 の見 学 、広 島 平 和 文 化

センター小 溝 泰 義 理 事 長 、被 爆 者 の方 との懇 談 会 を通 して、戦 争 と平 和 、そして核 廃 絶 へ

向 けた取 り組 みを学 ぶ。 

  事 前 学 習  

被 爆 体 験 や原 爆 被 害 の概 要 、オバマ大 統 領 の 広 島 演 説

等 、多 くの資 料 がおさめられた学 習 冊 子 を読 み、ディスカッシ

ョンを通 して深 め合 った。 

  行 程  

  １日目  

広島到着後、午後か らは広島池田平和記 念会館に

て被爆体験の語り部 ・竹岡智佐子さんと 語り継ぎ

部・東野真里子さん 母娘との懇談会及び 、会館内の常設展示 を見学しました。懇

談会では、ご高齢の 竹岡さんが命をけず る思いで、壮絶な被 爆体験とともに「自

分と同じ地獄を、誰 にも味わわせてなる ものか」との強い誓 いを語ってください

ました。常設展示で は創立者の平和運動 とそれを後継する青 年の取り組みを学び

ました。原爆の残酷 さを学ぶとともに、 平和とは何か、その 実現の為に自分に何

ができるかを、参加 生徒一人ひとりが必 死に考え始めた一

日となりました。  

 

  生徒感想  

「今 まで原爆 というものが悲惨 だということは分 かってはいたものの、

詳 しくは知 らず漠然 としたイメージしかありませんでした。本日のお話 を通

して原爆 というものがいかに悪なのかを詳細に知 ることができました。そし

てこんなことをもう二度 と引 き起 こしたくない、と心の底から強 く思いました。二度 と引 き起 こさないため

には東野 さんのように語 り継いでいく存在が大切だと感 じました。私 たちもまた周 りの人に語 り継いで

いきたいと思います。これからの研修でもっと平和について学んでいきます。」  

 

  ２日目  

午 前 中 は、広 島 平 和 記 念 資 料 館 を見 学 後 、ボランティアガイドの品 川 さんに案 内 していた

だきながら広 島 平 和 記 念 公 園 内 を巡 り、慰 霊 碑 で黙 祷 を捧 げました。午 後 は、放 射 能 影 響

研 究 所 を訪 問 し、長 年 にわたる放 射 能 研 究 の目 的 と研 究 成 果 について学 びました。夜 には

広 島 平 和 文 化 センターの小 溝 理 事 長 との懇 談 会 を持 ちました。外 交 官 として平 和 運 動 の第

一 線 を走 り続 けて来 た理 事 長 の生 き方 に大 きな触 発 を受 けました。  
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  生徒感想  

「資料館で自分の目で直接被害 を見 たことで、言葉に表せないほどの悲惨 を実感 しました。ま

た、平和記念公園 を歩 き、公園 を設計するとき平和の思いを込めて真剣に考 えられたこと、沢山

の国や人によって様々な木が贈られたことからなんて平和の決意があふれている公園なんだろう、こ

こに世界中の人々全員が訪れたら世界平和は実現するんじゃないかと感 じました。小溝理事長

のお話からは一人の行動の大切 さ、相手 を尊重することの大切 さを改めて学びました。どんなにくじ

けそうになっても何度 も立 ち上がっていきます。」  

 

  ３日目  

最 終 日 は、朝 からSGH校 の先 輩 である広 島 女 学 院 高 等 学 校 を訪 問 し、施 設 の見 学 ととも

にテーマを設 定 したグループディスカッションを行 いました。高 校 生 として核 廃 絶 のために何 が

できるのか、真 剣 に広 島 の原 爆 投 下 という歴 史 について学 び、考 え、行 動 してきた女 学 院 生

との交 流 は生 徒 たちにとって宝 の出 会 いとなりました。 

 

  生徒感想  

「原子爆弾投下の地である広島の高校生は、他人事に思われがちな原子爆弾から目 をそらさず

に、真剣に歴史 と向 き合 っていました。一番印象に残 ったのは、『どちらが悪いのかを考 えるのは時

間の無駄 』という意見です。責任の押 し付け合いをしても平和が実現できないばかりでなく、かえっ

て争いを生み、犠牲者 を出すだけです。大切なのは、対話によってお互いが納得できる結論 を導 き

出すことだと思います。そたためには事実 をしっかりと知 る必要があります。3日間で吸収 したものを他

の人にも伝 え、平和の波動をここから起 こしていきます。」  
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E)  沖縄  

  期  間  ８月 １０日 ～１２日 の３日 間  

  参 加 者  高 校 2 年 生 4 名  高 校 3 年 生 4 名  計 8 名 （いずれも GLP 生 ） 

  目  的  

唯 一 の地 上 戦 であった沖 縄 戦 の事 実 と当 時 の人 権 問 題 について、博 物 館 見 学 や壕 内 部

の見 学 、戦 争 体 験 聴 講 を通 して学 ぶ。また、那 覇 国 際 高 校 の生 徒 と、現 在 の沖 縄 が抱 える

基 地 問 題 や東 京 都 沖 縄 での平 和 学 習 の違 いなどについてディスカッションするとともに、交 流

を深 める。 

  事 前 学 習 ・準 備  

・書 籍 やインターネットを活 用 して沖 縄 戦 について学 びました。 

・４人 ごとのグループに分 かれ、以 下 の研 究 テーマを設 定 しました。 

  研 究 テーマ 

「沖 縄 県 民 に対 する日 本 兵 の異 民 族 意 識 が沖 縄 戦 の被 害 を深 刻 化 させたのか」  

「沖 縄 戦 において皇 民 化 教 育 が当 時 の沖 縄 住 民 の集 団 自 決 を助 長 したのではないか」  

・現 地 で行 うインタビューに備 え、質 問 項 目 を作 成 しました。  

  行 程  

  １日目  

到 着 後 、 沖 縄 県 立 那 覇 国 際 高 等 学 校 生 徒 ９ 名 と 共

に 、ひ めゆ り 平 和 祈 念 資 料 館 を 見 学 しま した。 当 時 の 壕

の 内 部 を 再 現 した ジ オラ マ や 戦 争 体 験 がま とま っ た 資 料

を食 い入 るようにながめ、ひめゆり学 徒 隊 について学 びあ

いました。  

沖 縄 平 和 祈 念 資 料 館 に移 動 して常 設 展 示 を見 学 し、沖 縄 戦 前 後 の沖 縄 の状 況 や当 時

の教 育 について学 びました。その後 、同 館 会 議 室 にて那 覇 国 際 高 校 と交 流 会 （ピースフォー

ラム）を 開 催 しました 。 短 時 間 ではあ りました が、今 の沖 縄 の教 育 や生 活 について など 、 有 意

義 な語 らいとなりました。  

終 了 後 には平 和 祈 念 公 園 に移 動 し、園 内 の平 和 の礎 にて記 念 撮 影 と平 和 祈 念 公 園 の

見 学 を行 いました。園 内 には平 和 の礎 という国 籍 や軍 人 ・民 間 人 の区 別 なく沖 縄 戦 で亡 くな

ったすべての人 々の氏 名 を刻 んだ祈 念 碑 があり、それらを両 校 生 徒 が丹 念 に見 て回 りました 。

また、公 園 一 帯 は沖 縄 戦 の終 結 の地 である摩 文 仁 の丘 でもあ

り、激 戦 中 、この崖 から多 くの日 本 兵 や住 民 が身 を投 げたとの

話 を 聞 き 、 当 時 の 凄 惨 な 状 況 に 思 い を は せ る 一 日 と な り ま し

た。  

 

  生徒感想  

「特 に印象 に残 ったのは、２つの資料館の見学です。沖縄県

平和祈念資料館のガマのジオラマに入 って爆撃の音 を聞 くと、現
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代にいる私の胸にも不安感が迫 ってきました。この恐怖 を大戦当時 、日夜味わっていた人々がい

たのだと想像 しただけでも恐 ろしく、戦争の『悲惨 さ』を痛感 しました。」  

 

「沖 縄 に着 くまで、楽 しみとともに不 安 もありま した

が、那覇空港 で地元の方々が盛大に歓迎 してくださ

ったので、とても嬉 しかったです。また、那覇国際高校

の生徒 さんとの交流 では、基地問題についての意見

交換や将来の夢など、様々話すことができ大変 に刺

激的でした。同年代の高校生 と、友情 を深めることが

できた貴重な一日でした。」   

 

  ２日目  

午 前 中 は、沖 縄 戦 戦 没 者 の遺 骨 収 集 事 業 に取 り組 まれている NPO 法 人 「ガマフヤー」

遺 骨 発 掘 現 場 の視 察 を行 いました。喜 屋 武 岬 付 近 の壕 の中 にも入 れていただき、兵 士 の靴

の 一 部 や 銃 弾 、 戦 時 中 に 使 われ てい た 薬 の瓶 な ど を 実 際 に 目 に しま し た 。 いか に過 酷 な 状

況 下 で生 活 した 人 々 の追 体 験 を させ ていた だきました。また、遺 骨 収 集 現 場 にも立 ち 会 い、

戦 没 者 の 頭 蓋 骨 の 一 部 を 触 ら せ て い た だ き ま し た 。 ガ マ フ ヤ ー の 代 表 ・ 具 志 堅 隆 松 さ ん は

「戦 争 を過 去 の歴 史 と してではなく 、自 分 のこ ととして考 え 、若 い方 々 が戦 争 の犠 牲 にならな

い平 和 な世 界 を築 いてほしい」と語 られました。  

  

午 後 には嘉 手 納 基 地 周 辺 を視 察 。基 地 では、訓 練 中 の飛 行 機 が飛 んでいくようすを間 近

に見 ました。飛 行 機 の騒 音 を体 験 し、基 地 問 題 の現 実 を確 かめました。  

夕 刻 からは、コンソーシアム沖 縄 の事 務 局 長 ・日 笠 誠 先 生 に、グローバル人 材 の要 件 につ

いて講 演 を行 っていただきました。日 笠 先 生 は、グローバル人 材 になるための条 件 としてコミュ

ニケーション能 力 、主 体 性 、積 極 性 、チャレンジ精 神 、協 調 性 、柔 軟 性 、責 任 感 、使 命 感 、と

いったものが必 要 だと語 られていました。  

その後 、沖 縄 戦 を体 験 された仲 程 シゲ子 さんから戦 争 体 験 を伺 いました。仲 程 さんは空 襲 、

地 上 戦 のなかを生 き延 び、まさに筆 舌 に尽 くしがたいような体 験 を語 ってくださいました。  

 

  生徒感想  

「一日の活動の中で特に印象に残 ったのは、実際に使用 されていた壕の中に入れて頂いたこと
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です。壕 は狭 く暗 く、じめじめとしていて今 にも崩 れそうでした。壕内部には靴底や、ろうそく立 ての痕

が残 っており、このような環境で生活 していたことの壮絶 さを、身 をもって知 りました。」    

 

「遺 骨収集の現場で代表の方が遺骨 を掘 り出 す際

に『掘 り上 げさせていただきます』とおっしゃっていた姿 をみ

て、身 も心 も引 き締 まる思いでした。戦争 を自分のこととし

て想像でき、その悲惨 さをより鮮明に感 じました。」   

 

「戦 争体験 を聴講 させて頂 きましたが、お話から状況

を想 像 するだけで怖 くなりました。今 日 の経 験 を通 じて、

戦 争 の恐 ろしさを、身 をもって知 ることができました。今 日

感 じたこの恐怖 を決 して忘 れることなく、戦 争 のない平和 な世 界 を作 るために学 び抜 いてまいりま

す。」  

 

  ３日目  

沖 縄 県 恩 納 村 にある沖 縄 研 修 道 場 を訪 問 しました。沖 縄 研 修 道 場 は、かつての米 軍 「核

ミサイルメース B 基 地 」跡 地 に、1977 年 に創 立 者 が建 設 された施 設 です。沖 縄 研 修 道 場 で

は、地 元 の小 中 学 生 が朝 早 くから歓 迎 してくださいました。  

ま ず、沖 縄 研 修 道 場 内 付 属 の展 示 室 を見 学 し、沖 縄 戦

体 験 者 が描 いた絵 や 写 真 を通 して 沖 縄 戦 の悲 惨 さ を 実 感

すると共 に、冷 戦 当 時 の核 兵 器 配 備 の実 態 などについて学

びました。  

続 い て 、 コ ン ソ ー シ ア ム 沖 縄  代 表 理 事 、 名 桜 大 学 名 誉

学 長 の 瀬 名 波 榮 喜 先 生 か ら 「 沖 縄 の 過 去 ･ 現 在 ･ 未 来 」 と

題 し て 、 沖 縄 の 歴 史 とこ れ か ら のグ ロ ーバ ル社 会 に つい て 、

約 90 分 間 講 演 していただきました。  

 

  生徒感想  

「沖縄研修道場を見学 し、ここが確かに核 ミサイルの発射基地であったことを感 じ取 ることができ

ました。しかし創立者はあえてそこから『平和 を創 り出 そう』と決意 し、訴 えられたことを思 うと、その偉

大 さを肌で感 じました。」   

 

「研 修道場では、沖縄の地域の方に大歓迎 していただき感謝の気持ちでいっぱいです。最後

には全員でカチャーシーを踊 ることができ、とても楽 しく、感動 しました。３日間 を通 し、ただの観光 とは

違 う、大切なものを溢れるほど学ぶことができました。」  

 

「瀬名波先生のお話から、学ぶ青年の力が沖縄の復興に大 きく貢献 したことを実感 させられま

した。私たちが学んだ分 だけ世界が平和になるということは確かなのだと感 じました。」   
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F)  JICA（市ヶ谷 ） 

  期 間  ２/５（日 ） 

  参 加 者  ２１名 （高 校 １年 生 ９名  高 校 ２年 生 ４名  高 校 ３年 生 ８名 ） 

  目 的  

 「国 際 理 解 」をテーマに、JICA 地 球 ひろばを訪 れ、

青 年 海 外 協 力 隊 の経 験 者 による施 設 案 内 や、レクチャ

ーを通 して、世 界 の実 情 を体 験 的 に学 び、その解 決 の方

途 を探 る。また、テーマディスカッションを通 して、世 界 の

諸 問 題 に対 する関 心 ・理 解 を深 め、国 際 協 力 のあり方 を

見 つめ、また将 来 の進 路 選 択 の一 助 とする。  

  事 前 学 習  

 出 発 前 は 主 に 二 つ の こ と を 学 習 し ま し た 。 一 つ 目 は

SDGs についてです。SDGs とは  Susta inable  Development  Go al s  の略 で、「持 続 可 能

な開 発 目 標 」という意 味 です。これは、2030 年 を目 指 して国 際 社 会 が目 指 すゴールを定 めた

提 言 で す 。 貧 困 、 環 境 問 題 や 平 等 な どの１ ７の 項 目 で 構 成 され て いま す 。  も う １つ は 、 SGI

提 言 の読 み合 わせです。 SGI 提 言 とは私 たち創 価 学 園 の創 立 者 池 田 大 作 先 生 が毎 年 1

月 に発 表 されている「地 球 的 問 題 群 についての考 察 と具 体 的 な対 処 の方 法 」を発 表 している

ものです。  

  行 程  

 フィールドワーク当 日 、市 ヶ谷 駅 に集 合 し、10 分 程 度 歩 いて、JICA 地 球 ひろばに行 きま

し た 。 合 計 ４つあ る研 修 の うち 、 最 初 は 、青 年 海 外 協

力 隊 と し て ザ ン ビ ア で 理 科 教 師 を し て い た 方 の 体 験

談 でした。体 験 談 では、イントロダクションとして、JICA

そ の も の や 、 日 本 が な ぜ 開 発 援 助 を し て い る の か 、 ま

た、青 年 海 外 協 力 隊 の活 動 内 容 を説 明 して頂 きまし

た。その 後 、実 体 験 を 踏 まえ た途 上 国 の 教 育 状 況 や

活 動 を 通 し て の 感 想 を お 聞 き し 、 途 上 国 の 教 育 に は

課 題 が山 積 みであることを深 く認 識 しました。  

 体 験 談 を 聞 いた 後 は、 ２ つ 目 の 研 修 である展 示 施 設 の 見 学 を 行 い ま し た 。 こ こで は 、 世

界 の挨 拶 、貧 困 、水 、保 険 ・医 療 、教 育 、子 供 、紛 争 、相 互 依 存 の８つのブースがあり、それ

ぞれのブースではテーマに沿 った内 容 を体 験 的 に知 ることができました。  

 昼 食 を挟 み３つ目 の研 修 は、経 済 格 差 をテーマにしたワークショップでした 。日 本 のチョコ

レート工 場 で働 く人 の家 族 と、ガーナのカカオ農 家 一 家 にわかれて、各 国 の経 済 格 差 と、チョ

コ レ ー ト 原 料 であ る カ カオ に 価 格 変 動 が 起 きた と きの

影 響 の違 いを体 験 しました。  

 そして、最 後 の研 修 として、現 役 の JICA 職 員 の

方 から、「SDGs の実 現 に向 けた JICA の活 動 」と題

し た 講 演 を 聞 き ま し た 。 講 演 で は 、 国 連 が 掲 げ る

2030 ア ジ ェ ン ダ に あ る 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（SDGs）」の達 成 に向 けて、JICA が具 体 的 に取 り組

んでいる事 業 について紹 介 がありました。  
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  生徒感想  

「私 は、今 回 のワークショップで、発 展途上国の中 でも一

番貧 しい家庭 を担当 しました。お金の使い道 を決めるときは、

想像以上に苦 しく辛 い思 いをし、先進国の人々の利益のた

めに、開発途上国の生産者が満足に生活を送れないという

現状 を知 りました。このワークショップで体験 した感情 を絶対に

忘 れずに、今 後 も周 りの立場や心情 を知 ることを大 切 にして

いきたいと思いました。」  

 

「私 はフィールドワークに参加 して、展 示施設見学が一番印象 に残 りました。展 示 では、少年

兵が実際に使 っている中 と同 じ重 さの銃や、水汲みの時に持つバケツを持 ちました。少年兵や幼

い子 ども達 が水汲みをしている現状 は知 っていましたが、それらの余 りの重 さに、自分 の知識が甘

いものだと知 ることができました。今後 も世界の問題を勉強するときは、現状 を知 って終わるのではな

く、その実際の苦労に目 を向けていきたいと思います。」  

 

G)  ハンセン病資料館（東村山） 

  期 間  ２／１１（土 ） 

  参 加 者  １６名  （高 校 1 年 生 9 名  高 校 2 年 生 5 名  高 校 3 年 生 2 名 ） 

  目 的  

国 立 ハンセン病 資 料 館 を訪 れ、ハンセン病 回 復 者 の方 との交 流 を通 して、ハンセン病 の歴

史 的 背 景 を学 ぶとともに、人 権 を踏 みにじられてきた体 験 者 の痛 みに触 れ、自 身 の生 き方 や

人 権 について考 え、深 める機 会 とする。 

  事 前 学 習  

ハンセン病 に関 する映 像 を視 聴 するとともにハンセン病 の概 要 や日 本 における差 別 の歴 史

がおさめられた学 習 冊 子 を読 み、ディスカッションを通 して学 び合 った。 

ハンセン病 に関 する基 礎 知 識 を踏 まえ、一 人 ひとりが

現 地 でハンセン病 回 復 者 さんにうかがう質 問 を考 えて当

日 を迎 えた。 

  行 程  

当 日 の朝 、国 立 ハンセン病 資 料 館 に到 着 すると、はじ

めに語 り 部 さ んの映 像 資 料 を視 聴 しま した 。 日 本 におけ

る ハ ン セ ン 病 の 差 別 の 歴 史 を 、 実 体 験 を 通 じ て 知 り ま し

た 。 その 後 、 資 料 館 の学 芸 員 さ ん に 解 説 し てい ただき な

がら、館 内 の展 示 を見 学 しました。療 養 所 で実 際 に使 わ

れ て いた 生 活 道 具 や患 者 さ ん が つ く った 詩 や 陶 芸 作 品 を 目 の 当 た り し 、 出 口 の 見 え ない 隔

離 生 活 の厳 しさとその中 で生 きる希 望 を持 ち続 けた患 者 さんたちの力 強 さに心 が震 えました。 

午 後 は「ハンセン病 回 復 者 と 話 す会 」に 参 加 し、懇 談 会 を 持 ち まし た。お話 を伺 った三 人

の回 復 者 さんは学 生 の時 にハンセン病 を発 症 し、家 族 が差 別 を受 けないように自 分 の故 郷 を

離 れ、名 前 を捨 てて療 養 所 に入 った といいます。一 人 ひとりに かけがえのない人 生 があったこ

と、それを踏 みにじった差 別 が現 実 にここ日 本 で存 在 したのだということに大 きな衝 撃 を受 けま



 

- 101 - 

 

した。と 同 時 に、自 分 に何 ができるのか、現 在 も世 界 に存 在 し続 けている人 権 問 題 とどう向 き

合 って生 きていくべきなのかを、参 加 生 徒 一 人 ひとりが 真 剣 に考 え始 める大 きなきっかけをつ

くった研 修 になりました。 

 

  生徒感想  

「実 際 にハンセン病になったことがなく、とても恵 まれた時代に生 まれた私には、元患者 さん方の

苦 しみを完全に理解することはできません。でも、後世 を生 き、創 っていく私 たち青年は『知 る』ことが

大切 だと思 います。元患者 さんは『こういう病気があったことを伝 えていきたい。』とおっしゃっていまし

た。ハンセン病 は『過去 』ではなく『現 在 』。そのような認識ができ、未来につなげていくことができたら、

ハンセン病 の痛 ましい歴史 を意味のあるものとして重 ねることができると考 えます。資料館の方々、

命 を削 って話 して下 さった元患者 さん、お世話になった全ての方々に感謝 しています。私 は今回の

ことを必ず活かしていきます。」  

 

「私 は最初 、『ハンセン病回復者 さん』と『お話 を聞 きにきた

自 分 』というように、何 か１本 の線 を引 いていたような気 がしま

す。しかし懇談 を通 して、私 も回復者 さんも全 く同 じ人間なのだ

と強 く感 じました。そして自然 と涙が出 てきました。『習 い事や友

達 と話 したことが楽 しかった』『家 族が幸せになることが嬉 しい』

など、自分 と同 じだと感 じることがたくさんありました。と同時 に、

自分が体験 したことのない苦 しみ、悲 しみ、怒 りを知 っているこ

とも痛 いほど感 じました。お話 を聞 きながら胸が張 り裂 ける思 いがしました。まずは、人 に何かを『して

あげる』ではなく、同 じ人間 として自分が変わる、学ぶ大切 さを心から実感 しています。」  

 

6.  グローバルセミナー 

  対 象 ： 全 校 生 徒 （希 望 者 参 加 ） 

全 校 生 徒 対 象 のグローバルセミナーは、 昨 年 度 のＳＧＨＡより開 始 し、通 算 して１ ２回 行 い

ました。本 年 度 は第 ７回 から第 １２回 と行 い、回 を重 ねました。  

 

〇第 ７回 グローバルセミナー  ４月 ２６日 （火 ） 会 場 ：栄 冠 ホール  

講 師 ： ケビン・クレメンツ ニュージーランド国 立 平 和 紛 争 研 究 所 所 長  

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 国 立 平 和 紛 争 研 究 所 所 長 で あ る

ケビン・ク レ メンツ 博 士 夫 妻 をお 迎 え し 、栄 冠 ホールに

て「平 和 を学 ぶ 意 義 」 をテーマにグローバル セミナーを

開 催 し ま し た 。 ク レ メ ン ツ 博 士 は 、 「 平 和 な 社 会 を 築 く

ために、自 分 をよく知 り、世 界 市 民 としてのビジョンをも

ち、パートナーシップを結 んでいこう」と学 園 生 に語 りか

け 、 質 疑 応 答 も 活 発 に 行 な わ れ ま し た 。 セ ミ ナ ー に は

約 180 名 の生 徒 が参 加 しました。  

その後 、 GLP メン バー を対 象 に、 「 なぜ今 、 gl obal  

i ssues に『慈 悲 の精 神 』によるエンパワーメントが必 要 なのか？」と題 して、最 新 の平 和 学 の

知 見 に基 づいて通 訳 をはさまず全 て英 語 で講 義 をしていただきました。  
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  生徒感想  

「文化や人種は異なっていても、同 じ人間だということを念頭において、怖いと思 う相手にも手 を

差 しのべられるような世界市民を目指 していきたい。」  

 

「『自 分 は変革 を起 こせるということを信 じる』『相手 の立場に立 って考 える』『自 分 にできることを

考 える』この 3 つを胸に刻み、学園生活をすばらしいものにします。」   

  

〇第 ８回 グローバルセミナー  ５月 ２３日 （月 ） 会 場 ：栄 冠 ホール  

講 師 ：ウィリアム・ゴデリ博 士  コロンビア大 学 ティーチャーズカレッジ芸 術 ・人 文 学 科 長  

アメリカよりコロンビア大 学 ティーチャーズカレッジ芸 術 ・人 文 学 科 長 であるウィリアム・ゴデリ

博 士 を お 迎 え し ま し た 。 校 内 見 学 後 、 栄 冠 ホ ー ル に て

「世 界 市 民 教 育 とは」をテーマに第 8 回 グローバルセミ

ナ ー を 開 催 し ま し た 。 ゴ デ リ 博 士 は 、 「 Who 」 「 Where 」

「When」とのシンプルな質 問 を通 して世 界 市 民 とは何 か

ということを、わかりやすく語 ってくださいました。その後 の

質 疑 応 答 で は 、 学 園 生 の 一 つ ひ と つ の 質 問 に 深 く う な

ず か れ なが ら 真 剣 に 答 え て く だ さ いま し た 。セミ ナ ーに は

約 150 名 の生 徒 が参 加 しました。  

  生徒感想  

「博士が最初に話 してくださった『あなたは誰ですか』との質問から、自分は誰のために今何がで

きて、またこれから何 をすることができるのかを深 く考 えさせられました。私 たちのこれからの生 き方次

第で世界は良い方向にも悪い方向にも進 んでいくのだと改 めて思いました。その責任 を忘れずに、

高校生活で更 に勉学 に励み、将来世界の貧困問題の解決に貢献できる人材 に成長 していき

ます。」  

 

「本 日 の講 演会 では、世 界 市民 について深 く知 ることができました。 『まず自 分 が変 わること』

『自分が周囲の模範 となること』という言葉が印象に残 りました。世界の諸問題 を解決することも、

まず自分一人から始 まるのだと思 いました。『世 界市民 』といっても自 分 をどう創 っていくのかが重

要だと学ぶことができました。」  

 

〇第 ９回 グローバルセミナー    ５月 ２７日 （金 ） 会 場 ：栄 冠 ホール  

講 師 ： 山 本 栄 二  東 ティモール特 命 全 権 大 使  

在 東 ティモール特 命 全 権 大 使 の山 本 栄 二 氏 をお

迎 え し て 、 「 日 本 か ら 外 交 の 第 一 線 へ  真 の 国 際 人

とは」とのテーマで第 9 回 グローバルセミナーを開 催 し

ました。110 名 を超 える生 徒 が参 加 し、山 本 大 使 によ

る講 演 の後 、20 分 程 の質 疑 応 答 をしていただきまし

た。   

 外 交 官 の 仕 事 、 高 校 時 代 の 語 学 と 読 書 、 友 情 、

そ し て 、 真 の 国 際 人 と は ど の よ う な 人 な の か な ど に つ

いて、ご自 身 の体 験 を通 してお話 してくださいました。   
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  生徒感想  

「外交官 という仕事が国 と国 を交渉でつなぐ重要な仕事で、時には命がけであるということが分

かった。」  

 

「高校 で築いた友情は一生涯のもので一番の心の支えになる、国際人になる必要は全員にあ

る、英語はできるのが当 たり前 、その上で専門性 を持つ必要があるといったお話が印象的 だった。

これから、より一層勉学に励んでいこうと奮起 した。」  

 

「異 文化の人々と交流するには、自分の育 った環境 、ルーツに対 して誇 りを持 ち、語 れるように

なることだ、どうせやるなら一番大変なことにチャレンジしよう、との言葉に勇気をいただいた。」  

 

 

〇第 10 回 グローバルセミナー    ７月 ８日 （金 ） 会 場 ：栄 冠 ホール  

講 師 ： 帯 刀 良 信  アジア開 発 銀 行 ・上 級 ポートフォリオ管 理 専 門 官 職 員  

 ア ジ ア 開 発 銀 行 バ ン グ ラ デ シ ュ 駐 在 事 務 所 ・

上 級 ポートフォリオ管 理 専 門 官 の帯 刀 良 信 氏 をお

迎 えして、「 貧 困 と戦 う のはなぜか」とのテーマで第

10 回 グローバルセミナーを開 催 しました。140 名 を

超 える生 徒 が参 加 し、帯 刀 氏 による講 演 の後 、 20

分 程 の質 疑 応 答 をしていただきました。   

 貧 困 と は 何 か 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 駐 在 事 務 所 で

の仕 事 、７･１バングラ デシュ ・テロ 事 件 、学 園 時 代

の 創 立 者 と の 出 会 い と 栄 光 寮 で の 生 活 、 そ し て 、

世 界 市 民 とは、などご自 身 の体 験 を通 してお話 してくださいました。   

  生徒感想  

「智 慧 と慈悲 と勇気 についてのお話が最 も心に残 りました。特 に勇気について、多様性 を喜び

守 り合 うことの大切 さに強 く共感 しました。」  

 

「アジアの絶対的貧困 と日本の相対的貧困では立場 も課題 も違 いますが、慈悲の心 を持つ

ことがすべての解決の一歩になると思いました。」  

 

〇第 11 回 グローバルセミナー  １１月 ８日 （火 ） 会 場 ：栄 冠 ホール  

講 師 ： 山 田 智 久  北 海 道 大 学 准 教 授  

北 海 道 大 学 の 山 田 智 久 准 教 授 を お 迎 え し て 、 「 グ

ローバルな人 ってどんな人 〜北 大 ・留 学 生 1800 人 の

教 育 現 場 から〜」とのテーマで第 11 回 グローバルセミ

ナーを開 催 しました。約 100 名 の生 徒 が参 加 し、山 田

准 教 授 による講 演 の 後 、 質 疑 応 答 を して い ただきまし

た 。  山 田 准 教 授 は 自 身 の 経 験 を 通 し て 、グロ ー バ ル

な人 の資 質 として一 番 大 事 なのは、自 分 の信 念 を、周

囲 の納 得 と理 解 を図 りながら貫 き広 げることだと語 って

くださいました。   
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  生徒感想  

「グローバルという言葉の意味 を深 く考 えずに使 っていたことに気が付 きました。また、自分自身

の信念 とは何か、改めて考えるきっかけとなりました。」  

 

「山田先生の読書の話 を聞いて、私 も小説や古典作品 、新書などさまざまな分野の本 を読ん

で、たくさん知識 を増やしていきたいと思いました。」  

 

「場所や言葉に縛 られず、異なる国 に住む人 との違いを認 めることや世界中 を飛 び回 るための

知力 、体力 を鍛 えることが大切 だとわかった。このセミナーで学 んだことを、これから実行 していきた

い。」  

 

〇第 12 回 グローバルセミナー  １１月 １７日 （木 ） 会 場 ：池 田 講 堂  

講 師 ： 星 野 康 二  スタジオジブリ代 表 取 締 役 社 長  

 11 月 18 日 の創 立 記 念 日 を前 にした 17 日 午 前 、全 校 生 徒 が池 田 講 堂 に集 い第 １２回 グ

ローバルセミナーを開 催 しました。創 価 大 学 6 期 で株 式 会 社 スタジオジブリ代 表 取 締 役 社 長

である星 野 康 二 さんが「グローバル社 会 で活 躍 する『世 界 市 民 』とは」と題 して講 演 を行 ってく

ださいました。星 野 さんはグローバル社 会 で活 躍 するために、「情 熱 を持 ち続 けること」「力 のあ

る人 になること」「運 を自 分 でつかむこと」の３つについて、自 身 の経 験 を通 して語 ってくださ い

ました。最 後 には学 園 生 との質 問 会 をもっていただき、代 表 生 徒 の質 問 に対 して丁 寧 に回 答

してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒感想  

「しっかりとした信念 を持 ち、何があっても揺 らぐことのない強い自分を作 り上げ、柔軟な心 と寛大

な心 を持ち、世界に通 じる力 をつけていくことの大切 さを学びました。」 

 

「お話 を伺い、いつでも大情熱を燃やし続けられるよう更 に勉学に挑戦 していこうと決意 しました。」 

 

7.  語学活動  

A)  英字新聞 (GCP） 

  期 間  １１月 下 旬 ～３月 中 旬  

参 加 者  ３０名（１ 年生９名  ２年生１ ０ 名  3 年生１１名）（希望者）  

  目 的  

本 格 的 な英 字 新 聞 の作 成 を通 し、生 徒 の 英 語 力 ・発 信 力 を高 めるとともに、取 材 や新 聞
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作 成 を通 じ、社 会 や世 界 との関 わり方 、情 報 活 用 能 力 、チームによる計 画 実 行 能 力 等 を涵

養 する。 

  事 前 準 備  

参 加 者 を ４ ～ ５ 名 ず つ の ７ グ ル ー プ に 編 成 す る と と も に 、 グ ル ー プ 全 体 を 見 る

編集長を１人決めま した。学校紹 介 の英 字新聞となることを 説明し、各 グ ループ が

一 つ の 記 事 を 担 当 す る こ と を 伝 え 、 生 徒 各 自 が 記 事 に し た い こ と を 考 え て 講 義に

臨みました。  

  講 義 内 容  

１回目  １１月３０ 日 （水）  

ジ ャ パ ン タ イ ム ズ 報 道 部 次 長 の 小 竹 朝 子 氏 を お

迎えし、日本の新聞 と英字新聞の違いや 、記事の作

成について、そのた めの情報の集め方な どの講義を

受けました。生徒か らは「 英字新聞を作 成するイメ

ージが具体的になっ たので良かった 」と の声が 上が

りました。  

２・３回目１２月１ ２日（月）  

元 朝 日 新 聞 記 者 の 鈴 木 和 枝 氏 を 講 師 と し て お 迎

え し 、 各 自 の 取 り 組 み た い テ ー マ を 共 有 し 、 グ ル

ー プ で 担 当 す る 記 事 を 決 め ま し た 。 各 グ ル ー プ の

テ ー マ は 「 言 語 教 育 」「 愛 唱 歌 」「 平 和 シ ン ポ ジ ウ

ム」「生徒の生活調 査」「アピールグル ープ」「ＧＣ

Ｐフィールドワーク 」「イングリッシュ キャンプ」

と な り ま し た 。 こ の 講 義 の 後 、 各 グ ル ー プ で 役 割

を分担し、アポ イン ト取り、取材 、記事 作成に取り

かかりました。  

４回目  １月２３日 （月）  

２ 週 間 ほ ど 前 に 提 出 し た 英 文 原 稿 に つ い て 、 ど の

よ う に 修 正 す べ き か の 提 案 を 受 け 、 各 グ ル ー プ で 確

認 し ま し た 。 全 グ ル ー プ に 共 通 し て 間 違 い が 多 か っ

た も の に つ い て は 、 全 体 で 取 り 上 げ て 説 明 を し て い

ただきました 。また 、記事の 分量 が多い グループには

不必要な英文を削る アドバイスをいただ きました。  

５回 目   ２月 ６日 （月 ）  

前 回 の講 義 で修 正 の提 案 を受 けた英 文 を 各 グループで直 し、 提 出 したものを紙 面 にし て

いただき、この日 の講 義 で写 真 やそのキャプション、レイア ウト等 を 含 めて確 認 しました。 講 師

や編 集 長 が各 グループに周 ってアドバイスをし、記 事 を再 度 修 正 したり、写 真 をもっとインパク

トがあるものに差 し替 えたりして、プロのチェックが入 る前 のα版 を完 成 させました。  

６回 目   ３月 ９日 （木 ）  

α版 とプロのチェックを入 れて完 成 したβ版 を比 較 し、英 文 がどのように修 正 されたのか、各

グループで確 認 しました。かなり修 正 されている箇 所 もありましたが、比 較 をしてみるとやはり自

分 の書 いた文 よりも簡 潔 にわかりやすい文 に変 わっていることが確 認 でき、「なるほど、こう書 く

のか」と生 徒 は感 心 している様 子 でした。  
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  生徒感想  

「最 初 の英語から、進めるにつれて変化 していき、新聞に使 う表現や伝わりやすい言い方 、新

聞の構成など、沢山のことを学 ぶことができ、とても良 い機会 となりました。この新聞 を今 ここにいる

皆 で作 ったんだなと思 うと感 動 しました。各班 の記事が生かせたいい新聞 だと思 います。もっと英

語ができるように、先生が見せてくださった動画や冊子 、配布 された新聞 を見直 し、来年 また一歩

成長 した自分で英字新聞に関わりたいなと思いました。」  

 

「英字新聞は単に英語で記事 を書 くだけではなく、構成力や説明力など、普段使わないような

力 を英語で使わなければならないのでとても大変でした。（中略 ）記事が完成 して読み返 してみると、

長 かった文章 をここまで端的 にわかりやすくまとめられたという達成感があり、とても楽 しかったです。

今回のように、英語 を勉強 として使わないのは初 めての経験だったので、大変でしたが、とても良 い

経験になりました。」  

 

「新 聞記事のつくりが作成 を通 してよくわかった。日本語 と英語の違いが新聞作 りにも大 きく影

響 していることが良 くわかりました。文法の知識 も大切だということも感 じることができました。」  

 

  完成した英字新聞は、関係資料 （Ｐ .１３６）参照  

 

B)  イングリッシュキャンプ 

  期 間  １１／１２（土 ）～１３（日 ）の２日 間  

  参 加 者  ３０名 （1 年 生 11 名  2 年 生 8 名  3 年 生 11 名 ）（希 望 者 ） 

  目 的  

創 価 大 学 にて１泊 ２日 を英 語 のみで過 ごし、最 新 の施 設 を使 用 しながら、英 語 コミュニケー

ション能 力 の向 上 を図 る。また、留 学 生 との交 流 ・共 同 作 業 を体 験 する。 

  事 前 学 習  

参 加 者 を２～３名 ずつの１１グループに編 成 しました。「日 本 の文 化 」について留 学 生 にイン

タビューを 行 うための 下 準 備 と して 、 テーマ設 定 とそれに基 づいた質 問 を作 成 。テーマ は「 四

季 」「コンビニ」「スナック菓 子 」「お祭 り」「敬 語 」「クリスマス」など多 彩 でした。 

  研 修 内 容  

  １日目  

午 前 １０時 に 創 価 大 学 中 央 教 育 棟 に集 合 。創 価 中 出 身

者 が学 年 全 体 で参 加 した「創 価 大 学 研 修 」ではゆっくり訪 れ

る こ との でき な か っ た SPACe な ど の 施 設 を 見 学 。 開 講 式 の

後 、ワールドランゲージセンターのボリック先 生 による「ポスター

プレゼンテーション―作 成 と評 価 のポイント」を講 義 していただ

きました。 
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午 後 からは９カ国 から来 日 中 の１１名 の交 換 留 学 生 と交 流 をスタート。３～４ 名 で、各 留 学

生 の出 身 国 の文 化 についてなど語 ってもら いました 。そして、準 備 をしてきた 質 問 リストにそっ

てインタビューを行 い、「留 学 生 から見 た日 本 の文 化 」を浮 かび上 がらせるべくデータを集 めま

した。 

各 グループには、ポスタープレゼンテーションをまとめるた

めの“指 南 役 ”となる留 学 生 １名 ずつに、担 当 についてもら

いました。夕 方 からのセッションは、 発 見 ・考 察 したことを Ａ

２サイズのポスターにまとめる時 間 とし、担 当 留 学 生 と 熱 心

に相 談 しながら、マーカーで用 紙 を埋 めていきました。 

 

  ２日目  

ほとんどのグループが朝 食 をとりながらポスターの仕 上 げや発 表 練 習 のために作 業 を行 いま

した。そして、何 人 かの留 学 生 も集 合 時 間 より早 く来 て、学 園 生 を応 援 してくれました 。グルー

プ内 でのリハーサルを経 て、午 後 、いよいよ SPACe に集 合 。広 い空 間 にかっこよくポスターを

掲 示 しました。学 園 卒 業 生 を含 む国 際 教 養 学 部 の学 部 生 などもプレゼンを聞 くために駆 けつ

けてくれました。約 １時 間 強 、たくさんの方 にポスターを 説 明 するのみならず 、その場 での質 疑

応 答 にも応 じました。閉 講 式 では代 表 生 徒 の感 謝 の言 葉 の後 、全 員 で We are  the  Wor ld を

合 唱 。担 当 した留 学 生 からも「 素 晴 らしい 機 会 をくれて、本 当 にありがとうございました」 と、学

園 生 との交 流 ・学 習 を心 から喜 ぶ声 が多 数 寄 せられました。 

 

 

  生徒感想  

「二日間英語のみの生活はとても新鮮で、普段鍛 えられない英語力 を磨 くことができました。私

たちのグループでは『敬語 』をテーマに発表 をしました。『敬語 を使 うことで相手 との間に壁ができてし

まうのではないか』という意見 もありましたが、見 えない壁があったとしても相手に真心 を持 って接する

ことが大切 だと思 いました。さらに語学力 を磨 き、世界中に友情 を広げていけるように頑張 っていき

ます。」  
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「今回のイングリッシュキャンプを通 して、相手にわかりやすく話 そう、伝 えようとする心が大切だとい

うこと、そして、積 極的 に話 そうとすることで自分 の殻 を破 ることが大切 だと気 づきました。これからも

学 園 で学 ばせていただけていること

への感 謝 を持 ち続 け、恩 返 しの人

生 を送 っていきたいと思いました。」  

 

「自 信 を持 って英 語 で話 せない

自 分 を変 えたい思 いから、昨 年 に

引 き続 き参加 しました。二日間 を通

して、普段の授業での実践が確実

に力 になっていることを実 感 し、自

信 を持 つことができました。また、終

盤 には自 ら積 極 的 に堂 々と留 学

生に話 しかけることができました。この

経験 を糧 にさらに自身の語学力 を

磨いていきます。」  

 

C)  スカイプ英会話  

ＳＧＨＡ より、選 抜 クラスＧＬＰの生 徒 を対 象 に、週 １回 程 度 のオンライン英 会 話 の 課 題 とし

て 実 施 し ま した 。 これによ り 、 英 語 ４技 能 の 中 で も 、訓 練 の 時 間 が 最 も 短 い ス ピー キン グ の 時

間 を確 保 することができました。さらに異 文 化 との理 解 を促 す時 間 が増 えました。  

 

  ＧＬＰクラス 

ＳＧＨ 採 択 １年 目 のＧＬＰ２期 生 も、引 き続 き週 １回 程

度 のオンライン英 会 話 を実 施 しました。とくにフィールドワ

ー ク 前 に 戦 争 や 核 問 題 に 関 す る 意 識 調 査 と し て 、 オ ン

ラ イ ン 英 会 話 の 講 師 で あ る フ ィ リ ピ ン 人 の 若 い 世 代 の

人 々 に イ ン タ ビ ュ ー を お こ な い ま し た 。 集 約 し た 情 報 は

Google  Classroom を活 用 して生 徒 間 で共 有 し、その

後 の最 終 報 告 会 などで使 用 しました。また、英 語 での発

表 が 実 施 さ れ る 期 間 に は 、 自 分 の 作 成 し た 原 稿 を プ レ

ゼンテーションし、意 見 をもらう期 間 を集 中 的 に 設 けるな

どしました。  

 

  全 校 生 徒  

本 年 度 から、全 校 生 徒 に対 しても 、学 期 に２回 程 度 のウェブリオ英 会 話 を実 施 しました。 １

年 生 は英 語 コミュニケーション、２ ・３年 生 は英 語 表 現 Ⅱ の時 間 を活 用 し、それぞれ ＣＡＬＬ教

室 にて iPad を使 用 して、クラスを２３名 程 度 、約 ２０分 ずつを２回 行 いました。これにより英 語

のスピーキングの機 会 が 増 えました。当 初 は話 すことに抵 抗 していましたが、２、３学 期 となると、

ほ と ん どの 生 徒 があ る程 度 の 会 話 は抵 抗 なく 話 す こ とがで きま した。 各 学 年 で ト 英 語 の 授 業

内 容 と関 連 するトピックを設 定 しました。２ 学 期 後 半 以 降 はさらに、トピックの内 容 をもとにパラ
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グラフ・ライティングにつなげて、授 業 との相 関 性 を高 めました。  

 

本 年 度 全 校 対 象 であつかわれた主 なトピック  

実 施 時 期  対 象  トピック  

１学 期  全 学 年  英 字 新 聞 に基 づく学 校 紹 介 ・フリートーク  

２学 期  １年 生  ①夏 休 みの思 い出 について、②好 きな映 画 と音 楽 について   

２年 生  学 校 の制 服 着 用 は是 か非 か  

３学 期  １年 生  行 ってみたい国 について（言 語 技 術 のナンバリングを使 用 して）  

３年 生  ＧＣＰファイナルプロジェクトでの地 球 規 模 課 題 について 

全 学 年  スピーキングテスト（英 検 ２級 レベル） 

 

D)  クリティカル・ライティング・センター 

  概 要  

創 価 高 等 学 校 （ 以 下 「 本 校 」 と す る ） で は 、 ス ー パ ー グ ロ ー バ ル ハ イ ス ク ー ル ・ ア ソ シ エ イ ト

（ SGHA ）の取 り組 みにて、校 内 独 立 機 関 とし ての「クリティカル・ラ イ ティング・センター（以 下

「CWC」とする）」（2014 年 度 ：英 語 、2015 年 度 ：日 本 語 ）を設 置 しています。高 等 学 校 での

ライティング・センターは、日 本 国 内 において２校 目 の実 践 例 とな ります。CWC では「書 くこと」

を主 軸 に、ロジカル・ラテラルな思 考 を育 む「クリティカル・ライティング」の対 話 型 支 援 を行 なっ

ています。本 項 目 では、そのうち SGH 実 践 校 における母 語 （日 本 語 ）ライティング支 援 の取 り

組 みについて報 告 します。  

本 年 度 は、SGH の取 り組 みの中 でも「言 語 技 術 （高 校 １年 ）」「 GCP ファイナルプロジェク

ト（高 校 ３年 ・現 代 社 会 ）」「GLP（選 抜 生 徒 ）」に対 し、CWC による重 点 的 な支 援 を行 ないま

した。また、放 課 後 の CWC 支 援 では大 学 受 験 関 連 の相 談 を主 に支 援 しました。これらの結

果 、高 大 接 続 としてのライティング能 力 向 上 のみな らず、キャリア支 援 を通 したメタ認 知 能 力 ・

多 角 的 な思 考 力 の向 上 が明 らかとなりました 。そして、CWC の実 践 報 告 を日 本 リメディアル

教 育 学 会 第 12 回 全 国 大 会 （2016 年 8 月 開 催 ）にて報 告 しました。最 終 的 には、次 年 度 に

向 け ① 教 科 を 超 え た ラ イ テ ィ ン グ の 取 り 組 み拡 大 、 ② 生 徒 ・ 教 員 向 け の 広 報 活 動 、 ③ CWC

利 用 者 のライ ティング能 力 評 価 、④ラ イティ ング支 援 そのものの評 価 の４点 が課 題 として 明 ら

かとなりました。  

 

  本 校 におけるライティング支 援   

教 員 によるライティング支 援 と支 援 方 針  

CWC では平 日 週 5 日 16:00 -18 :00 にライティング支 援 を行 なっています。英 語 はネイテ

ィブ講 師 １名 ・日 本 人 講 師 １名 が常 駐 し、日 本 語 は常 勤 講 師 ２名 が常 駐 して対 応 してい ます。

セッションは個 別 対 応 を原 則 とし、対 話 型 のライティング支 援 を行 います。  
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高 等 学 校 に お け る ラ イ テ ィ ン グ ・ セ ン タ ー

で 、 教 員 が 実 際 の チ ュ ー タ リ ン グ を 担 当 す る

のは本 校 のみです。これにより、CWC と教 科

との連 携 が柔 軟 に可 能 となり、言 語 ・思 考 力

の向 上 を意 識 する機 会 づくりに成 功 してい ま

す。  

また、CWC では思 考 力 向 上 のためにも、

「 添 削 を 目 的 と し な い 」 「 対 話 に よ る 」 ラ イ テ ィ

ン グ 支 援 を 方 針 と し て い ま す 。 よ っ て 、 CWC

では添 削 は 行 わ ず、 ラ イ ティング 支 援 の 中 で

は書 かれたものの「評 価 」は 基 本 的 に行 いま

せん。ただし、「言 語 技 術 」や「 GCP ファイナ

ルプロジェクト」のように「授 業 」と連 携 して支 援 を行 う場 合 には、指 導 的 側 面 を考 慮 し、 評 価

基 準 の策 定 などに関 与 します。  

このように、本 校 では全 校 生 徒 が誰 でも利 用 できる CWC を設 置 し、ライティングを通 した

言 語 ・思 考 力 の向 上 に取 り組 んできました。  

 

  CWC による取 り組 み実 践  

CWC と SGH 活 動 との連 携 ：  

① 言語技術 （高校 １年 ）  

② GCP ファイナルプロジェクト（高校 ３年 ・現代社会 ）  

③ GLP（選抜生徒 ）  

 

まず、本 年 度 が初 年 度 の取 り組 みとなる「 言 語 技 術 」では、高 校 １年 生 履 修 者 全 員 のライ

ティング（５〜６本 ／年 、400 字 以 内 ）について添 削 を中 心 としたフィードバックを行 いました。ま

た、１学 期 には履 修 者 全 員 に口 頭 （ペアワーク）での「問 答 ゲーム」 実 技 試 験 を課 し、それらを

ルーブリック評 価 しま した。これらは、初 学 者 が技 術 を実 践 的 に習 得 していく機 会 を増 加 させ

ました。  

さらに、高 校 ３年 生 の現 代 社 会 では、１学 期 の NIE（Newspaper  In  Educat ion ）課 題 作

成 を担 当 教 員 と連 携 して行 い、２学 期 には 2030 アジ

ェ ン ダ を 題 材 と し た レ ポ ー ト 課 題 や ポ ス タ ー プ レ ゼ ン テ

ー シ ョ ン の 支 援 を ス ポ ッ ト 授 業 に よ っ て 行 な い ま し た 。

高 大 接 続 を意 識 したレポートやポスター作 成 の授 業 で

は、構 成 の論 理 的 説 得 力 を意 識 するように働 きかけま

した。  

そして、選 抜 生 徒 を対 象 とする GLP では、毎 回 の

活 動 で 輪 番 に よ る 報 告 書 作 成 を 課 し ま し た 。 報 告 書

は、 「事 実 」と 「意 見 」 を 区 別 する こと を前 提 と し、 活 動

から学 んだこと・得 られたことを掘 り下 げるための課 題 と

しました。書 かれた報 告 書 には、Google  Docs のコメ

ン ト 機 能 を 活 用 し て C WC か ら 不 明 点 や 課 題 点 を

「質 問 」形 式 でコメントし、報 告 者 本 人 によるリライト を

課 しました（リライトは１回 のみ）。  

3 年 生 現 代 文 の 論 述 課 題 に 対 す る 指 導  

図  1  CWC の支 援 システム  
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現 代 文 ライティング指 導  

本 校 では CWC のチューターを常 勤 講 師 が担 うため、担 当 講 師 １名 ずつがティーム・ティー

チングとして現 代 文 の授 業 に入 り、ライティング指 導 を行 いました（週 １時 間 、高 校 ２・３年 生 、

各 ２クラス） 。毎 授 業 内 の「振 り返 りシー ト」を 通 し 、表 現 する ことを 習 慣 化 したうえで 、各 定 期

考 査 に論 述 課 題 を 課 し ま した。３年 次 最 後 の論 述 課 題 では、対 象 者 全 員 が論 述 課 題 を提

出 し、自 らの考 えを深 めること、その考 えを発 信 すること と向 き合 いました。  

 

放 課 後 の CWC によるライティング支 援  

利 用 者 の意 識 変 化 と利 用 者 による支 援 評 価  

放 課 後 の CWC では、主 に大 学 受 験 関 連 のライ

テ ィ ン グ 支 援 お よ び キ ャ リ ア 支 援 を 行 な い ま し た 。

CWC 利 用 者 の利 用 目 的 は、５割 が受 験 関 連 となり

ます。志 望 理 由 書 を中 心 に、小 論 文 対 策 や奨 学 金

申 請 書 なども取 り扱 いました。また、その他 のライティ

ン グ 支 援 と し て 、 授 業 課 題 や 部 活 動 等 、 文 章 の 種

類 を問 わず相 談 に応 じ ました。利 用 者 の実 態 を追 う

べく、CWC 利 用 後 にはアンケートをとり、書 くことに

対 する意 識 の変 化 を追 いました。  

 

利 用 者 実 態 の昨 年 度 からの推 移  

２年 間 の CWC 運 営 の結 果 、全 校 生 徒

の利 用 は 69 人 （昨 年 度 ）から１０2 人 （本 年

度 ）に約 1.5 倍 増 になりました。要 因 は、教

員 内 での CWC に対 する認 知 度 が高 まった

ことと、利 用 した生 徒 から口 コミが広 まったこ

と で す 。 こ の 利 用 人 数 は 、 全 生 徒 の １ 割 程

度 が CWC を主 体 的 に利 用 したこととなりま

す。  

総 相 談 件 数 では、205 件 から 500 件 へ

2.4 倍 増 となり、一 人 の生 徒 が複 数 回 にわ

た っ て 利 用 す る 傾 向 が 増 加 し て い ま す 。 つ

まり、ひとつの課 題 に対 し、生 徒 が時 間 をか

けて CWC を活 用 しながら取 り組 んでいるこ

とを示 しています。  

 

利 用 者 の自 己 評 価 （アンケート結 果 ）  

CWC 利 用 者 には毎 回 のセッション終 了 後 に、アンケートを行 い、利 用 者 の変 化 を追 ってい

ます。これは、支 援 効 果 を測 定 するための利 用 者 自 身 による自 己 評 価 アンケートとな ります。  

　 1年 2年 3年 合計

2016年度 9 66 426 501

2015年度 4 35 167 206

昨 年 度 およ び本 年 度 の 利 用 実 態 （学 年 別 ）  

ライテ ィング・セン ターでの 支 援 の様 子  

昨 年 度 およ び本 年 度 の 利 用 実 態 （月 別 ）  
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ここでは、本 年 度 に CWC を利 用 したある高 校 ３年 生 A の相 談 初 回 時 から最 終 （第 ７回 ）

時 点 での自 己 評 価 の変 化 を示 しています。授 業 課 題 で訪 れた初 回 時 の時 点 では「説 明 文 を

わかりやすく書 くのは得 意 だ」「読 んだ本 のテーマについて考 えることは楽 しい」の２項 目 につい

て「２ .たぶん当 てはまらない」と自 らを評 価 しています。しかし、相 談 最 終 時 には、２項 目 とも「４ .

当 てはまる」と利 用 者 の意 識 の変 化 を確 認 することができます。  

 

支 援 効 果 （卒 業 生 アンケートの結 果 ）  

各 回 のアンケートとは別 に、昨 年 度 および本 年 度 に CWC を利 用 した生 徒 １３名 に対 し、

CWC 利 用 による効 果 についてアンケートを依 頼 しました。  

CWC を利 用 して得 られた力 （全 7 択 、複 数 選 択 可 ）は、「自 分 の考 えや意 見 をまとめる力 」

（100%）、「構 成 を意 識 して文 章 を書 く力 」（ 92.3%）、「物 事 について様 々な視 点 から検 討 す

る力 」（84.6%）が上 位 の３項 目 となっています。  

また、「CWC を利 用 して、変 化 した

ことは何 か」との問 いに対 する回 答 （自

由 記 述 ） は 、 「 自 分 の 考 え を ま と め て

相 手 に伝 わりやすく 書 くことができるよ

う に な っ た 」 （ 生 徒 Ｂ ） 「 自 分 の 価 値 観

を見 直 したり、文 章 を論 理 的 に考 える

力 が 付 い た 」 （ 生 徒 Ｃ ） 「 新 し い も の の

捉 え 方 を 知 っ た 。 文 に ま と ま り が で き

た 」 （ 生 徒 Ｄ ） 「 書 く こ と へ の 抵 抗 感 が

和 ら い だ 。 ア イ デ ア が た く さ ん 出 た 」

（ 生 徒 Ｅ ） と い う よ う に 、 生 徒 自 ら が

CWC の支 援 を活 用 し、考 えること・書

くことと積 極 的 に向 き合 ったことが読 み

取 れます。  

 

次 年 度 以 降 の課 題  

２年 間 の CWC（日 本 語 ）実 践 によって、国 語 科 だけではない、教 科 を超 えたライティングの

C W C を利 用 して得 られ た 力 （ アンケ ート 結 果 から）  

セッション 終 了 後 のアン ケ ート 結 果  
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取 り組 みが拡 大 しました。また、CWC による放 課 後 の個 別 相 談 では、利 用 者 の書 くことに対

する意 識 が前 向 きに向 上 し、 CWC を利 用 することによる支 援 効 果 を確 認 することができ ま し

た。これらをふまえて、SGH２年 目 となる次 年 度 は、以 下 のことを課 題 とします。  

まず、次 年 度 においても教 科 を超 えたライティングの取 り組 みに力 を入 れていく。その際 、高

大 接 続 を意 識 した「教 科 から学 問 へ」の質 的 充 実 も図 ってい きます。また、CWC がどのような

機 関 、どのような支 援 を受 けられる場 所 なのか生 徒 ・教 員 に対 して一 層 の広 報 活 動 に力 を入

れていきます。そのうえで、CWC 利 用 者 のライティング能 力 がどのように向 上 していくか、それ

を測 定 できる評 価 軸 の策 定 を目 指 します。さらに、ライティング支 援 そのものの質 向 上 に向 け、

どのような評 価 軸 で評 価 すべきか、その検 証 も含 めて課 題 と します。  

SGH の取 り組 みをとおし、地 球 規 模 課 題 の解 決 に貢 献 するための言 語 運 用 能 力 の向 上

を目 指 します。その点 を目 標 とした CWC 運 営 を行 っていくこととします。  

 

8.  スコラ 

  目 的  

時 間 管 理 能 力 育 成 （タイムマネージメントの指 導 法 開 発 ）  

  実 施  

SGH の取 り組 みのひとつとして、生 徒 の時 間 管 理 能 力 を育 成 し、 PDCA サイクルを習 得 さ

せるため、時 間 管 理 手 帳 「スコラ」を全 生 徒 に 配 布 して活 用 しています。学 園 祭 では 校 内 手

帳 甲 子 園 を実 施 し、公 開 掲 示 。もっとも 評 価 の高 かったものを 、全 国 大 会 である「手 帳 甲 子

園 」に応 募 しています。今 回 は「第 ５回 手 帳 甲 子 園 」（主 催 ： NOLTY プランナーズ）において、

本 校 生 徒 ４名 が各 賞 を受 賞 しました。全 国 より７９８点 の応 募 があった手 帳 活 用 術 部 門 では、

竹 内 大 瑛 君 ( ３ 年 ) が「優 秀 賞 」 ( ５ 名 ) を 受 賞 し 、 宮 下 清 美 さ ん ( ３ 年 ) 、 大 山 将 明 君 ( ２ 年 ) が

「 佳 作 」 (１４ 名 )を 受 賞 し ま した 。また３７ ０点 の応 募 があ った 表 紙 デザイ ン 部 門 では 、 山 老 美

桜 さん（３年 ）が「佳 作 」 (１０名 )を受 賞 しました。   

 12 月 17 日 (土 )には事 例 発 表 研 修 会 が行 われ、５名 の「優 秀 賞 」受 賞 者 のひとりとして、

竹 内 大 瑛 君 が手 帳 を活 用 した事 例 と自 身 の発 見 についてプレゼンテーションを行 いました。  
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  アンケートより  

 週 １回 の振 り返 りの時 間 を用 いて、 生 徒 はよりよい 活 用 を自 主 的 に学 んでいった。 スケジ

ューリングは難 しいものであるが、２０１６年 ５月 と２０１７年 ２ 月 に取 ったアンケートでは、とても活

用 できているが７ ％→１２％と増 加 しま した。あまり活 用 できていないが３３％→２９％と、底 上 げ

もあった。  

 

     2016 年 5 月                     2017 年 2 月  

 

9.  評価と分析  

A)  評 価  

１.  ２０１６年 度  主 な全 国 大 会 出 場  

  ジャパンタイムズ主催の第１回全国中学校 ・高等学校英字新聞コンテストで英字新聞
賞 （優勝 ）  

  第１１回英語ディベート大会で都大会優勝し全国大会出場  

  第２１回全国中学 ・高校ディベート選手権大会に出場し全国 ３位  

  ＮＲＩ学生小論文コンテスト２０１６で優秀賞  

  第５回手帳甲子園で優秀賞１名 、佳作 ２名 、表紙デザイン部門佳作１名  

  人間の安全保障学会ポスターセッションで奨励賞  

  全国学生英語プレゼンテーションコンテストにゲスト高校生として初出場  

  日本リメディアル教育学会全国大会にて、日本語ライティングセンターの実践を報告  

  「第 ７回一緒に読もう！新聞コンクール」（主催 ：日本新聞協会 ）  優秀賞  

  「Panda 杯全日本青年作文コンクール」（主催 ：中国大使館他 ）  優秀賞  

  「Travel× IT コンテスト（主催 ：JTB パブリッシング他 ） ファイナル出場  

  「第 ２５回外国人ハングル作文大会 」（主催 ：韓国文化院 ） 銅賞  

  「第 ６０回全国学芸サイエンスコンクール」（主催 ：旺文社 ） 文芸小説部門入選  

  

12%

24%

29%

34%

スコラ手帳を有効に活用できていますか

1

2

3

4
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２.  英 語 能 力 検 定 試 験 合 格 者 数  

 現 在 取 得 している人 数         １年       ２年       ３年    合 計  

英 検 １級  1 1  2  4  

英 検 準 １級  7 8  14  29  

英 検 ２級  104  136  163  403  

英 検 準 ２級  182  174  205  561  

英 検 ３級  183  182  196  561  

総 計  477  501  580  1558  

 

 今 年 度 取 得 した人 数           １年      ２年       ３年    合 計  

英 検 １級  1 1  1  3  

英 検 準 １級  7 4  10  21  

英 検 ２級  74  66  57  197  

英 検 準 ２級  81  10  8  99  

英 検 ３級  7   7  

総 計  170  81  76  327  

 

 ※今 年 度 合 格 は、１級 で４名 中 ３名 、準 １級 で２９名 中 ２１名 など、成 果 を出 しています。 

 

３ .  ２０１６年 度  高 ３卒 業 生 海 外 大 学 進 学 者 数  

アメリカ創 価 大 学                          １１名  

イギリス・ハルトインターナショナルビジネススクール       １名  

デンバー大 学                              １名  

ウースター大 学                             １名  

 

B)  アンケートと分 析  

2016 年 5 月 と 2017 年 2 月 の 2 回 、ＳＧＨ活 動 に対 するアンケートを全 校 生 徒 対 象 に行

ったところ、以 下 のような結 果 が得 られました。 

「あてはまる」「どちらかと いえばあてはまる」という肯 定 的 な回 答 の割 合 が、いずれの項 目 に

おいても１年 間 で増 加 したことがわかります。 
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※ ５月 では興 味 を、２月 では実 際 に取 り組 んだかを調 査 。 

 

 

 
 

 

 

C)  中 間 報 告 会 ・活 動 報 告 会 ・評 価 （声 ） 

SGH 中 間 報 告 会  

  10 月 29 日 （土 ）10 時 30 分  会 場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール 

  式  次  第  

一 、校 長 挨 拶     木 下 校 長   

一 、授 業 公 開        

１年 ・・貿 易 ゲーム ２年 ・・地 域 紛 争 学 習  ３年 ・・模 擬 国 連  

一 、昼   食 （コスモホール）        

一 、言 語 技 術 について  永 嶋 教 諭   

一 、GCP FW 報 告   生 徒 代 表   

            広 島 ・岩 手 ・カリフォルニアフィールドワーク報 告  
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一 、GLP 活 動 報 告   生 徒 代 表   

            沖 縄 ・カリフォルニアフィールドワーク報 告 他 、スキル諸 活 動  

一 、講 評 ・挨 拶    遠 藤 教 授   

一 、質 疑 応 答  

 

  講 評  遠 藤 誠 治  成 蹊 大 学 法 学 部 教 授  

＜全 体 を通 して＞ 

・ 素 晴 ら しい 時 間 を過 ご す こ とができた 。 準 備 に 要 した 時 間 的 エ ネ ルギ ー 、 苦 労 の 成 果 が

大 変 素 晴 らしい形 で表 現 されていた。 

・昨 今 の社 会 で要 求 されている「グローバル人 材 」では、英 語 、頭 の回 転 の速 さなどを要 求

している。これは大 学 のやるべき事 ではない。創 価 高 校 は、「グローバルシティズンシップ」を育

てようとしている点 が大 きな違 い。 

・「シティズンシップ」・・・生 きている人 間 自 体 に価 値 があるという考 え方 。その人 間 同 士 が

紛 争 を起 こす理 由 は、 それぞれが「よりよい生 き方 」を求 める結 果 である。「よりよい生 き方 」を

求 めて起 こった紛 争 を、どうすれば解 決 できるのかが、今 後 、若 い世 代 が向 き合 わなければな

らない大 きな問 題 。創 価 高 校 の取 り組 みでは、これらの課 題 の現 状 と、それを解 決 するために

はどうすればよいのかがよく学 ばれていた。 

・創 価 高 校 の取 り組 み では、 精 神 論 だ けでな く思 考 ・ 表 現 技 術 を身 につけること を重 視 し

ている。言 語 技 術 の報 告 が中 間 報 告 会 の冒 頭 に来 ているのは、深 い意 味 があると感 じた。 

 

＜学 習 ・経 験 の時 空 間 的 立 体 化 ＞ 

・創 価 高 校 の取 り 組 み の中 で重 要 だと感 じた のは、 経 験 を「 自 覚 化 」し 、 言 語 で 表 現 する

力 を高 めようとしている点 。経 験 を通 して知 識 を深 めること (deepen )、拡 張 していく(en la rged ;  

時 空 間 的 )ことに、言 語 技 術 的 方 法 論 が組 み合 わされば、非 常 に良 い成 果 を生 み出 すことが

できるだろうと考 えられる。創 価 高 校 の取 り組 みはこれら 3 つを有 機 的 につなげている。 

・時 間 軸 ・・・歴 史 の学 習 。様 々な体 験 を有 効 にするための事 前 学 習 。単 に歴 史 的 事 実 を

学 ぶだけでなく、現 代 社 会 とのつながりを意 識 した学 習 が重 要 。  

・空 間 軸 ・・・フィールドワーク。同 世 代 の生 徒 との交 流 、インタビューなどを通 し、自 分 と異

なる文 化 ・年 代 の方 と自 分 とを対 峙 させることで、知 識 が深 まっていく。  

・経 験 によって、事 前 に学 習 した内 容 が時 空 間 的 に立 体 化 していていく。これらが言 語 技

術 を通 して他 者 に表 現 可 能 になるとともに、自 分 の中 で新 たな問 いにつながる。  

・こ う した学 習 と 経 験 を 繰 り 返 す ことで 、 累 積 的 、 蓄 積 的 、 相 互 促 進 的 に 経 験 ・知 識 が 蓄

積 していき、人 間 としての器 が広 がっていく。 

 

＜問 いを組 み立 てる力 の重 要 性 ：大 学 との教 育 との関 連 ＞ 

・「学 ぶ」と いうことは、問 いを立 てる力 を身 につけること。断 片 的 な知 識 をどのように命 題 に

していくのかが、今 後 社 会 で求 められる力 である。 

・大 学 の進 学 先 として、経 済 系 の学 部 の志 願 者 が多 い。就 職 には経 済 学 部 が有 利 との意

識 が保 護 者 にも強 い。就 職 という大 きなスクリーニングのタイミングを前 にして、短 期 的 な解 決

方 法 を求 めて、目 の前 の課 題 を解 決 するための「テクニック」を手 に入 れることができそうな経

済 学 部 を目 指 すことが多 い傾 向 にある。しかし、目 前 の課 題 にのみ対 応 できる解 決 策 は持 続

しない。諸 問 題 はますます複 雑 になり、一 国 だけでは解 決 できない課 題 が多 い（一 国 の経 済
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開 発 が全 地 球 的 な地 球 温 暖 化 問 題 につながる、など）。今 の問 題 に対 する解 決 策 を授 けて

も、すぐに応 用 できなくなる。永 続 性 のある大 学 教 育 は、目 の前 の課 題 に対 するテクニックだ

けでなく、問 いをたてるために「調 べる力 」、「課 題 を発 見 し命 題 の形 に整 える力 」を育 てること

である。課 題 を発 見 する力 を若 いうちから育 てる必 要 がある。こうした能 力 をもつ人 材 を、「グロ

ーバル人 材 」と呼 ぶべきではないか。学 習 を通 して生 徒 の中 に新 たに生 じてくる疑 問 を深 めて

いけるような教 員 の関 わり方 ができれば、より面 白 い結 果 が得 られるのでは。  

例 ）沖 縄 戦 と日 本 兵 の差 別 意 識 →現 在 の基 地 問 題 との関 わり 

核 兵 器 と国 際 法 →核 兵 器 廃 絶 につながる道 はどう描 けるか。  

 

＜協 調 的 問 題 解 決 能 力 の重 要 性 ：高 校 ３年 生 模 擬 国 連 ＞  

・現 代 社 会 では、高 い課 題 解 決 能 力 が求 められている。特 に、他 者 との協 力 ができるかど

うかが重 要 。 今 日 取 り 上 げたテ ーマはいずれ も、人 々の協 力 なく て は解 決 でき ない「グ ロ ーバ

ルイシュー」ばかりだった。 

・人 間 と人 間 の間 には対 立 的 関 係 も多 い。 何 かの解 決 策 を見 いだして いくには「技 術 」が

必 要 。「テクノロジー」「お金 」といった解 決 策 もあるが、法 、政 治 、技 術 などを導 入 して相 手 を

説 得 すること、人 を組 織 化 していく力 が重 要 だが、通 常 の高 校 生 活 では得 られない。  

・午 前 のＧＣＰで行 われた高 校 ３年 生 の模 擬 国 連 では、多 くの生 徒 が交 渉 力 を発 揮 してい

た。特 に、良 い案 を提 示 しながらも、納 得 してもらえないという経 験 ができたことが重 要 である。

お金 、技 術 力 の提 供 を提 示 しても同 意 してもらえないこともある。なぜ納 得 してもらえなかった

のかという問 いにぶつ かり 、自 身 を省 みる こと ができる。こうい った場 を教 員 と 生 徒 が努 力 し て

作 り出 していることが素 晴 らしい。 

 

＜言 語 技 術 の取 り組 みについて＞ 

・言 語 技 術 の授 業 のみだけでなく、他 教 科 とも連 携 し、様 々な場 面 で言 語 技 術 が応 用 され

ている。日 本 語 と英 語 で鍛 えていくことも連 動 しており、生 徒 によく定 着 している。今 後 よい結

果 が得 られるだろう。 

・大 学 生 の多 くは、直 感 的 ・断 片 的 に良 い情 報 を得 ているが、それらをつなげて体 系 的 な

「命 題 」とすることができない。これは、情 報 取 得 の方 法 に問 題 がある。映 像 やインターネットな

ど、刺 激 の多 さに対 し、情 報 のスクリーニングができていない。知 識 がどこに、どのように蓄 えら

れているか、自 覚 しないままに吸 収 している。したがって、問 いに対 して断 片 的 な情 報 を取 り出

すことはできるが、自 分 の意 見 を述 べるまでにいたらない。・  

生 徒 に言 語 技 術 的 な方 法 論 を与 えることで、探 求 すべき命 題 を自 身 の中 に位 置 づけるこ

とが可 能 になる。現 在 、大 学 でも行 っているが、できるだけ早 い段 階 で行 うにこしたことはない。

創 価 高 校 の言 語 技 術 の取 り組 みはそれらに値 するものであると考 える。  

「自 分 にとっての常 識 」は「他 人 にとっての常 識 」ではない。どこまでさかのぼれば同 じ土 俵

に立 って話 ができるか、考 えながら話 すことが大 切 。話 をする中 で、共 通 基 盤 が作 られていく。

そういった意 味 で、会 話 を通 して土 台 を共 通 化 してい くテクニックも重 要 である。 

・異 文 化 理 解 の重 要 性 。国 だけでなく、世 代 、育 ちの違 いも異 文 化 である。そういった人 た

ちに対 する「想 像 力 」を育 ててていくことが重 要 。 

 

＜高 校 ２年 生  ルワンダ内 戦 について＞ 

・「このようなことが二 度 と起 こらないためにはどのようにすればよいのか」という最 後 の問 いは、
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非 常 に難 しい、深 刻 なテーマ。 

・人 間 の持 っている能 力 は、悪 い方 向 にも活 用 できる。現 実 社 会 において普 通 の人 間 では

想 像 できないことが起 こる可 能 性 がある。ルワンダ内 戦 も、人 を組 織 化 する力 （共 犯 者 を増 や

す）、強 いリーダーシップが悪 用 されて、あのような虐 殺 が可 能 になった。力 の活 用 の方 向 をど

のように 制 御 し ていくの か、 この 答 え はまだみ つか らな い 。ルワ ンダ 内 戦 につい ては 、 外 か ら の

大 きな力 をもっていくしか解 決 方 法 はなかったのではないか。少 数 の人 を殺 し、大 多 数 の人 を

救 うという決 断 も時 には必 要 。大 きな心 の痛 みを伴 うが、それを覚 悟 してことにあたらなければ

ならないこともある。この痛 みを感 じられることも人 間 の器 の大 きさ。  

 

＜生 徒 プレゼンについて＞ 

・「できすぎている」と思 うほどすばらしかった。これだけ準 備 されているのなら、原 稿 を捨 てて

もよかったのでは。 

・相 手 を見 て、話 しかけるように説 明 することでより伝 わる。双 方 向 のやりとりを大 切 に。  

 

  【中間報告会アンケートより】  

１，授 業 公 開 の取 組 みについて 

 ・どの学 年 も活 発 に話 し、書 き、本 当 に真 剣 に取 組 んでいることがわかった。 

 ・運 営 が生 徒 であることが素 晴 らしい。 

２，言 語 技 術 のとりくみについて 

 ・グローバルシチズンとして必 要 な言 語 技 術 を身 につけさせる取 組 みは参 考 になった。  

 ・スキルの部 分 を充 実 させることで、学 校 活 動 の満 足 度 にもつながるという発 想 がよい。  

３，GCP の取 組 み、生 徒 発 表 について 

 ・生 徒 の姿 を見 て、グローバル市 民 を育 てる画 期 的 な教 育 だと思 った。 

 ・学 びを共 に実 際 に運 営 することでリーダーシップの育 成 になっていると思 った。  

４，GLP の取 組 み、生 徒 発 表 について 

 ・よく一 般 に「グローバル人 材 の育 成 」というが何 をもってグローバルと思 う かがはっきりしな

い。貴 校 の掲 げる「世 界 市 民 」という言 葉 は個 人 的 には非 常 にしっくりくるものがある。  

 ・全 文 英 語 のスピーチに感 動 した。堂 々として立 派 だ。 

 

 

SGH(最 終 )活 動 報 告 会  

  2 月 18 日 （土 ）13 時 00 分  会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール 

  式 次 第  

一 、「言 語 技 術 」模 擬 授 業   永 嶋 ・石 野 教 諭  

一 、校 長 挨 拶         木 下 校 長    

一 、言 語 技 術 模 擬 授 業 報 告  永 嶋 教 諭    

一 、GCP 報 告        生 徒 代 表    

1 年 間 の振 り返 り、FW 実 施 報 告 （JICA、ハンセン病 ） 

ファイナル・プロジェクトを終 えて 

３年 ポスターセッション代 表 者 発 表 （日 本 語 ２、英 語 ２）  

一 、GLP 活 動 報 告    生 徒 代 表 （３年 生 ）  

英 字 新 聞 作 成 以 降 、映 像 制 作 、インタビュー（インド、フィリピン）、ＣＩＦ 
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一 ，挨 拶                 村 上 清  運 営 指 導 員     

一 、講 評        無 藤 隆  白 梅 大 学 教 授   

 

  【講評】  無藤隆  白梅学園大学教授  

・先 日 、小 学 校 ・中 学 校 学 習 指 導 要 領 が発 表 された。その一 つのキーワードはグローバル

化 である。グローバルの中 身 とはいったい何 か。英 語 を上 手 になることだけにとらわれがちだが、

英 語 は一 つのスキルにすぎない。今 後 の日 本 、世 界 情 勢 を考 えると、  

①世 界 中 で、同 じよ う な課 題 が同 時 発 生 し ている。いずれの課 題 も、人 類 がこれまで出 会

ったこともないようなものばかりである。（例 ：高 齢 化 問 題 は各 国 で同 時 に進 行 している）→その

解 決 方 法 を、海 外 の人 たちとともに考 えていかなければならない。  

②１年 後 、１０年 後 の社 会 情 勢 が読 めない(例 ：イギリスの EU 離 脱 、トランプ大 統 領 就 任 他 。

これらを１年 前 に予 測 できたか？) 

③AI の急 速 な進 歩 と台 頭 (携 帯 電 話 の進 化 ) 

④ 働 き 方 が 急 速 に 変 化 す る 。 今 の 高 校 生 は、 ７ ０ 才 頃 まで 働 かざ るを え な く なる だろ う （ 人

生 ５０年 間 は働 く 時 代 ）。 同 じ 仕 事 が存 続 す ることはほ とんど ない 。 同 じ 職 種 でも 、仕 事 内 容

は変 わっていく(学 校 教 師 等 )･･･こういった時 代 を迎 える中 で、今 後 の大 きな課 題 は学 校 では

何 を教 えるのか、生 徒 たちに身 につけさせるべきものはなにか、明 確 にすること。グローバル化

とは、生 徒 、学 校 にとってどのような意 味 をもつのか、生 徒 と教 師 が一 緒 になって考 える必 要

がある。 

 

＜グローバル化 で重 要 なもの＞ 

１．どんなグローバル化 が起 こっているのか知 ること  

日 本 国 内 のグローバル化 ･･･電 車 の中 など。様 々な国 籍 の人 が周 囲 に当 たり前 のように

いる。 

暮 らしのグローバル化  例 ）青 森 のリンゴの輸 出 (中 国 方 面 )→人 気 によって作 る品 種 が

変 化  

世 界 中 で行 われる活 発 な貿 易 。東 京 オリンピックが一 つの大 きな転 機 に。  

２．多 様 な価 値 観 や、文 化 、習 慣 を持 っている人 になじみ、そういった人 とのやりとりの仕 方

を学 ぶ。 

３．「将 来 、世 界 をよりよくするために自 分 も資 したい」との意 識 。 

今 回 の発 表 で、そういった言 葉 がたくさん聞 かれた。大 変 に頼 もしく思 う。昨 今 の風 潮 で

は、自 分 のことばかりに意 識 をとられがち。世 界 的 にみれば、困 難 な課 題 はたくさんある

が、それに寄 与 できる技 術 や知 恵 を日 本 人 は持 っている。それを海 外 に展 開 していこう

とする熱 意 を持 ってほしい 

４.  コミュニケーションツールとしての英 語 を使 えるようになること  

様 々 な 仕 事 ・ 発 表 の場 面 で重 要 な スキ ル 。入 試 英 語 に目 を おきが ちだが 、「 英 語 の 使

い道 は大 学 に通 っ てか ら考 える 」では遅 い 。高 校 時 代 、感 受 性 が豊 かな時 に 、学 ぶ意

味 や何 を学 ぶのかを考 えておくことが大 切 。 

５.  表 現 の論 理 性  

英 語 でロジカルに話 せないということは、日 本 語 でロジカルに話 せないということを意 味 す

る。日 本 人 は、内 容 の要 約 は得 意 だが、諸 課 題 に対 してどう思 ったのか、どうするのかと

いった意 見 を言 葉 にできない。→言 語 技 術 を SGH のポイントとしたのは、プロジェクトのあ
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り方 として正 しい。論 理 性 の根 幹 が作 られる。今 後 は、人 類 が共 通 に持 つ諸 課 題 を、英

語 を使 って論 理 的 に議 論 する能 力 が重 要 である。 

６.  学 ぶことの目 的 観  

今 後 の学 習 指 導 要 領 のポイント は、いかに生 徒 を能 動 的 にするかという点 である。その

際 、ただ知 識 だけを詰 め込 むのではなく、その知 識 を使 って何 を したいのか、将 来 何 に

役 立 てていきたいのかを生 徒 ・教 師 が共 に考 えることが重 要 である。  

教 科 で学 んだことをい かに活 かすのかは、学 び手 の責 任 である。入 試 に活 かすというの

はあくまでも短 期 的 目 標 であって、もっと長 期 的 に見 たときにどうするか、学 んだこと同 士

をどうつなぎあわせるか、将 来 の自 身 とどう結 びつけていくかを考 えなければならない。ア

メリカでは、何 かを学 び述 べた際 に“ So wha t? ”と問 われることが多 い。学 ん だ知 識 を活

かして何 をしたいのか、社 会 の営 みとどう関 連 づけるのかを問 いながら、学 ぶ姿 勢 が重 要

である。 

それを生 徒 一 人 に任 せるのではなく、生 徒 同 士 の対 話 や、教 師 の導 きによって共 に考

えていくのが、教 育 の今 後 あるべき姿 であろう。 

どの大 学 に入 るのか以 上 に、「どう世 界 と関 わるか」「いかに世 界 をよりよくしていくか」とい

う意 識 が大 切 。それを、このプロジェクトを通 して学 んでほしい。 

＜全 体 を通 して＞ 

１．創 価 高 校 の現 在 のプロジェクトのあり方 は、今 後 の学 習 指 導 要 領 改 訂 のあり方 につな

がっていくだろう。若 い人 たち、一 人 一 人 が人 生 を切 り開 こうとする努 力 が、日 本 の未 来

を切 り開 いていく。今 日 の発 表 から、そういった努 力 をしようとしている生 徒 が、この学 校

で数 十 名 生 まれていることがわかった。 

２．他 の SGH 校 や他 の学 校 と共 鳴 し、学 びあっていくことで、さらによりよい取 り組 みになる

だろう。 

 

  【活動報告会アンケートより】  

１，言 語 技 術 の取 組 みについて 

 ・先 進 的 な授 業 で、このような科 目 がどの学 校 でも普 通 に行 われると良 いと思 った。  

 ・英 語 と国 語 という教 科 の壁 を越 えた取 組 みの可 能 性 を認 識 した。  

２，GCP の取 組 み、生 徒 発 表 について 

 ・高 校 生 のうちにこのような視 点 を持 てたこと将 来 必 ず役 に立 つと思 う。  

 ・生 徒 たちが自 ら活 動 していく発 表 をみて、指 示 待 ちでなく自 ら考 える力 が育 つと思 った。  

３，GLP の取 組 み、生 徒 発 表 について 

 ・全 文 英 語 のスピーチに感 動 した。実 践 的 英 語 力 が高 く、堂 々として立 派 だ。  

 ・かなり高 度 なテーマに、語 学 力 のみならず、人 種 ･国 境 を越 えて社 会 性 等 を学 んでいる。  

 ・英 字 新 聞 制 作 は具 体 的 でとてもよい学 びである。 
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中 間 発 表 会  高 ３模 擬 国 連     活 動 報 告 会  GLP 報 告  

 

D)  運営指導委員会  

〇第 １回 ＳＧＨ運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2016 年 6 月 4 日 （土 ） 

参 加 者 ：無 藤  隆  白 梅 学 園 大 学 教 授  ／ 村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐  

（学 園 ）中 川 ・太 田 ・狩 野 ・木 下 ・江 間 ・谷 ・石 野 ・永 嶋 ・前 田 （記 録 ：今 野 ）  

式 次 第  

一 、DVD 鑑 賞   

一 、運 営 指 導 委 員 紹 介 並 びに挨 拶   （木 下 校 長 ） 

一 、SGH 担 当 教 員 自 己 紹 介  

一 、取 組 の内 容 発 表  

一 、言 語 技 術 について （永 嶋 教 諭 ） 

 

（指 導 委 員 ）週 に何 回 の授 業 ですか？  生 徒 にとってのきっかけにしたいのか日 常 的 な練

習 にしたいのか？ 

〇生 徒 にはトレーニングを意 識 して生 活 してほしいと訴 えている。教 員 に対 しても研 修 を行

い日 常 の授 業 でも意 識 していくように取 り組 んでいる。 

（指 導 委 員 ）そもそも話 したくない生 徒 もいるのではないか？押 し付 けにならないように工 夫

している点 はありますか。 

〇日 本 は察 する文 化 のため、細 かく話 す必 要 がない。しかし、英 語 圏 では通 じないという現

実 を伝 えている。 

〇生 徒 は技 術 、ゲーム的 な感 覚 で授 業 を楽 しんでいる。 

〇ほとんどの生 徒 が楽 しんでいる。 

〇 言 語 技 術 は 英 語 の勉 強 に 役 立 つ とい う こと を 実 感 さ せる ことが でき てい る 。日 本 語 と 英

語 の往 還 作 業 は効 果 があると感 じている。 

 

・GCP 企 画 （前 田 教 諭 ） 

（指 導 委 員 ）GCP リーダーズの役 割 は？ 

〇当 日 の企 画 運 営 をすべて担 っている。 

（指 導 委 員 ）課 題 内 容 を調 べる時 間 は確 保 していますか？ 

〇とくに時 間 は確 保 せず、宿 題 にしている。調 べ方 も、キーワードを提 示 しているのでそれを



 

- 125 - 

 

元 に調 べてくるように指 示 している。 

〇1、3 年 の違 いはありますか？ 

〇感 想 の内 容 の深 さが違 う。 

（指 導 委 員 ）1、3 年 で同 じ内 容 にしたのはなぜですか？ 

〇同 じテーマで始 めて 3 年 で計 画 を完 成 させたい。 

（指 導 委 員 ）外 務 省 で も地 球 規 模 的 課 題 審 議 官 室 とい う部 署 があ る。そこと 連 携 が取 れ

たら素 晴 らしいと思 う。高 校 生 が行 っていることを知 ったら喜 んで様 々な示 唆 を提 供 してもら

えると思 う。 

 

・GLP 企 画 （石 野 教 諭 ） 

（指 導 委 員 ）国 連 などの国 際 的 な会 議 の場 は、トイレとかで行 われるロビー活 動 が多 いとこ

ろです。GLP の選 抜 はどのようにしていますか？ 

〇エッセイで論 理 的 な思 考 力 を見 ている。 

（指 導 委 員 ）選 ばれなかった生 徒 の敗 者 復 活 があるといいですね。 

〇ＧＬＰの生 徒 がエリート意 識 を持 たないように、全 校 に還 元 できるようにしています。 

〇カリフォルニアフィールドワークに行 ける枠 を全 校 に設 け門 戸 を開 けている。  

〇英 字 新 聞 の取 組 も希 望 者 です。 

（指 導 委 員 ）カリフォルニアフィールドワークの内 容 は？ 

〇国 際 人 権 に関 する講 義 を受 けます。 

（指 導 委 員 ）モントレーには行 きませんか。 

〇今 回 は行 きません。 

（指 導 委 員 ）国 際 人 権 に関 してはモントレーが先 進 的 に取 り組 んでいる。創 価 大 学 の卒 業

生 もいるので連 携 してはどうか。また、アメリカの高 校 生 が日 本 に来 るので高 校 生 どうしで交

流 するのもよいと思 います。 

（指 導 委 員 ）英 字 新 聞 の取 組 は素 晴 らしいですね。 

 

ご挨 拶  

村 上 先 生  

SGH の取 組 は関 西 高 校 に続 いて東 京 校 が指 定 されてうれしく思 っています。世 界 に向

けた視 点 とともに一 人 一 人 を大 切 にする人 材 を育 成 していくことが大 切 です。 

私 自 身 は学 園 を受 験 して合 格 できませんでした。そのことをばねに頑 張 ってきました。創 価

学 園 の発 展 する姿 が外 の人 たちの励 みにもなります。その取 組 に関 われることを光 栄 に思

っています。 

 

無 藤 先 生  

文 部 科 学 省 のもとで学 習 指 導 要 領 の中 身 と課 外 活 動 の改 革 に関 わっている。  

国 語 教 育 の変 化 の中 には、論 理 的 な思 考 を追 加 する内 容 が含 まれている。また、歴 史

について近 現 代 史 を追 加 し平 和 について学 んでいく。そして、英 語 については「英 語 を学

ぶ」のではなく「英 語 で学 ぶ」方 向 に転 換 していこうと考 えています。 

これらの視 点 に創 価 高 校 の SGH 企 画 は合 致 していると思 います。 

課 題 として、１つ申 し上 げれば、一 部 の生 徒 ではなく全 体 の生 徒 の力 を伸 ばすにはどう

すればよいか考 えてほしいと思 います。 
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〇第 ２回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2016 年 10 月 29 日 （土 ） 

参 加 者 ：無 藤  隆  白 梅 学 園 大 学 教 授  ／ 村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐  

（学 園 ）中 川 ・太 田 ・狩 野 ・木 下 ・江 間 ・谷 ・石 野 ・江 添 （記 録 ：今 野 ）  

 

（指 導 委 員 ）報 告 会 では、生 徒 一 人 一 人 の発 表 の様 子 が清 々しかった。普 段 から努 力 し

ているようすがよく分 かった。今 日 の GCP 企 画 では、高 校 ２年 生 のルワンダ内 戦 の学 習 を見

せてもらったが、映 像 を盛 り込 み、全 員 が課 題 に対 して真 剣 に考 えていて素 晴 らしかった。ル

ワンダ内 戦 については、大 学 生 でも「映 像 を見 たくない」等 と学 習 を拒 否 する学 生 もいる中 で、

よく学 んでいた。 

 

―― 最 後 の問 い「二 度 とジェノサイドを起 こ さないために、必 要 なこ とは何 か」というのは、

広 すぎる問 いだったのではないかと思 っている。 

 

（指 導 委 員 ）最 後 の問 いには、「地 球 上 のどこでも起 こらないように」「ルワンダで起 こらない

ように」 という 2 つの視 点 がある。逆 にこれ以 上 問 いの幅 を狭 くすると意 見 が出 づらくなる恐 れ

がある。ある程 度 広 いほうが、生 徒 自 身 が発 想 して意 見 をまとめることができるので、今 回 の問

いは適 切 だったのではないか。また、他 の虐 殺 の例 を資 料 として配 付 したことで、その資 料 を

活 用 し て意 見 をま とめ よう とする 生 徒 もお り 、 素 晴 ら しか った 。高 校 時 代 に こ ういった テー マを

議 論 できたことは、生 徒 の中 にインパクトとして残 る。今 後 の進 路 や大 学 での研 究 テーマ選 択

に関 わることも多 いだろう。今 回 、GCP の授 業 を参 観 して、実 施 するまでの先 生 方 のご苦 労 が

偲 ばれた。SGH を運 営 する上 では、教 職 員 での協 力 体 制 の確 立 が欠 かせない。教 員 に求 め

られる資 質 ・能 力 も、今 後 幅 広 くなってくるだろう。  

 

―― SGH 担 当 教 員 は現 在 14 名 程 度 。 学 校 全 体 の取 り組 みにしていきたい。 

 

（指 導 委 員 ）昨 今 の学 生 を見 ていると、課 題 を与 えた時 にもう一 踏 ん張 りできる粘 り強 さを

持 った学 生 が少 なく感 じる。これは、「厳 しい困 難 に立 ち向 かう経 験 の少 なさ」が影 響 している

のではないだろうか。先 生 方 も苦 労 は大 きいだろうが、この五 年 間 の取 り組 みは間 違 いなく生

徒 の人 生 にとって重 要 な経 験 となるだろう。グローバル人 材 とよく言 うが、英 語 力 はあって当 た

り前 の時 代 が来 ている。英 語 を使 って何 を発 信 できるか、人 間 力 ある人 がグローバル人 材 とし

て要 求 される時 代 となっていくだろう。ところで、文 科 省 からの助 成 は十 分 足 りているか。  

 

―― 現 状 は十 分 足 りている。フィールドワークにおいては、生 徒 負 担 を食 費 のみに抑 える

ことができている。 

 

（指 導 委 員 ）SGH は年 限 五 年 間 の取 り組 みである。これからの五 年 間 をきっかけとして、学

校 としてその先 どうしていくのかを考 えないといけない。創 価 高 校 の強 みは、関 西 創 価 高 校 、

創 価 大 学 との 連 携 が あること 。相 互 の連 携 と 情 報 共 有 を強 固 にし ていくこ とが今 後 ますま す

重 要 になってくるだろう。 
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〇第 ３回 運 営 指 導 委 員 会  

日 時 ：2017 年 2 月 18 日 （土 ） 

参 加 者 ：無 藤  隆  白 梅 学 園 大 学 教 授  ／ 村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐  

中 川 ・太 田 ・狩 野 ・木 下 ・江 間 ・谷 ・石 野 ・永 嶋 ・前 田 （記 録 ：長 谷 川 ）  

 

〈言 語 技 術 について〉 

（指 導 委 員 ）つくば言 語 技 術 教 育 研 究 所 のメソッドを取 り入 れた「言 語 」の授 業 を、週 １回

学 べるというのは非 常 に良 いと思 う。創 価 高 校 では英 語 との往 還 を取 り入 れており、興 味 深

い。英 語 はどの程 度 取 り入 れているのか？ 

〇英 語 を 取 り入 れ てい るのは、 主 に 問 答 ゲー ムな ど 。日 本 語 が中 心 では あるが 、 英 語 を取 り

入 れることは刺 激 になっているように感 じる。つくば言 語 技 術 教 育 研 究 所 のメソッドそのもの

を 導 入 し ている 学 校 は何 校 かあるが 、 それだけ だと 飽 き て しま うという 声 を 耳 に した 。 途 中 で

目 的 意 識 を 見 失 って しまうようだ。本 校 は比 較 的 英 語 に関 心 が高 い生 徒 が多 いので、そう

いったことも英 語 を取 り入 れた経 緯 の一 つ。 

 

（ 指 導 委 員 ） 「言 語 」の授 業 を 一 年 間 や っ てみ て 、 一 番 大 変 だ ったこ と と良 か ったと 感 じる

点 は何 か。 

〇 採 点 が大 変 だ った 。日 本 語 添 削 を する ア シス タ ント 教 員 が現 在 ２名 いるが 、 それでも 採 点

作 業 には膨 大 な時 間 がかかる 。英 語 のパラグラフについては担 当 が私 一 人 なので、提 出 さ

せたものをフィードバックできていない状 況 。 

 良 かった点 は、「言 語 技 術 を使 いなさい」というと、高 校 １年 生 はすぐに意 識 を変 えられるよう

になっていること。職 員 室 やアンケート記 入 の場 面 で、人 に何 かを伝 えるということを意 識 でき

るようになっている。英 検 の記 述 問 題 等 でも、「言 語 」の授 業 を受 けている高 校 １年 生 は、他

学 年 と比 べて高 得 点 をとった。 

 

（指 導 委 員 ）これまでのメソッドや取 り組 みをすべて蓄 積 することが大 切 。そして、これから来

年 再 来 年 と積 み重 ねた膨 大 なものを、きちんとフィードバックする機 会 が必 要 だろうと思 われる。

それはそのまま、文 科 省 にとっても価 値 のある研 究 資 料 になると思 われる。  

 

（指 導 委 員 ）「言 語 技 術 」を担 当 の教 員 以 外 に、あるいは他 科 目 にどう広 げるかが重 要 。た

とえば今 日 の模 擬 授 業 （永 嶋 教 諭 による「言 語 」模 擬 授 業 ）にあった「ピザトーストの作 り方 」

の説 明 スキルが活 かされるのは、主 に理 科 の分 野 なのだろうと思 われる。理 科 の実 験 の過 程

や方 法 、考 察 などに「言 語 技 術 」が取 り入 れられた学 習 作 りができれば、さらにその学 習 効 果

や可 能 性 は広 がるのではないか。 

（指 導 委 員 ）「ピザトーストの作 り方 」等 に見 られる、題 材 の優 しさは高 校 生 にとっては飽 きる

のではないか。しかし、レベルを上 げると複 雑 でこれまた難 しい。どうしても言 語 技 術 研 究 所 の

メソッドのままでは小 学 生 向 けなので高 校 生 には適 さないように感 じる。反 復 が大 切 という話 が

あったが、基 礎 編 として研 究 所 メソッドを使 って、応 用 として高 校 の理 科 実 験 などを教 材 にし

てもよいのではないか。 

 

（ 指 導 委 員 ） 生 徒 が 書 い た文 章 の 添 削 方 法 に つい て 、 教 員 が添 削 す るだ けで な く 、生 徒

同 士 で添 削 し合 う機 会 があってもよいのではないか。生 徒 が相 互 に添 削 し合 い、直 し合 うこと
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を通 して、学 び合 いが生 まれる。 

 

〈SGH 全 体 の取 り組 みについて〉 

（指 導 委 員 ）生 徒 の活 動 時 の机 ・いすの並 び方 について、改 善 の余 地 があるように感 じた。

対 面 式 で話 すのは面 接 のようで、話 しにくい。横 並 びの感 覚 を持 たせると話 し合 いがしやすい

かもしれない。たとえばコーヒーテーブルのようなイメージ。  

 

（指 導 委 員 ）スキルや学 力 が上 の子 、能 力 がアップした子 、いわゆる「できる子 」はそれでい

い。では全 校 レベルで見 たときにそこについていけていない生 徒 はどれくらいいるのか。その層

の生 徒 を対 象 に SIGH の取 り組 みとしてどのようなことができるのかは今 後 考 える必 要 がある。 

〇ＧＣＰはすべての生 徒 が対 象 。ＦＷはどうしても全 校 では行 けないので、全 生 徒 から募 集 を

して一 部 が参 加 するかたちをとっている。 

〇高 校 ３年 生 のファイナルプロジェクトについては受 験 生 をのぞいて高 ３全 員 が取 り組 んだ。  

〇ファイナルプロジェクトは、まず２０のカテゴリーを教 員 の側 から提 示 。そのカテゴリーの中 から

自 分 でテーマを選 び、まず調 べたものをレポートとしてまとめる。そのカテゴリーからさらに生 徒

一 人 ひとりが小 テーマを設 定 して研 究 に取 り組 んでいくかたちをとった。  

 

（指 導 委 員 ）今 年 が SGH 初 年 度 だが、どのような展 望 を持 っているか。  

〇現 在 高 １が言 語 技 術 の授 業 を受 けているが、彼 らが高 ３になって取 り組 むファイナルプロジ

ェクトが現 在 目 指 している完 成 形 。今 年 の３年 生 には、テーマの設 定 の仕 方 やプレゼンの方

法 を基 礎 から教 える必 要 があったが、２年 後 実 施 する際 には「言 語 技 術 」を学 んだ生 徒 たち

がどのような姿 になっているかが楽 しみ。 

 

（指 導 委 員 ）ファイナルプロジェクトはもっと発 展 できるのではないか、と感 じた。たとえばルワ

ンダの研 究 について、これは現 地 の人 が、あるいは専 門 家 が聞 いたらどのように感 じ、考 える の

だろうか。いろいろ情 報 を収 集 して、まとめた上 で、さらに次 の段 階 としてそれを社 会 に発 信 で

きる取 り組 み――いうなれば、生 徒 個 々の学 びを本 物 の現 実 にどうつなげていくかが重 要 。科

目 に閉 じないで、外 に広 げていくというのは、学 問 研 究 の共 通 の課 題 ではないか。  

〇外 への発 信 が重 要 だということを痛 感 する。 

○報 告 会 でも話 題 になったが、やはり先 生 方 のスキルというのがとても重 要 になってくる。先 生

方 の研 修 等 をさらに充 実 させていく必 要 がありそうだ。 

〇本 校 では授 業 改 革 推 進 室 を置 いている。議 題 の一 つとして教 科 会 を変 えていこうと取 り組

んでいる。もっと授 業 づくりについて教 員 同 士 で議 論 できる場 に変 えていこうという気 風 がだ

んだん定 着 してきたという感 触 を持 っている。  
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10.  関係資料  

①  ２０１６年度カリキュラム表

学校設定科目 国語基礎演習、国語表現、国語演習、日本文学、外国文学、中国文学、世界史演習

※入学年度によって 国際理解、環境と開発、平和と人権、宇宙と生命、総合数学、基礎数学、文系数学、総合解析

　 開講される科目が 総合代数、総合幾何、情報基礎、教養数学、現代物理、現代生物、現代地学、理科実習

　 異なります 総合英語、リーディング応用、英語演習、中級英語、上級英語、ﾘｽﾆﾝｸﾞ中級、ﾘｽﾆﾝｸﾞ上級

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ中級、ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ上級、総合体育、生活と文化

総合音楽、総合書道、総合美術、上級音楽、上級書道、上級美術

公民演習、地歴演習、理科基礎演習

言語表現Ⅰ、言語表現Ⅱ、言語表現Ⅲ

世界市民探求Ⅰ、世界市民探求Ⅱ、世界市民探求Ⅲ

34～38 31 33 33計 計 31～35 31～35 34～38

0～4 0～4 4 4 地歴公民演習2
1 1 1 1 理科演習２

学 校 設 定 学 校 設 定 科 目 1～5 1～5

1 1 1 英語2
Ｌ Ｈ Ｒ Ｌ Ｈ Ｒ 3 1 1 1

数/国2
総合 総 合 的 な 学 習 3-6 1 1 1 1

情 報 の 科 学 2
情
報

社 会 と 情 報 2 2
生 活 ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 4
家 庭 総 合 4

家
庭

家 庭 基 礎 2 　 2 2 2

2 2
英 語 会 話 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 　 　 　
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 4 4

4 4 4外
国
語

コミュニケーション基礎 2
コミュニケーション英語Ⅰ 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 4

書 道 Ⅲ 2
書 道 Ⅱ 2
書 道 Ⅰ 2 2
工 芸 Ⅲ 2
工 芸 Ⅱ 2
工 芸 Ⅰ 2

美 術 Ⅱ 2
美 術 Ⅰ 2 2
音 楽 Ⅲ 2
音 楽 Ⅱ 2

芸

 
 

術

音 楽 Ⅰ 2 2

美 術 Ⅲ 2

3
保 健 2 1 1 1 1    

保
体

体 育 7～8 2 2 2 2 3 3

3
理 科 課 題 研 究 1
地 学 4

3 3
地 学 基 礎 2 2 2
生 物 4

化 学 4 2 4

3
化 学 基 礎 2 2

2
物 理 4 3
物 理 基 礎 2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2

生 物 基 礎 2 2

数 学 活 用 2 　
数 学 Ｂ 2 　 3 3 3

7
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ⅲ 5 　
数 学 Ⅱ 4 　 4 4 4 　 2

2

数
学

数 学 Ⅰ 3 3

2
政 治 ・ 経 済 2

2 2
倫 理 2

3

公

民

現 代 社 会 2
地 理 Ｂ 4 3
地 理 Ａ 2
日 本 史 Ｂ 4 3 4 3

3
日 本 史 Ａ 2

2
世 界 史 Ｂ 4 5 4

3 3 2 3 2

地

理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

2
古 典 A 2 　
現 代 文 Ｂ 4 4 2 2 3 2
現 代 文 Ａ 2
国 語 表 現 3

国
 

語

国 語 総 合 4 4

古 典 B 4 2

３　　年　（47期）

総合 文系 理系 総合 文系 理系
教科 科  目 標準単位

１年
（49期）

２　　年　（48期）
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②  目標設定シート  

  

【別紙様式７】

１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

　　　　　人f 80人80人

目標設定の考え方：現在3年生対象にスペイン語、ドイツ語、ハングル、中国語、フランス語、ロシア語の授業を選択科目として提供してい
る。世界への興味が具体化するにつれて、英語以外の言語に対する関心がさらに高まると考えられる。

SGH対象生徒：

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

80%

目標設定の考え方：3年生355人に対して、現在１00名程度の該当生徒がおり、今後英検に加えてTOEIC、TOEFL、SATを受験することを
積極的に推進し、英語力の向上を目指す。

英語以外の外国語に取り組む生徒数

　　　　　％

　　　　　人

25%SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒以外：

45%

25% 　　　　　％

　　　　　人

　　　　　人

　　　　　人 　　　　　人

８７人 　　　　　人

　　　　　％ 　　　　　％ 　　　　　　％

　　　　　％　　　　　％

　　　　　％

　　　　　人

ふりがな

指定期間 28～32学校名

がっこうほうじんそうかがくえん　そうかこうとうがっこう

学校法人創価学園　創価高等学校

28年度 31年度 32年度30年度27年度

平成２8年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

29年度26年度

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

目標値(32年度)

e

　　　　　人

　　　　　％ 　　　　　％

　　　　　　人　　　　　人

　　　　　人

30%

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者数

SGH対象生徒以外： 25%c 　　　　　％ 　　　　　％

　　　　　人

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

　　　　　％

　　　　　　％　　　　　％

目標設定の考え方：元来海外志向の強い生徒が多いが、ＳＧＨAのプログラムを通じ、より具体的な進路設計が行われ、将来海外に進出
したいと考える生徒が増加している。また70％の生徒が進学する創価大学はスーパーグローバルユニバーシティーであり、大学在学中の
留学経験者が増加し、その後の海外進出者数も増加すると見込まれる。

　　　　　　人

目標設定の考え方：本校においては、他者への貢献に喜びを見いだすという価値観がある。このため自主的な地域清掃や、ボランティア
活動への意識は高い。そこで自主的な社会奉仕ができる生徒を6年間で一層拡大していきたい。

２９６人

250人SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

　　　　　人 　　　　　人250人 　　　　　人

　　　　　人

　　　　　人 　　　　　　人　　　　　人

700人

b

a

61% 　　　　　％

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

　　　　　人 70人

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外： 25人

SGH対象生徒： 　　　　　人 　　　　　人

　　　　　人 　　　　　人

25人

目標設定の考え方：現在、学校が主催しているマレーシア公開大学への短期研修をはじめ、ＳＧＨA事業への取り組みによって海外への
意識が向上している。さらに、グローバルな視野を広げるために自らすすんで海外での研修体験を希望する生徒が増加することが十分期
待できる。

80%　　　　　％ 　　　　　％

　　　　　人 　　　　　人 　　　　　人

２８人

SGH対象生徒：

　　　　　人

　　　　　人

　　　　　人
d

15人 15人 　　　　　人

目標設定の考え方：現在は日本語ディベート、英語ディベートが中心であるが、今後文系・理系の各種オリンピック、さらには各種言語のス
ピーチコンテスト・国連などで公募されている論文に積極的に参加することを奨励して拡大を図る。

　　　　　人

SGH対象生徒： 　　　　　％

　　　　　人 　　　　　人 100人

　　　　　人 　　　　　人 40人　　　　　人４０人

　　　　　％
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２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

目標値(32年度)

１１０人 　　　　　人

40人

　　　　　人

目標設定の考え方：ＳＧＨプログラムの効果により、国外の研修に参加する生徒数は増加すると思われる。学校責任の下で行われるプロ
グラムとして現在マレーシア公開大学への研修があるが、今後もアメリカ・カリフォルニア研修をはじめ、さらに拡大していく予定である。

100人

8人

27年度 30年度28年度 29年度

　　　　　人 　　　　　人6人

1回　　　　　回 　　　　　回

目標設定の考え方：自己研鑽の意識の高い教員が多く、グローバル人材育成のための環境整備を目指し、学校として語学検定の受検を
強く推進し資金面でも補助する制度を開始した。

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

0SGH対象外生徒数

26年度

1,077 1,063 1,056

28年度 29年度

SGH対象生徒数 1,056

0

27年度

8校校2校

50人e

c

d

a

b

26年度

100人

目標設定の考え方：学校設定科目「平和と人権」等で大学教員による講義が提供されている。また、イングリッシュキャンプでは多くの留
学生と交流している。今後はスカイプを活用しての英語による連続講座等、外部人材参画の機会を増やす。

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

校 校3校 ５校 校

目標設定の考え方：現在、本校と連携を行っている海外大学は、アメリカ創価大学とマレーシア公開大学の２大学であるが、今年度イン
ド・ブルーベルインターナショナル高校と連携を開始した。今後は、これまでも交流実績のある中国、韓国等の国際交流連携校を増やして
いく予定である。

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

７６人 　　　　　人 100人　　　　　人 　　　　　人

500人

　　　　　人

１８人

31年度

　　　　　人 300人

　　　　　人　　　　　人

課題研究に関する国内の研修参加者数

目標設定の考え方：ＳＧＨＡで今年度実施したフィールドワークを更に拡大・増強し、創価大学をはじめ近隣大学や博物館等の研究機関と
の連携をすすめ、研修にも参加することを推奨していく。

100人

課題研究に関する国外の研修参加者数

32年度

１４２人

　　　　　人 　　　　　人

0 0 0

　　　　　人

　　　　　人 　　　　　人

目標設定の考え方：年に１度のキャリアガイダンスおよび不定期に開催されるＯＢＯＧ懇談会により現在50名程度の参加がある。今年はＳ
ＧＨＡの取り組みの一つとして映像制作のために外部講師を招聘した。今後は、企業で活躍する卒業生などによるガイダンスおよび講演を
定期的に行うなど、拡大・拡充を進める。

60人

125人

30年度 31年度 32年度

　　　　　回３回

　　　　　％　　　　　％42%

h

g

i

目標設定の考え方：年２回を基本として、ＳＧＨプログラムの研究成果を順次発表していく。

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

全校生徒数（人）

　　　　　人 　　　　　人 12人

目標設定の考え方：本校として、帰国・外国人生徒の受け入れを昨年より募集要項に明記した。これにより毎年数名程度の海外現地校出
身者が入学している。ＳＧＨプログラムの導入に伴い、現地校に滞在経験のある子女の受験者数がさらに増加することが期待できる。

先進校としての研究発表回数

　　　　　回 　　　　　回

７人 　　　　　人 　　　　　人　2人

3回

　　　　　％ 70%

○

　　　　　％

f

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

目標設定の考え方：外国語によるホームページは、英語・韓国語・中国語で整備されており、日本語版と共に随時更新している。

CEFRのB1～B2レベルの教職員の割合

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

１５５人 　　　　　人 　　　　　人

目標設定の考え方：現在は日本語ディベート、英語ディベートが中心に、今後文系・理系の各種オリンピック、さらには各種言語のスピーチ
コンテスト・国連などに公募されている論文に積極的に参加していく。

150人150人 　　　　　人　　　　　人

3人

j

200人

25% 25%

○ △
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③  英字新聞（ＧＬＰ）   
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④  英字新聞（ＧＣＰ）   
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